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登場人物




倉くら木き 夏なつ美み

マンション「ノーブル・天宮」に住み、近所からも人気を集める人妻。夫との間に一歳の娘を持つ、二十九歳。




鈴すず原はら 涼りょう子こ

新婚生活二ヶ月目の若々しい主婦。二十五歳。夏美とは友人関係にある。




三み沢さわ 泰たい作さく

夏美の夫が務める会社の部長で好色な中年男性。彼女のかつての上司でもある。




佐さ藤とう

秘密クラブを運営する色事師。三沢の依頼で彼の計画に荷担する男。




飯いい尾お 充みつる

スポーツクラブでアルバイト中の大学生。テニスのコーチとして涼子と夏美に慕われる。

		

	

			第一章　蜜楽への誘い

			


			　春の日差しが降り注ぐテニスコートの上を、二人の美女が躍動している。

			　ボールを叩く乾いた音がするたび、鮮やかなグリーンコートの上を白いテニスウェアがひらりひらりと舞う。その様は草原を飛ぶ蝶のようで、周囲から溜め息にも似た声が漏れている。有名な大会というわけではなく、単なるスポーツクラブの練習試合であるのだが、そこに立つ二人の存在感が自然と注目を集めてしまうのだ。

			　艶やかなロングをポニーテールにまとめているのが倉くら木き夏なつ美み。対戦相手のセミロングの女性が鈴すず原はら涼子りょう子こだ。

			「いくわよ、涼子さん！」

			　スパーンッと一際高い音を響かせて、夏美がサーブを打ち込んだ。今年二十九歳。結婚三年目、一歳になる娘がいるとは思えないほど若々しい身体能力だ。

			　勢いでスカートの裾がひるがえり、白い脂の乗った悩ましい太腿が露わになる。アンダースコートに包まれた双臀も、ムッチリと張りつめて熟した魅力に溢れている。

			　それでいて下品な感じが少しもしないのは、彼女の気品溢れる美貌のせいだろう。

			　切れ長の二重の瞳、高くスッと通った鼻筋などは、どこか貴族的な雰囲気を漂わせている。そんな端正で上品な美しさと相まって、華麗なプレイスタイルはまるでワルツを踊っているようだ。

			「はぃっ」

			　対する涼子がなんとかボールに追いついて打ち返す。二十五歳、新婚二ヶ月の新妻の身体は女子高生かと見違えるほどの健康的な魅力に満ちている。

			　スラリと伸びた太腿は夏美に較べるとほっそりしているが、そのぶん引き締まった筋肉が摘み立ての果実のような新鮮美を感じさせる。

			　十代といっても通用するであろう初々しい美貌に珠のような汗を浮かべ、右へ左へとボールを追う涼子。まるで少女漫画に出てくる『テニスの女王に必死に挑む新入生』といった風情で、見ている者が思わず応援したくなる。

			　そんな風に一見対照的な二人だが、その胸元を飾る果実はどちらも甲乙つけがたい素晴らしい量感を備えていた。

			　夏美は九十のＦカップ。娘の授乳を終えたばかりの乳房は女らしさと母性がミックスされ、テニスウェアを押しのけんばかりの量感を湛えている。

			　涼子は八十八のＤカップで夏美ほどのボリュームはなかったが、モデル並みにスレンダーな身体には十分すぎる宝玉である。完全に熟れるのはもう少し先だろうが、ツンと斜め上を向いた乳丘は芸術品のような流麗なラインを形作っている。

			　コートの周りに集まるギャラリーの目的もそこにあると言っていいだろう。食い入るように目を凝らし、艶姿を網膜に焼きつけようとしている。

			　二人がラケットを振るたびに、合計四個の乳果が勢いよく弾んだ。まるでバネでも仕込んであるかのように伸縮したかと思えば、液体が詰まっているかのように柔らかく揺れる。もちろんスポーツタイプの固定力の強いブラを着けているのだが、美女たちの乳肉はそんな制約をものともせず蠱惑的な上下運動を続け、背中に浮いたブラのホックが今にも弾けてしまいそうなほど。ギャラリーの中には股間を気にして前屈みになる不届き者もいるくらいだ。

			「これならどう？　えいっ！」

			　熱い視線を浴びながら激しいラリーを続けていた二人だが、ついに夏美のスマッシュがサイドラインギリギリを打ち抜いた。

			「はあはあ、うーん、やっぱり夏美さんには全然かなわないですね」

			　涼子は額の汗を拭いながらペロリと舌を出す。そんな乙女チックな仕草も彼女には似合って見える。

			「いいえ、涼子さんだってどんどん上達しているもの。次は負けそうよ」

			　ネットを挟んで握手する二人。その健闘を称えてギャラリーから期せずして拍手が起こった。

			


			「お疲れ様です、倉木さん、鈴原さん」

			　そこに青年が近づきタオルを手渡す。彼は飯いい尾お 充みつるといい、スポーツクラブのアルバイトをしている大学一年生だ。バイトといってもテニスの腕前は県内トップレベル、ナイターの練習のスペースを借りる代償としてコーチを務めている。まだ一年生ということもあって、初々しい少年の面影を残しており、体格は線が細く身長も夏美たちより低い。親の躾も厳しいのだろう、近頃の若者には珍しく礼儀正しくて身なりも至って清楚だ。そんなところがますます年下の美少年めいて母性本能をくすぐるのか、テニスクラブの婦人たちから人気があり、夏美も涼子も好感を抱いていた。

			「倉木さん、サーブの威力がまた増したみたいですね。感心しました」

			　一応コーチらしい感想を述べる飯尾だが、視線をまともに向けられず、眩しそうに瞬きする。

			　倉木夏美と鈴原涼子。二人ともクラブの近くにあるマンション「ノーブル・天あま宮みや」に住んでおり、夫が同じ電機メーカーに勤めていることもあって親交も厚かった。二人は近所でも評判の美人妻で、このクラブやマンションでもマドンナのような扱いであった。そんな風にもてはやされると、なにかと嫉妬めいたことを言いたがる輩も出てきそうなものだが、性格のよさもあって周囲との関係も良好である。

			「ゴクッ」

			　そんな二人の美人妻を前にして、思わず生唾を呑み込む飯尾。

			　乱れた呼吸で激しく上下する双乳。間近で見るとスイカとメロンが深呼吸しているようなすごい迫力だ。しかも果実は二人分、合計四つも並んでいるのだから目のやり場に困るというものだ。そして目を逸らしても、そこから発散される成熟した人妻の汗の甘い匂いは、極上の香水となって青年の鼻をくすぐり、ともすれば若牡の生殖器官を破廉恥な状態にさせかねない。

			　夏美たちに自覚はなくても、運動の後のムンムンと蒸れる人妻の色気は若者を狂わせかねない危険な誘惑フェロモンなのである。

			「そうかしら。あまり実感はないのだけど」

			「いえいえ、本当ですよ。コーチの僕が言うんですから間違いありません」

			「そんなこと言って。飯尾君ったら夏美さんの胸ばかり見ていたんじゃないの」

			　青年をからかう風に、涼子が少しはしゃぎ気味に会話に入ってきた。

			「そ、そんなことないですよ。ぼ、僕はそんな……っ」

			「そんなに慌てて。かえって怪しいわよ」

			　しどろもどろになった青年を見て、二人の美人妻はクスクスと笑いあう。コーチと言っても彼女たちから見ればまだまだ子供であり、こんな風に弄られてしまうのだ。

			「信じてくださいよ、倉木さん。僕は断じてそんな目で見ていませんから」

			「もちろん信じているわよ、飯尾君」

			　優しく微笑みながら夏美はタオルで首筋の汗を拭いた。袖口からほの白い腋の下がちらりと見えて飯尾はますます困惑する。丁寧に処理された腋の下の肌は毛穴も見えず、うっすらピンク色でとても柔らかそう。そのすぐ下には白いブラジャーのサイド部分が見え隠れし、青年の性欲をくすぐってくる。

			　さらに胸筋が持ち上げられて乳房がボリュームを増して見える。大きく柔らかなＦカップがテニスウェアをはち切れんばかりに押し上げ、深い谷間がウェアの襟元にハッキリ浮かび上がる。染み一つない純白の乳肌に挟まれた峡谷は、まさに氷河のクレヴァスのような深さで、思わずそこに吸い込まれそうな錯覚すら覚えた。

			　そしてそこは悩ましく甘酸っぱい芳香の源泉でもある。もしもあそこに鼻を近づけて思いきり息を吸い込んだら……。

			「ほらほら、また夏美さんのほうを見てる」

			「ち、ち、違います。胸なんか見てませんったらっ」

			「あら？　涼子さんは胸なんて言ってませんけど」

			　夏美は青年の顔をのぞき込んでしてやったりと笑う。

			「え、あ……も、もう……見てましたっ！　ごめんなさい！」

			　年上の美女二人にかかっては、掌の上で弄ばれているような状況だった。飯尾は諦めて白旗を揚げた。

			「だって、お二人とも魅力的すぎるんですよ。ほら、今日だってギャラリーが多いと思いませんか？」

			　飯尾がちらりと目線を向けたスタンドには、確かに大勢の男たちが詰めかけており今も夏美たちのほうを見ているのだ。その中にはテニスに無関心そうなガラの悪い人物もいる。

			「ちょっと注意してもらわないといけませんね……そう言えば最近また痴漢が出るという噂がありますから気をつけてください」

			「またなの？」

			「ええ。でも倉木さんなら大丈夫ですね」

			　一月ほど前、女子更衣室に不審者が侵入するという事件があった。偶然男を見つけた夏美は、勇敢にもラケットを振るって撃退したのである。ただ残念なことに、暗くて人相もわからなかったため、犯人は捕まっていない。

			「私、ああいう人たちって許せないのよ」

			　ほんの少しだけ、夏美の声に怒りのトーンが混じった。柔和だった純和風な美貌が僅かに強張り、整えられた柳眉もキリッと吊り上がる。黒目がちの瞳もキラリと輝いて、内に秘めた強さを象徴している。

			「女性の弱さにつけ込むなんて、卑劣な性犯罪者だわ。ああ、もっと思いきり殴ってやればよかった」

			　普段は人当たりもよく争いごとなど好まない夏美だが、痴漢などには強い怒りの感情を露わにする。学生時代から豊かな胸のせいで痴漢被害にたびたびあったことが原因だろう。もっともそのたびに毅然と対応し、決して泣き寝入りすることはなかった。

			　と、痴漢の話になったとき涼子が僅かに表情を曇らせたのを夏美は見逃さなかった。

			「どうかなさったの？」

			「え、ええ……ちょっと……気になることが」

			　溌剌とした様子は影を潜め、憂いを帯びた薄暗い色が美貌を覆っていく。

			「どうも最近おかしな視線を感じるときがあるんです」

			「視線を……またあの痴漢がこの辺りをうろついているのかしら」

			「いえ、ここじゃなくて、マンションの近くなんですけど。誰かに見られているような気がして……夫がいなくなってから特に」

			　抱えたラケットを不安そうに弄りながら涼子が答えた。

			　涼子の夫、鈴原徹とおるは一月前からアメリカへ単身赴任している。まだまだ新婚の熱も冷めない時期に離ればなれの生活を余儀なくされ、寂しさも募るばかりだろう。

			「ストーカーかしら。警察には話したの？　涼子さんさえその気になれば、私も一緒にいくわよ」

			　正義感が強い夏美らしく、強い口調で親友にハッパをかけている。ラケットを強く握り締める姿は、時代劇に出てくる女剣士を彷彿とさせるほど気高く美しい。

			「警察なんて。まだ何も起こってないですし、それに気のせいかもしれませんから」

			　対照的に気弱そうな新妻はとんでもないという風に首を横に振った。マンションは世間の狭い社会空間だ。事を荒げて変な噂が立っては、かえって面倒なことになると思っているのだろう。涼子らしい反応と言えなくもない。

			「そう。でも何かあったら相談して頂戴。涼子さんはまだ新婚だから心細いでしょ。きっと私が力になるから」

			　親友の手を取り、ギュッと握り締める。その表情は先ほどとうって変わった優しさに満ち溢れていた。

			「はい。わかりました。そのときはお願いします」

			　夏美に励まされ、涼子も精一杯の元気で答えた。

			　こうした一本芯の通った精神の高潔さこそが、上品で優美な容姿のみならず、夏美を内側から輝かせる美点なのだろう。

			「夏美さんならまた一発ＫＯですよ」

			「もう、飯尾君ったら。いやだわ、人を野蛮人みたいに」

			　三人はくすくすと笑いあう。青年の機転で空気は明るさを取り戻したようだった。

			


			　それから一時間後、ノーブル・天宮、鈴原涼子の部屋。

			「ン……あ……あぁ……はあぁ……んんっ……ふぅん……アン」

			　カーテンを閉めきった薄暗い寝室に、女の濡れた声が響いている。

			　まだ陽が高く、閑静な高級マンションの昼下がりには不似合いな音色だ。しかもその合間には男の声も聞こえてくる。涼子の夫は単身赴任中のはずなのに、一体どうしたことだろうか。

			「フフフ。もうすっかり私のモノに馴染んだな」

			「フェラも上手くなったじゃねえか、涼子」

			　ダブルベッドの上、四つん這いになった新妻の身体を前後から挟むように二人の男が腰を振っている。

			「んぐ……むふぅっ……あ、あぁ……んくちゅ……ちゅぷぅ……ン」

			　汗に濡れた美貌が毛深い男の股間に埋まり、ほんのり赤く染まった尻丘がやはり男のでっぷり肥えた腹に密着している。クチュクチュと湿った水音が漏れるのは、どちらも男根を迎え入れている証拠だった。

			「もう夫のチンポの感触は忘れたんじゃないかね」

			　深々と人妻の肉壺を抉りながら男がニヤリと嗤った。

			　白い肌が波打ち、汗を滲ませる。無駄な脂肪がほとんどないスレンダーボディはトップモデルのように引き締まり、掲げられた臀丘もプリプリに張りつめてたるみなどまったくない。男と繋がった腰の位置の高さを見れば、いかに手足が長いかを想像できるだろう。そんなスポーティとも言えるボディラインだが、乳房の量感は明らかに平均を上回る豊かさだ。下向きに重力に引かれているが、形のよさは変わらず、美麗な円錐を描いている。先端の乳頭は少女のように小振りながら赤桃色に充血し、敏感そうに尖っていた。

			「あ、あ……はい。三沢さんの…ご主人様のおチンポがイイです。徹さんのおチンポは……ああぁん……もう、忘れました」

			　艶やかなセミロングを揺すりながら、涼子は長い睫毛をしばたかせ、おもねるような視線を肩越しに投げる。勃起を頬張らされる桜色の唇にはうっすらと笑みすら浮かんでいる。

			　テニスコートで見せた清純そうな表情とはうって変わって、牡に媚びる娼婦のような淫蕩な表情だ。二対一の変質的なセックスでありながら嫌がる様子はなく、むしろ楽しんでいるように見える。貞淑な新妻にはあるまじき痴態だった。

			「そうだろう。涼子はもう私のチンポなしじゃ生きられない身体になったんだ」

			　三沢と呼ばれた背後の男が満足そうに嗤う。

			　年齢は四十歳。額が広くなり始めているが、目つきは鋭く全身に漲る精気は二十代の若造など歯牙にもかけないほど充実している。腹回りは典型的な酒太りだが、威風堂々とした貫禄があるという見方もできた。

			「初めの頃はしゃぶり方も知らなかったのによ、別人みたいだぜ」

			　唇を犯しているのは痩せた蛇のような男だ。鋭い眼光や無精髭の頬に刻まれた傷痕など、ただ者ではない雰囲気だ。浅黒い影のような体躯から突き出た剛棒は逞しく、よく使い込まれた鉛色をしている。

			　その長大な肉刀を涼子は嬉しそうに頬張り、甘く鼻を鳴らしながら喉奥深くまでディープスロートで迎え入れる。夫には一度もしたことがなかったというのに。

			「んちゅ……むふっ……佐さ藤とうさんのおチンポも素敵レす……くちゅン」

			「くう……すげえ舌使いだ。たまらねえ」

			　巧みな舌技に佐藤は腰をブルブル震わせる。精を解き放ちたい欲求と、もっと新妻の感触を楽しんでいたいという欲求が陰茎の中でぶつかり合っているのだろう。こめかみに汗を浮かべ、暴発を必死に抑えている。猛禽類を思わせる細く長い指を乳肉に食い込ませ、ずっしりくる重さを堪能し尽くす。

			「んぐっ……むぅ……あふぅ……んっ……あむっ……むふぅんっ！」

			　前後から激しく貫かれ、涼子は悩ましい牝声を喉奥にくぐもらせた。小鼻をいやらしく膨らませ呼吸もままならない。しかしグラグラ揺さぶられる美貌は夢見るような表情を浮かべ、腰もクネクネと揺れながら過激なピストンをしっかり受け止めていた。垂れ下がったＤカップが重そうに前後に揺れ、剛棒をくわえ込まされた媚肉から夥しい愛液が溢れ出て太腿を濡らしていく。

			「ところで夏美はどんな様子だった？」

			「ンあ……ああ……私が……怪しい視線を……あふぅ……感じると言ったら……はあぁ……夏美さんはとても……し、心配してくださいました……あ、ああぁん」

			　ズンズンと子宮を突き上げられながら涼子は譫うわ言ごとのように答える。テニスクラブでの言動はすべて三沢の指示だったのだが、それが意味するところを涼子は知らない。

			「予想通りだな。相変わらず正義感の強いお嬢さんだ」

			　三沢は凶暴な笑みを浮かべてピストンを加速させていく。夏美のことを思うだけで全身の血が熱く滾り、ペニスが鋼のように反り返るのだ。

			「ン……あ、ああ……ひゃうん……な、夏美さんに……はあぁん……何をされるつもりなんですか……あぁうっ……ま、まさか……」

			「もうわかっているだろう。夏美を涼子と同じセックス奴隷に堕とす。そのために涼子にも頑張ってもらわないとな」

			　当然とばかり宣言されて、涼子はヒッと息を呑んだ。いくら奴隷に堕ちた身とはいえ、夏美は大切な親友である。それを貶めるなどできるわけがない。

			「そんなひどいこと……ああ……他のことなら何でもします……ンあぁ……だから夏美さんには……手を出さないでください」

			「心にもないことを言うな。涼子だって、見てみたいんだろう？　倉木夏美が奴隷に堕ち、いろんな男に犯され淫乱にヨガリ狂う姿をな」

			　佐藤が囁きながら新妻の唇に剛棒をねじ込んできた。

			「んぐぅ……むぅ……あ、あぁ……夏美さんが……はぁむ……奴隷に……んちゅっ」

			　そう呟いた瞬間、涼子の胸の奥で、何か黒い塊がドロリと蠢いた。いつも華麗で美しく、テニスでも勝ったことがない夏美。彼女に対しては涼子の中に信仰めいた憧憬があった。その偶像を破壊したいという願望が突如雷のように涼子の身体を貫く。脳内に溢れる白光の向こう、男たちに犯される夏美の無惨な姿が浮かび上がった。

			「どうだ。奥さん、その気になってきたかな」

			「あ、あぁむ……むぅ……うっ……くちゅぱ……はううぅん」

			　ハッキリ否定も肯定もできず、涼子は昂奮した様子で腰を振り、男根に舌を絡ませていく。得体の知れない魔物に取り憑かれたように、身体中がかつてない官能の炎に包まれていく。子宮中はグツグツと煮えたぎり、そこに食い込んでくる三沢のペニスが、淫らの灯を揺らすのがたまらなく心地よい。

			「ハッキリ約束するんだ。さもないと」

			　女の泣き所を知り尽くしている三沢が、絶妙のタイミングで勃起を後退させていく。

			「あ、ああぁ！　そんなぁ……っ！」

			　身悶えるほどの切なさに眉をギュッとたわめ、涼子は哀訴の声をこぼしてしまう。しかし願いも虚しく肉棒はヌルンッと引き抜かれ、股ぐらに生まれた真空に涼子はギリギリと歯を食いしばった。とろけた膣孔が物欲しげにピクピク蠢き、浅ましい牝蜜を溢れさせていく。

			「涼子はチンポのためならなんでもする淫売、毒婦なんだよ」

			「い……淫売……私が……んぁ……ど、毒婦……」

			　佐藤の言葉が鼓膜を、脳を、いや魂までも揺さぶる。男たちが言う姿こそが本当の自分であり、これまでの貞淑な新妻の自分はまがい物だった気がしてくる。最後まで残っていた価値観がガラガラと崩れ去り、かつてない高揚感に全身が包まれた。

			「あ、あ……ご主人様……涼子は淫売です……はぁぁ……おチンポのためならなんでもする……ああ……毒婦ですぅ……ハアハア……あぁん」

			　認めてしまった瞬間、自分の中で新しい何かが目覚める。その予感に戦慄し、うなじがゾクリと鳥肌立つ。

			「はあぁン……涼子は……夏美さんを……いえ……な、夏美を奴隷に堕とすため……悦んで協力……致します……ああ……だから、はやく……はぁはぁん……はやく……おチンポくださいぃ」

			　悪魔に魂を売り渡す契約を交わし、涼子は腰をクネクネ振っておねだりをする。本当に別人に生まれ変わったような豹変ぶりだった。

			「フフフ。素直な奥さんには、とびきりのご褒美だ」

			　勃起を根本まで埋め込んで結合を深め、新妻の腰を抱き上げる。そのまま身体を引き起こし、後背座位へと移行する。

			「こ、こんな……深いぃ……うぅぅああぁぁンッ」

			　男の胡座の上にＭ字開脚で跨がされ、結合が一層深まった。直下から肉の杭に突き上げられた子宮が悲鳴を上げる。

			「ああ……この格好……だめぇ……んぅ……おかしくなっちゃうぅ……はあぁぁん」

			　女性上位は子宮口を刺激しやすい体位であり、ポルチオ性感も発達している涼子にとっては、最も感じやすい体位の一つだ。しかも乳房も結合部も丸見えになり、正面からは佐藤が視姦を浴びせて新妻奴隷を悩乱させるのだ。

			　そのとき唐突に携帯の呼び出し音が鳴り響いた。涼子の鞄から聞こえてくる呼び出し音はなかなか切れず、しつこく鳴り続けた。

			「ちっ。興ざめだぜ」

			　携帯を切ろうとする佐藤だが、なぜか三沢が止めた。何を思いついたのか、鳴り続ける携帯を佐藤から受け取り涼子の耳元に持っていく。

			「なるべく長く話すんだぞ」

			　そう言って通話状態にした。この状態で会話させるつもりなのだ。

			『もしもし……もしもし……鈴原さん？』

			　携帯から聞こえてくる声に聞き覚えがあり、涼子はドキリとする。緊張が伝わった膣肉が思わず男根をギュウッと締めつけた。

			「は、はい……あぅ……す、鈴原……です……っ」

			『涼子さん？　私、倉木です』

			　慌てて返事をした涼子に返ってきたのは親友の夏美の声だった。太陽のように朗らかで聞く者の心を癒やす、美しい旋律のような声。しかし今の涼子にとっては癒やし効果はあり得ない。まさか凌辱計画のターゲット本人から電話がかかってこようとは。

			「な、夏美さん……先ほどは……どうも……」

			　なんとか平静を装って無難な返事をする涼子だが、緊張で心臓が爆発してしまいそうだ。その会話を聞いた三沢はピクリと片眉を吊り上げた。

			「ほほう……彼女からとは……これは面白いことになってきたな」

			　思わぬ展開にほくそ笑む。この状況を利用しようと頭を猛回転させる。

			『大丈夫なの？　声が震えているわ』

			　勘がいい夏美らしく、早くも涼子の異常を感じ取ったみたいだ。その声を盗み聞きしながら、三沢は尖ったニップルをピンピンと指で弾いた。

			「ああ……だ、大丈夫……です。なんともありませんから……ヒッ！」

			　必死に悲鳴を呑み込みながら会話を続ける涼子。話していると目の前に夏美がいて、すべてを見られているような錯覚に襲われ動悸が狂ったように速くなる。体温が上昇する一方で、冷たい汗が背筋に浮いて、スッと流れ落ちていく。

			「私は不倫セックスで忙しいのよって言ってやれよ」

			　佐藤が意地悪くヒソヒソと囃し立て、羞恥を煽ってくる。それに合わせて三沢も、膣洞をめくり返すように荒々しい律動をズンズンと送り込んだ。

			「ンああぁ〜〜〜ンっ」

			　垂直に衝撃が走り抜け、瞼の裏に星が散る。こらえきれず生々しい声が噴きこぼれ、涼子は慌てて唇を噛み締めた。

			「ああ……ご主人様……も、もうこんな恥ずかしいことはやめてください」

			　白い肩をうねらせ、潤んだ瞳で中止を求める涼子。夏美に聞かれないように声を殺すのに必死である。しかしその仕草は拗ねているような、どこか蠱惑的な空気が漂う。

			「心にもないことを言うな。本当は見せつけたいんだろう」

			　三沢はまったく意に介さず、Ｄカップを揉みしだき、乳房の重量感を楽しんでいる。

			「腰を振りながらそんなこと言っても説得力ゼロだぜ」

			　キュッとクリトリスを摘まれ、甘い声が鼻から抜ける。悲鳴を噛み殺した白い歯が唇からのぞくのがセクシーだ。

			（こ、これ以上は……だめぇ……）

			　男たちの言う通りだった。ばれてしまったらというスリルが蜜肉を燃え上がらせ、大股開きの股間はさっきから「の」の字を描くローリングを楽しんでいる。愛液の量も増えているのか、はしたない水音も派手に響いていた。

			『涼子さん……？　ど、どなたかいらっしゃるの……？』

			　夏美の声が明らかに探るような色を帯びた。人妻である夏美が、『それ』がどういうときに出る声か、気づいたとしても不思議ではない。

			「え……あ……あの……」

			　的確すぎる質問を受けて、涼子は声を失う。

			（ば、ばれてしまったの？）

			　氷のナイフを心臓に突き立てられたようなショックで頭の中が真っ白になり、思考が停止する。しかしその直後、心臓はドクンッと大きく拍動し、沸騰した血液を全身に送り始めた。

			（ああ……熱い……からだが……熱いわ……）

			　こみ上げてくる未知の衝動でうなじが粟立つ。魂が肉体から解き放たれるような飛翔感に包まれながら、涼子は三沢に囁かれた台詞を口にした。

			「な、夏美さん……今からヒントを出しますから……あ、当ててみて……」

			『え……ど、どういうことなの？』

			　夏美が困惑した声で聞き返すのを、面白そうに聞きながら、三沢が下品な笑みを浮かべた顔を新妻に近づけていく。狙うのは甘く激しい息を吐き続ける朱色の唇。

			　顔の接近を感じても涼子はほとんど抵抗せず、三沢はねちっこい口づけで若妻の唇をたっぷりと味わっていく。

			「ン……ムゥンン……」

			　熱く湿った舌肉がヌルヌルと口腔を掻き混ぜ、ヤニ臭い唾液を流し込んでくる。まるで毒蛭ひるに唇を犯されているようだ。

			（ああ……キスだけでも……全然違う……）

			　新婚時代、夫とのキスは涼子にとって愛情表現そのもの、純愛の象徴のようなモノだった。だが三沢のそれはまったく逆だ。舌と舌を螺旋に絡ませ、男と女の唾液を混ぜあう。あるときはそれを飲まされ、またあるときは逆に啜り飲まれる。まさに肉欲剥き出しの貪り食うような口づけであった。

			「ン……あ……くちゅ……ムフン……」

			　そんな獣じみたキスにすら、涼子は骨までとろけるような恍惚を感じていた。喉の奥や顎の裏や舌先から、ピリピリと快美なざわめきが脳に送り込まれてくる。

			　乳房や秘奥への責めと相まって、涼子の意識は溶かされ、鼻も甘く鳴ってしまう。そんな淫らな声がすべて夏美に聞かれていると思うと、スリルとともにゾクゾクと得体の知れない情感が背中をくすぐってくる。

			（すごい……この痺れる感じ……夏美さんは知らないのね……）

			　優越感すら感じながら、ムフンムフンとわざと夏美に聞こえるように鼻を鳴らし濃厚なディープキスを繰り返した。

			『涼子さん、涼子さんッ？』

			「あふっ……夏美さん。ふ、二つ目のヒントです。よく……聞いていてくださいね……ああぁン」

			「へへへ、調子が出てきたな」

			　近づいてきた佐藤がセミロングを鷲づかみにし、勃起を唇に押し当てる。

			「むうう……っ」

			　心では嫌悪しつつも、キスでとろけてしまった唇は抵抗できなかった。力の入らない顎を割り裂かれ、猛った肉棒を喉奥にまで突き立てられてしまう。

			「んんぅっ……じゅぼっ……ちゅぷっ……あぅん……っ」

			　キスのときよりも淫靡で生々しい音が漏れる。親友の夏美に他人のペニスをしゃぶっている音を聞かれていると思うと、恥ずかしさで頭が変になりそうだった。

			「もっと舌を使うんだ。奥さんが大好きな不倫チンポだぜ」

			「んむむぅぅううっ！　ンン……ン、ンフゥゥッ」

			　敏感な乳首をクイクイと引っ張られ、囁かれるままに涼子は灼熱の亀頭に舌を絡ませていく。カリの裏や鈴口を丁寧に舐めた後、濃厚な粘着音を漏らしながら根本近くまで呑み込んでいった。普段以上に熱のこもった奉仕姿は、涼子の昂奮を現している。

			　上品なしなりのある舌が男の急所を次々に捉え、羽毛の肌触りでくすぐってくる。円環状に窄まった朱唇が胴部をきゅっきゅっとしごき上げる。唾液をまぶされたどす黒い勃起ペニスがぬらぬらと不気味に輝き始め、端正な美貌とのギャップが男の嗜虐心を誘った。

			（ああ……私が……徹さん以外のオチンチンをしゃぶっているなんて……ばれたら……夏美さんに知られたら……）

			　心では狂おしいまでに煩悶しながらも、唇も舌も男根から離れようとしない。むしろ積極性を増しながら、チュパチュパと粘つく淫音を奏でていく。紅潮した美貌が前後に揺れて、艶やかな黒髪がサラサラと流れた。その合間に垣間見える瞳は情欲にとろけた淫婦の視線だ。

			『り、涼子さん……一体……なにを……』

			　電話の向こうで夏美が動揺しているのがわかる。状況や会話から、涼子がさせられていることをある程度把握できているはずだ。それでも日頃の清楚な若妻の姿をよく知る夏美には、受け入れがたいことなのだろう。

			『お、お身体の調子が悪いのね……またかけ直します……』

			　無理矢理自分を納得させるようなことを言って、夏美は電話を切ろうとする。

			「はあぅ……待って、夏美さん……もう少し……き、聞いてください……三つ目のぉ……ああ……ヒントです」

			　そうはさせまいと涼子に会話を続けさせ、三沢は携帯を新妻との結合部分へ近づけていく。それと同時に腰の動きも強めていった。

			（ああ、そんな……そんなところまで……）

			　三沢の意図を知って涼子の中に再びスリリングな愉悦が駆け抜ける。男女の交わり、しかも夫以外の男との背徳セックスの証拠を聞かせるつもりなのだ。

			　クチュックチュッと牡と牝の粘膜の擦れ合う音が響く。それは当然携帯を通して夏美の耳に届いているはずだ。

			（ひっ……あっ……そんなことされたら……ああ……感じちゃう……ぁはぅんっ！）

			　あまりの恥ずかしさに涼子の身体は縮み上がり、それが極上の締めつけとなって三沢を歓喜させた。

			「聞かれているぞ。奥さんのオマ○コがチンポをうまそうにくわえている音が」

			　ズブッズブッとリズミカルな音を刻み続ける中年男。

			　濡れた粘膜が擦れ合う音、濃厚に糸を引く本気汁が攪拌されて泡立つ音、汗ばんだ肌と肌がぶつかり合う音、ベッドスプリングが軋む音。それらすべてを倉木夏美が聞いているのだと思うと、三沢の中で凶暴な情念が竜巻のように荒れ狂う。

			「いつか夏美も……こんな風に犯してやるぞ」

			　もっと荒々しく責めたい気持ちをグッとこらえて、あえて一定の周期を規則正しく繰り返す。そうすればどれほどの長さのモノが、どれくらいの穴の中に、どれくらいの周期で出入りしているのか……電話の相手にも推測しやすいはずだ。

			『り……涼子……さん……』

			　かける声すら失った様子の夏美。震える声、合間に聞こえてくる呼吸から、夏美が極度の緊張を感じているのがわかった。つまり───。

			（ああ……バレてるのね……私が……徹さん以外の男の人といやらしいことをしているって……ああ……私、もう……おしまいだわ）

			　そう思った瞬間、聖域が夏美にのぞかれているかのようにカアッと熱くなり、涼子の中で何かがプツンと切れた。堕ちるところまで堕ちてしまったという絶望感が、被虐の悦びへと転化されていく。

			（もう……もう涼子は、どうなってもいいの……）

			　捨て鉢な気分と妖しい昂奮に突き動かされ、涼子は自ら積極的に腰を使い出す。三沢の垂直突き上げに対して、捻るような円運動で応えると、複雑に刺激される媚粘膜に痺れるような快感が湧き起こった。快感でさらに蜜が湧き、さっきよりも大きく派手な音を立てまくった。その音を夏美に聞かれていると思うだけで異常な愉悦が身体の中心を蝕んでいく。そしてもっと恥ずかしい目に遭いたいという狂った欲求がこみ上げてくるのだ。

			「教えてやったらどうかね？　今奥さんが何をしているのか」

			　涼子の心を見抜いたように、三沢が囁く。それは破滅願望に取り憑かれつつある新妻にとって、とても甘美な誘惑だった。

			「ああ……」

			　自分の恥ずかしい噂がマンション中に知れ渡ってしまう。そうなればきっと愛する夫にも捨てられてしまうだろう。そして寄よる辺べない自分は、このハイエナのような男たちに骨まで貪り食われてしまうのだ。

			　そんなおぞましい未来を脳裏に浮かべると、心臓が凍りつくような恐怖とともに、破滅的な幸福感を子宮の奥に感じてしまう涼子だった。激しく腰がうねり出し、膣肉は妖しく蠢いて三沢をもっと奥へ呑み込もうとする。精を欲しがる子宮口は位置を下げて、亀頭と熱烈なキスを繰り返していく。

			『涼子さん、しっかりして。どうなさったの？』

			　慌てた夏美の声が叱責するように耳に届くたび、自分がいけないことをしているんだと実感させられ、ヒリヒリと背中が戦慄く。

			（夏美さん、もっと叱って……涼子はいけない女なんです……そして……いつか……夏美さんも……私みたいに……）

			　ＳとＭの快感に浸食された美貌が淫蕩な笑みを浮かべ、ペロリと舐めた唇を開く。

			「ああ……夏美さん……涼子は……今……お、男の人と……一緒なの……ぁうっ……私の部屋に……二人もいらっしゃるのよ」

			　混乱したまま、涼子は三沢に囁かれた台詞をそのまま口にしてしまう。

			「み、みなさんで、涼子を……可愛がってくださって……とても気持ちがいいの」

			　破廉恥な言葉に酔ったように喋り続ける。自分の言葉がひょっとしたら結婚生活を破滅に導くかもしれないことも昂奮に輪をかける。

			『り、涼子さん……な、何をおっしゃっているの……』

			　衝撃的な内容を告げられ夏美は完全に混乱している。親友の様子や言葉の内容を頭の中で整理し、こちらの状況を把握しようとしているのだが、導かれる答えを受け入れられないのだろう。明らかな動揺が携帯から伝わってくる。

			「ヒヒヒ、ハッキリ言ってやれよ、奥さん」

			　佐藤が初々しい胸の谷間に男根を挟むと、三沢が阿吽の呼吸で背後から乳房をつかんだ。左右から中央に寄せられた乳肉が灼熱の勃起に隙間なく密着すると、淫らな熱気が杭のように胸に突き刺さり、張りつめた乳腺全体が歓喜にざわめく。

			「あ、ああ……胸はだめぇ……」

			　抵抗を忘れた新妻の舌は、奴隷の従順さで野太い勃起に奉仕を始めた。先端に滲む先走りの露をアイスクリームを舐めるように舌先にすくい取り、牡の塩苦い味に喉まで発情させられる。

			「自分がどれだけ淫らな女か教えてやるんだ」

			　三沢もペースを上げ、乳肉を搾りながら子宮口をこね回す。パイズリ奉仕を続けながら「ヒイッ」とおとがいを突き上げて涼子は白い喉を反らせた。肉棒で躾けられる涼子は、まさに調教師に御される牝馬だった。男たちの思うがままに操られ、親友に向かって決定的な一言を告げてしまう。

			「涼子はぁ……ウフン……セ、セ……セックスしているのッ……二人の男の人に……クチュ……お口とオッパイと……アフッ……オ、オマ○コを……同時に可愛がられて……あぅン……ふ、不倫セックスを楽しんでいるのぉッ……ンああ……も、もちろん……な、生ではめてもらっているわ……ああ……き、気持ちいいッ」

			　理性の壁が崩れ、堰を切ったように淫語が溢れ出す。もはや瞳は光を失い、緩んだ唇の端から涎まで垂れている。普段の清楚な若妻の面影は微塵も残っていない。

			　がに股の腰をカクカクと振り立てて男根をしごき、こぼれ落ちそうな乳肉で胸の合間のペニスにも奉仕する。深々と勃起を根本まで呑み込んだ美貌は、男の下腹に頬をすり寄せ、熱い吐息をそよがせた。

			（こんな……こんなに気持ちいいことが……あったなんて……）

			　普通の生活をしていたならば絶対に味わうことのできなかった麻薬のような快楽。夫が与えてくれなかった肉の悦び。これほどの快楽を知らずにいる夏美が哀れに思えた。そしてこれからこの悦びを心の底まで味わい続けることができるのだと思うと、凌辱者たちに感謝したいくらいである。

			「くう、すげえ。オッパイと唇が吸いついてきやがる」

			　新妻の壮艶な色香が伝播し、男たちも昂奮の渦へ呑み込まれていく。男根に密着する肌という肌、粘膜という粘膜が、すべて男に奉仕するためだけに創られたのではないかと思うほどいやらしくさざめく。さすがの三沢も脂汗を滲ませ、射精を我慢するのがやっとという状態だ。

			「出してやるぞ、全部飲み込め」

			　唇を犯していた佐藤が先に限界を迎えた。剛棒を奥深く衝き入れ、尿道を駈け上がる灼熱感に恍惚となる。

			「んぐっ、んぐぐっ！」

			　ドプッドプッと大量に注がれる獣液を涼子は喉を鳴らして呑み下していく。量は夫を遙かに上回り、牡としての性能の違いを教え込まれた。生臭い匂いも強烈で、鼻腔にこびりついたまま一生離れないのではないかと思うほど。

			（すごい……徹さんとは全然違う……コレが本当の……『男』なんだわ）

			　夫のモノではない粘液が、熱く重く胸の奥に伝い落ちていく。そしてそのことに全身汗ばむほど昂奮しているという事実が堕落を実感させ、マゾの悦びを刺激してくる。呑みきれない白濁が溢れ出し、双乳が男の精でべっとりコーティングされてしまった。

			「あ、ああぁっ！　夏美さん……精液……とっても美味しいわ……はあぁうんっ！」

			　突き抜ける乳悦に美貌が天井を向くほど仰け反り、突き出された舌先がピクピク痙攣した。もうすべて知られても構わないと思った。むしろ知って欲しい。

			「オオッ、奥さんの中にたっぷり出してやるッ」

			　追い打ちをかけるように三沢の肉棒が、最奥の子宮口にドスンと突き立てられる。その直後、灼熱の牡精が火山の噴火のように新妻の胎内でドビュッと噴出した。

			「あ、ああ─────────ッ」
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			　声を聞かれていることも忘れ、涼子は媚獣の咆哮を迸らせてしまう。子宮を灼やかれる熱さに耐えかねて一瞬腰が跳ね上がるが、三沢はそれを押さえつけ改めて根本まで男根をズブリとぶち込む。そしてとても中年とは思えない精力を発揮して、次々に精液を送り込むのだ。夫とのセックスでは「まだ子供はいらない」とコンドームを使用していたため、膣内射精は三沢の独壇場になっていた。

			「中に……入って……くる……中出しされてるぅ……あ、あの人にも出されてないのにぃ……はあぅっ……ラめ……もうラめぇっ」

			　子宮内の粘膜に精液がべっとりと塗りつけられるのを感じ取り、背徳の快楽が爆発する。腹の底から立ち上った炎の舌が、背骨を舐め上がりうなじを焦がして脳幹を焼き尽くす。

			「ンあああぁぁっ……夏美さん……イクッ……涼子……イっちゃうぅぅっ！」

			　派手なヨガリ声を振りまいて、新妻の裸身が捩れるように強張った。白い歯を砕かんばかりに噛み締めて美貌が引きつり、今いま際わの痙攣に襲われる括約筋が男根を搾るように締めつける。尿道に残っていた精液がドッと子宮に浴びせられ、精神はさらなる高みに飛翔した。

			「きゃぁうん！　ま、まだ出てる……ンああぁっ！　熱いのが……入ってくるの……ああ……たまんないぃッ！　ああああっ！　また……くるぅ……きちゃうぅッ！」

			　ギクンと仰け反ると同時に結合部から銀泉がプシャアァァッと迸った。夫も知らない潮吹き姿を凌辱者に晒しながら、奴隷妻の意識は白い闇に呑み込まれていった。

			


			　脱力した若妻の身体をおろして三沢は携帯を切った。

			「涼子の調教は完了ですね。そろそろデビューさせても大丈夫じゃないですかね」

			　冷えた缶ビールを喉に流し込みながら佐藤が嗤う。佐藤は人妻専用の秘密クラブを運営しており、これまでも多くの女たちを罠にかけてきた熟練の色事師である。今回新たな獲物を狙って三沢に協力しているのだ。

			「いや。涼子はただの前菜にすぎんよ」

			　三沢はまったく満足していない様子で紫煙を吐き出した。

			「やっぱり……もう一人のほうも狙うんですか。倉木夏美とかいう……」

			「当然だ。彼女こそが本命だからな」

			「ふむ。しばらく観察していましたが、ああいうタイプは気が強くて難しい。失敗すれば人生を棒に振ることになりますよ。少々リスクが高くありませんかね」

			「リスクは覚悟の上。虎穴に入らずんば虎児を得ずが、私のビジネスのモットーだよ」

			　佐藤の心配をよそに、三沢はまったく動じる様子もない。

			　三沢は涼子や夏美の夫が勤める会社の管理職であり、直接の上司だ。薄い頭や三段腹など見た目は冴えないが仕事はきれる。いまだに未婚だが将来も出世が確実視され、社会的にも地位のある男がなぜ、部下の妻を襲うなどという暴挙に出たのだろうか。佐藤は釈然としない様子でビールを舐めている。

			「私に人妻のよさを教えてくれたのは君だ。師匠がビビってどうする。それに金は払っただろう。いまさら後戻りはできんぞ」

			　残りのタバコを一気に吸ってプハァッと大量の煙を吐き出した。ギラリと光った眼光には、狙った獲物は逃がさない執念が垣間見えた。

			「さすが三沢さんだ。そこまでの覚悟があるなら、もう迷う必要はありませんよ」

			「うむ、プロジェクトを次の段階に進めよう」

			　すでに回復した絶倫の勃起を揺らしながら三沢は立ち上がる。ベッドに横たわる美しい生贄を見つめながらも、その視線は究極の獲物の幻影を追い続けていた。

			「倉木夏美……待っていろよ、フフフ」

			　不気味な笑みを浮かべて二匹に野獣は嗤いあった。

		

	

			第二章　囚われた牝豹

			


			「どうかしたのかい。浮かない顔をして」

			　夫の誠せい司じから呼びかけられて、夏美はハッとしたように長い睫毛をしばたかせた。無意識のうちに動かしたスプーンで、デザートのプリンはトロトロに溶けていた。

			「いえ、な、なんでもないわ」

			「そう？　なんだか考え事をしているみたいだったけど」

			　怪訝そうな顔をする誠司。夏美がＯＬだったときに知り合い、結婚して五年になる。優秀なシステムエンジニアで少々真面目すぎる部分もあるが、そんな不器用さも含めて夏美は愛している。夫も多忙な中にも家庭を大切にしてくれ、夏美や娘にも深い愛情を注いでくれた。

			「大丈夫よ。心配しないで、あなた」

			　気丈に微笑んでみせる夏美。しかし頭の中には昨日の涼子の電話のことが錆のようにこびりついていた。携帯の向こうから聞こえてきた生々しい息遣い、何かを掻き混ぜるような水音、粘膜と粘膜を擦り合わせるような音。思い出しただけで顔が火照ってくるような破廉恥な重奏だった。

			　その直後『今のは冗談です。からかってごめんなさい』とメールが届いたが、それ以降こちらから何度電話しても連絡が取れなかった。大人しい涼子がそんなタチの悪い悪戯をするとも思えず、夏美は懊悩する。だとすればアレは本当にあったことなのだろうか。

			（でも……涼子さんが不倫を……？　しかも複数の男たちを相手に……？）

			　それもまたあり得ない話だった。少なくとも夏美の知っている鈴原涼子は、貞淑で真摯に夫を愛する今時珍しいほどの良妻だ。そんな涼子が浮気などするわけがない。

			（……まさか……無理矢理……）

			「夏美」

			「は、はいっ」

			　思わず声が裏返る。そんな妻の様子を訝しんでいた誠司だったが、話題を変えようと思ったのか、「そうそう」と思い出したように切り出した。

			「明日から香港に出張に行くことになった。一週間分、準備を頼むよ」

			「明日から……急なお話なのね」

			「まったくだよ。うちの部長にも困ったもんだ。君も知っているだろ、三沢部長は強引だから」

			「え……ええ」

			　その名前を聞いて夏美は表情を僅かに曇らせたが、夫は気づいていない。

			「あんな人でも仕事はスゴイからな。まあ、サラリーマンの辛いところさ」

			　肩を窄めるようにして苦笑し、誠司は妻に軽く口づけする。夫の優しい手が肩を撫で、太腿を滑ってくる。夫は至ってノーマルで、決して強引ではなく、妻が嫌がることは絶対にしない。もちろん夏美もそれで十分満足していた。セックスは子を作り愛情を深めるための愛情行為であり、過剰な快楽を貪るようなことは必要ないと思っている。

			「あなた……」

			　細やかな指使いから夫の愛情が直じかに伝わってきて、軽く撫でられているだけで夏美は身体の芯が火照り出すのを感じた。それは夏美の感受性の豊かさでもあり、夫への愛の深さでもある。

			「アン……ダメよ。ヒカルが起きちゃうわ」

			「大丈夫さ。よく眠っているよ」

			　しばしの別れを惜しむように誠司は身体を密着させ、情熱的にキスを繰り返した。胸に回した手が妻の柔らかな感触を覚えようとする。普段ならそのまま甘い雰囲気になるところだが、親友のことで頭がいっぱいの夏美は、口づけを受けつつも物憂げな表情のままだ。

			（どうしてこんなに胸騒ぎがするのかしら……）

			　久しぶりに三沢の名前を聞いたことも奇妙な不快感の一因かもしれない。

			　しかしその二つが結びつくことになろうとは、夏美も思いもよらないことだった。

			


			　翌日。誠司を送り出した後、娘のヒカルに食事を与えていた。スクスクと健康に育った愛娘は与えた離乳食をペロリと平らげた後も、じっと黒目がちのつぶらな瞳で母親の顔を見つめている。

			「あら、どうしたの。ヒカルちゃん」

			　小さな紅葉のような手が、母の胸を盛んに撫で回す。

			　一歳半になり普通の食事も十分に摂れるのだが、まだまだ母乳が欲しいのだろう。小さな花びらのような唇をモニュモニュと開いたり閉じたりさせる仕草が、胸が切なくなるほど母性を刺激してくる。

			「ウフフ。甘えん坊さんね」

			　優しく微笑みながらブラウスの胸をはだける。まろび出た白い豊乳は、つきたての餅のような柔らかさとキメの細かさだ。もともと大きめのサイズだったが娘を産んでからさらに量感を増したようで、サイズは九十センチ、カップに至ってはＦカップである。その見た目に恥じない母乳の生産能力は最盛期には一日あたり一リットルを超えていただろう。

			　今はさすがに出なくなっていたが、頬張るだけでも娘が安心するので夏美はスキンシップもかねて授乳のマネをよくしていた。それに夏美自身、乳房を吸われることが嫌いではない。夫もよくそこを唇で愛撫してくれるが、きつく吸われたときの母性を揺り動かされるような感覚は、女に生まれた幸福を実感させてくれるのだ。

			「アン……少し張っている……みたい……」

			　乳首を娘に含ませつつ少し心配そうに呟く。

			　赤ちゃんが乳首を吸う刺激は母乳生産の重要な要因だ。もともと平均を遙かに超える母乳生産能力を秘めた巨乳である。こんなことをしていては再び母乳が出るようになってしまうかもしれない。

			　そのとき携帯が鳴り、メールの着信を告げる。意外にも発信者は鈴原涼子だった。

			「涼子さん!?」

			　文面は極めてシンプルで、本当のことを話したいので一時間後に部屋に来て欲しいという内容だった。

			「とにかく会って話してみないと……もし事件に巻き込まれているのなら、私がきっとなんとかしてあげるわ」

			　夏美は決意を固め、切れ長の二重の瞳をキラリと輝かせる。

			


			　そして一時間後─────。

			「いらっしゃい、夏美さん。お待ちしてました」

			　訪問した夏美を迎える涼子の様子は朗らかでいつもと変わらない。身体にフィットするオレンジのサマーセーターは、スレンダーなラインと豊満な胸元の両方を際立たせ、黒のタイトミニから突き出ているのは悩ましい生脚である。ちょっとセクシーすぎる感じもしたが、抜群のスタイルを誇る新妻は完璧に着こなしていた。

			「いいお茶が入ったんです。上がってください」

			　トラブルどころか屈託なく微笑む涼子に、意気込んでいた夏美はすっかり拍子抜けしてしまった。ヒカルを抱いてきてしまったが、特に問題はなさそうだ。

			「おじゃまします……」

			　リビングに通された夏美はソファに腰を下ろす。正面には涼子が座り、お茶のポットにお湯を注いでいる。紅茶の甘い芳香が部屋に広がっていく。

			「イギリス直輸入の完全無農薬なんです。やっぱり本場って感じがしますよね。こっちのクッキーは私が焼いたんですよ。お口に合えばいいですけど……」

			「涼子さん」

			　一方的な会話を断ち切るように、少し重い口調で夏美が口を開いた。

			「メールや昨日の電話は……アレはどういうことなの……？」

			　回りくどいことが嫌いな夏美らしい率直さで、いきなり問題の核心を突く。涼子は言葉を探すようにしばらく沈黙。やがて────。

			「夏美さん……私……」

			　うっすらと新妻の頬が赤く染まる。呼吸も少し速くなっているようで、声が上擦っていた。それが緊張なのか昂奮なのか羞恥なのか、夏美には判断がつかない。

			「私…………不倫をしているんです……」

			　やや濃いめのルージュを光らせる唇が、湿った吐息とともに驚愕の言葉を紡ぎ出す。あまりにも事も無げに話す親友の様子に、夏美は自分の耳を疑った。

			「う、嘘でしょう……あなたには……立派な旦那さんがいらっしゃるじゃない……それは今は単身赴任だけど……」

			「夏美さん、信じてくれないんですか。じゃあ……」

			　妖艶な微笑みを浮かべた涼子は濃いオレンジのサマーセーターを捲り始めた。引き締まった腹筋の形のいいお臍がすぐに露わになる。

			「ち、ちょっと……涼子さん!?」

			　夏美が狼狽えている間にも露出範囲は見る見る拡大され、うっすら肋あばらを透かせるみぞおちに続いて、豊満な乳房の裾野までもが見えてくる。どうやらブラも着けていないらしい。

			「ああ、夏美さん……ちゃんと……見てください」

			　首筋まで赤くなりながら、涼子はついに双乳を完全露出させた。

			「り、涼子……さん……」

			　視界に収まりきれないほどの巨大な肉塊が二つ、眼前にまろび出る。スレンダーな身体のラインから完全に逸脱した双乳は一見アンバランスだが、モデルのような手足の長さや顔の小ささが、全体を綺麗にまとめ上げている。

			　つき合いは長くとも涼子の乳房を直接見るのは初めてで、その美しさと量感には同性ながら思わず息を呑む。だが夏美が目を奪われたのはそれだけではない。なんと両方の乳首に、銀色に輝くリングが嵌はめられているのである。それは妖しくも美しく若妻の媚巨乳を飾っており、ある意味似合っているとすら思えてしまうほど。

			「驚きましたか、夏美さん」

			　湿り気を帯びた声で涼子が微笑む。夏美の視線を真正面から受けてもセミヌードの新妻は乳房を隠すそぶりも見せない。それどころか、むしろ誇らしげに胸を張り、プラチナのリングを閃かせるのだ。

			「これ、ピアスなんですよ。最初はちょっと痛かったけど、今はもう身体に馴染んで、気持ちいいくらいなんです。それにとっても綺麗だと思いませんか？」

			　返事に困りながら夏美は胸奥に言いようのない不安がこみ上げてくるのを感じていた。ピアスに限らず、話し方や態度など昨日とはまるで別人になっていた。

			　清純可憐な少女のようだった表情には妖艶とも言えるほどの色香が滲み、身体全体からも濃厚な牝の芳香が漂ってくる。さらによく見れば胸や腰回りなど、女らしい丸みが一段と強く張り出している。一体何が彼女をこれほどまでに変えてしまったのか。これまでの数々の状況証拠が組み合わさり、やがて一つの答えを導き出す。

			「私……ご主人様に……調教されているんですよ。これは私が奴隷になった証です」

			　夏美の思考を先読みするように、涼子がきっぱりと言いきった。

			「な、なんですって……涼子さん、あなた自分が何を言っているかわかっているの」

			「だって徹さんはずっと単身赴任で……私、心も体もとても寂しかったんです」

			「だからって、そんなの間違っているわ！」

			　最も聞きたくなかった答えを突きつけられて、夏美は目眩すら感じてしまう。

			　夫婦の愛情を何より大切にする夏美にとって、不倫は最も忌むべき行為の一つである。それは涼子も同じだったはずで、掌を返すような態度には裏切られたような気がして胸が灼けるような憤りを覚えた。思わず娘を抱く手にも力が入ってしまう。

			　そんな夏美を見て涼子は再び冷たい目線に戻った。

			「夏美さんも私と同じ目に遭えばきっとわかってくれると思います。いいえ、絶対そうなります」

			　きつい口調で言い放つ。そこにどんな感情が含まれているのか、夏美にはうかがい知ることはできなかった。

			「私も彼女の意見に賛成だな」

			　そのとき突然奥のドアが開き、二人の男が姿を現す。一人はサラリーマン風のスーツ姿の中年、もう一人は迷彩服を着た少し若いチンピラ風の男だ。

			　その中年男の顔を見て、夏美は「あっ」と声を上げた。

			「あ、あなたは……そんな……三沢……さん……!?」

			「私のことを覚えていてくれてとても嬉しいよ、夏美君。まあ、お互い忘れたくても忘れられないというところだろうがね」

			　夏美もかつては夫と同じ会社に勤めており、そのときの夏美の上司が三沢だったのである。権力を盾にたびたび女性社員にセクハラまがいの行為を仕掛けてくる最低の上司で、その頃から夏美は三沢のことを毛虫のように嫌っていた。かつて夏美の上司だった頃と較べて一層額が禿げ上がっているようだが、その顔は忘れようがない。数々の屈辱体験が走馬燈のように頭を過よぎり、ゾクッと寒気を覚える。

			「ど、どうしてあなたがここにいるんですっ」

			「夏美君のことが忘れられなくてね。君の親友の涼子にいろいろ話を聞いているうちに彼女とも親しくなったというわけだ」

			「そ、そんなこと信じないわ！」

			「信じるかどうか君の勝手だが、今では彼女は私の可愛い奴隷だ。そしてうまく君を誘い出してくれたというわけだ。フフフ、あの時の御礼をたっぷりさせてもらうよ」

			　白々しく嗤いながら、三沢が一歩前に出る。その迫力に気圧されて夏美はソファの上で身を強張らせる。

			　あの頃の三沢は特に夏美に対して執拗で、何度も言い寄られ、胸やお尻を触られたことも一度や二度ではない。そのたびに夏美は内心の怒りを抑えつつ丁寧にたしなめてきたのだが、ある年の忘年会のとき、ついに事件は起きた。一人別室で休憩していた夏美に、酔った三沢が抱きついてきたのである。この時ばかりはさすがの夏美も激しく抵抗し、突き飛ばされた三沢は床に頭を打ちつけて無様に失神したのだった。

			　酒の席ということもあって双方おとがめなしだったのだが、会社のいい加減な対応にもうんざりした夏美はこれをきっかけに仕事への情熱を一気に失ってしまった。

			　その後他部署に勤めていた倉木誠司と婚約したのを機に退職、おぞましい過去と縁を切ったはずだった。

			　だがあれから五年も経ったというのに、この男はいまだに自分を恨んで陰湿な罠を張り巡らせていたのだ。その異常な執念深さに夏美の背中を冷たい汗が流れ落ちる。

			「ところで、またオッパイが大きくなったんじゃないか」

			　いやらしく目を細め、新たな獲物の胸に粘つくような視線を注ぐ。

			　こぼれそうになった涎を唇の端にペロリと舐め上げる姿は、まるで肉食のは虫類のようで、夏美は寒気を覚えた。

			「こ、来ないでっ。人を呼びます！」

			「ここは防音は完璧だと涼子が教えてくれたよ」

			　ニヤリと嗤われ、夏美は身の危険を感じて立ち上がろうとしたが、娘を抱いているので素早く動けない。その間に三沢が隣に腰を下ろした。

			「ああ、放しなさい」

			　気丈にも男を睨みつけるが、腕をつかまれて身動き取れなくなってしまう。

			「あまり暴れないほうがいいぜ。子供を危険な目に遭わせたくないだろ」

			　佐藤がドスを利かせた低い声で脅しをかける。愛娘のことを言われると気の強い夏美もさすがに抵抗できなかった。

			「うう……わ、私をどうするつもりなの」

			「君に乱暴しようってわけじゃない。あの時のように張り倒されてはたまらんからな」

			「あ、あれはあなたが悪いんです！　あれに懲りずにまたこんなことするなんて！」

			「その正義感の強さが君自身を滅ぼすんだ。正義が勝つのはドラマの中だけさ」

			　余裕の笑みを浮かべながら三沢が指示を送ると、佐藤が向かい合わせのソファに涼子に身体を密着させて腰を下ろした。そして図々しくも伸ばした手で、涼子の剥き出しのままの双乳を弄び始める。

			「ああン……恥ずかしい……」

			　しかし新妻は嫌がるどころか、うっとりした表情で身体をネコのようにすり寄せていく。いやらしくマッサージされる乳房の上で銀リングを妖しく輝かせる。

			「そんないやらしいこと、やめなさい。涼子さんから離れなさい」

			　女をモノのように扱う男たちが許せなかった。激しい怒りが流麗な眉を吊り上げ、瞳を爛々と輝かせる。それが夏美の神々しいまでの美しさを際立たせる。

			「今日の君はゲストだ。私の奴隷になることの素晴らしさを知ってもらいたいね。まあ、どうしても参加したくなったら言いたまえ。我々は大歓迎だ」

			　隣から夏美の胸の谷間をのぞき込みながらニヤニヤ嗤う。

			「そんなこと誰がするもんですか。それに女性を奴隷扱いするなんて、女を馬鹿にしているわ」

			「君ならそう言うと思ったよ。だが、我々は暴力を好まないフェミニストだ。まずは涼子の熱演を見てくれ」

			　指さす先に視線を移すと、涼子が責められている真っ最中だった。両脚も大きくＭ字に割り広げられ、タイトミニが腰まで捲れ上がっている。そして下着をつけていない股間が完全に露わになっていた。ヘアは春の若草といったところで、ワレメを隠すほどの濃さはない。

			「涼子はマゾの露出症で見られるのも好きなんだ。もうこんなに濡れているぜ」

			　浅黒い男の手がクレヴァスの花弁を摘み、そのまま左右にくつろげた。

			　クチュッと音がして媚粘膜が開花させられる。まだ初々しいピンク色が菱形に広がって、女の最奥をさらけ出した。まだ性体験が少ない新婚妻の聖域は少女のように初々しく、全体に華奢な感じさえする。

			　その一方で溢れ出た牝蜜がキラキラと光っており、花園全体がぽってり充血している。さらに小振りなクリトリスも精一杯頭をもたげて、発情の証拠を見せつけていた。

			「ああ……涼子さん」

			　破廉恥きわまりない光景に気が遠くなる思いだったが、なぜかそこから目が離せない。普段の清楚な姿を知っているだけに、激しすぎるギャップが思考力を奪う。

			「あ、ああ……み、見ないでください……」

			　羞恥心に身を灼かれ、涼子は真っ赤に染まった美貌を振りたくる。しかしそんな甘えを男たちが許すはずがなかった。

			「台詞が違うだろう。本当は見て欲しいんだろう」

			　ニップルピアスをクイクイと引っ張りながら佐藤が強要すると、涼子はすべてを諦めたような視線を夏美に向けた。

			「はあはあ、夏美さん……見て……ああん……涼子の……濡れ濡れの……ふ、不倫好きなオマ○コ……見て……お、奥まで見てください」

			　信じられないような猥褻な言葉を紡ぎ出した後、涼子は中指と人差し指を膣孔に添えて我が身を思いきり掻き広げた。ぱっくり広がった粘膜の空洞の中、緋色の膣襞がぬめ光っているのが見える。その最奥に見えるドーナツ状の円は子宮口だろう。まるで出産を連想させる激しい大開帳だ。

			「ヒヒヒ、子宮まで見られているぞ。どんな気持ちだ？」

			「はあぁン……き、気持ちいいです……涼子は露出症のマゾ奴隷ですから……オマ○コの中まで……み、見られて……気持ちがいいです……」

			「フフフ、いい子だ。そのうちここにもピアスをつけてやろう」

			「涼子さん……」

			　それらの言葉は強制させられたモノなのかもしれないが、今見せつけられている涼子の牝剥き出しの反応や、とろけるような夢見心地の表情からすると、ひょっとしたら本心なのかもしれないという気になってくる。何より淫蜜にまみれた粘膜や包皮を剥きかえらせたクリトリスなどが雄弁に物語っているではないか。

			（そ、そんなわけないわ。涼子さんを助けないと）

			「これ以上涼子さんにひどいことしないでっ」

			　危うい思考を追いやるように夏美は叫んでいた。部屋中に満ちた淫猥な空気に呑まれないようにするためには、弱気は禁物だ。

			「だめだな。涼子は俺たちの奴隷なんだ。どう扱おうと俺たちの勝手さ」

			　佐藤が冷たく言い放ち、囚われの新妻を床に四つん這いにさせた。早速ズボンを下ろし、臨戦態勢の勃起を取り出す。

			「涼子さん！」

			　閑静な昼下がり、窓の外ではのどかな日常が続いているというのに、目の前で親友がレイプされようとしている。とても現実のことは思えず、これは悪夢なのだと思い込みたかった。しかし眼前の光景は紛れもない事実だ。

			「ああっ。だめよ、それだけはだめっ」

			　まるで自分が犯されるように夏美は悲鳴に近い声を上げる。守ってあげると約束した親友が毒牙にかかる姿を見せつけられるのは、身を切られるより辛い。

			「それでは、夏美君が代わりになるかね」

			　しめたとばかり三沢がたたみかけてきた。気の強い若妻を追い込むためのプランは完璧に計画通り進んでいる。

			「そ、そんな……そんなことできるわけない……」

			「ふん、やっぱり口先だけか。女の友情は儚いもんだな」

			　嫌みたっぷりに嗤った後、佐藤はペニスを新妻の花園に押し当てる。すぐに熱い蜜が亀頭に絡みついてきた。僅かな愛撫でも媚肉を濡らし、いつでもすぐに男を迎え入れられるように新妻奴隷の身体は調教されているのだ。

			「夏美さん……」

			　いよいよ犯されるときになって涼子が救いを求めるような視線を送ってきた。黒々と潤んだ瞳は捨てられた子犬のように脆弱で、それが夏美の中の勇気を奮い立たせる。

			「待ちなさいっ。わかりました……私が……身代わりになります」

			　なんとしても救いたいという衝動に突き動かされ、夏美はついに悪魔たちの誘いに乗ってしまう。それが罠だとはわかっていたが、どうしても親友を見捨てることはできなかった。

			（涼子さん、私がきっと救い出してあげるわ）

			　夏美の知る涼子は不倫をするような女ではない。きっと脅迫されているか、暴力を受けて一時的に正気を失っているのだろうと夏美は思った。清純な人妻をそこまで追いつめた男たちに対して、人一倍潔癖な夏美は激しい怒りを覚える。

			（あなた……ごめんなさい……涼子さんのためなの……それにこんな卑劣な男たち、絶対に許せないわ）

			　ただ理由はどうあれ、これは夫に対する裏切り行為に違いない。罪悪感で胸がナイフで抉られたようにキリキリと痛む。そして卑劣な男たちの言いなりにならなければならないと思うと、ハラワタが千切れそうなほど悔しさがこみ上げる。

			「ククク。本当にその身体を差し出すんだな」

			「ほ、本当です。でも、こっちにも条件があるわ」

			　気丈にもケダモノのような男たちの目をまっすぐ見つめる。絶体絶命の状況にあっても、美しい人妻の崇高な精神は完全に屈服することを拒んでいた。

			「三沢さんにだけ……なら……だ、抱かれます。他の人は絶対に嫌です」

			「なんだと!?　お前、自分の立場が……」

			　提案を受けて佐藤は気色ばんだ。極上の獲物を前にして大人しく引き下がるような男ではないし、何より獲物であるはずの夏美に仕切られるのが癪に障るらしい。

			「まあ、待て。ここは私に任せてくれないか」

			　三沢の声は重く威厳に満ち、相手に有無を言わせない響きがあった。一見パッとしない風貌の中年男だが、いざというときに見せる態度は貫禄がある。

			「ちっ、三沢さんが言うなら仕方ねえ。お楽しみはとっておくか」

			　渋々と言った様子で佐藤は了承した。その様子からやはり三沢がリーダー格なのだと夏美は推察する。

			（この男さえなんとかすれば……）

			　幸い一対一という状況はできつつある。隙を見つければ脱出も可能かもしれない。夏美は密かに視線を巡らし、ドアや窓の位置、いざというときの武器になりそうなモノなどを探り出す。

			「夏美君の度胸と友情に免じて、契約成立といこう」

			　三沢が合図すると佐藤が夏美の腕の中で眠っているヒカルに手を伸ばす。

			「娘に何をするんです!?　汚い手で娘に触らないでっ」

			「ちょっと預かるだけだ。娘の前で犯されたいのかよ」

			「でも……」

			「ごめんなさい、夏美さん」

			　佐藤に代わって涼子が手を伸ばしてきた。

			「ヒカルちゃんの面倒は私がちゃんと見ますから」

			　そう言って申し訳なさそうに頭を下げる。見ず知らずの男よりは、涼子のほうが遙かに信頼できる。とは言え、娘を人質にされた状況に変わりはない。

			「お願いするわ……涼子さん」

			　娘の額に軽く口づけをして見送る。まるで今生の別れのように切なくなったが唇を噛み締めて我慢する。その間に涼子はヒカルを抱いて部屋から出ていき、佐藤もそれに続いた。

			「では、始めようか。まずは裸になってもらおう」

			　ふんぞり返ったかつての上司が高飛車に命令する。

			「こ、ここで……」

			　真っ昼間のリビングルームで裸になるなど、信じられない命令だ。だが今、親友も娘も敵の手にある。下手に逆らうわけにはいかなかった。

			「わかりました」

			　意を決して夏美は立ち上がり、ブラウスのボタンに手をかける。緊張で指が震えたが、動揺を悟られたくなかった。フゥッと大きく息を吐き思いきってボタンを外していく。

			「く……」

			　男のいやらしい視線が胸元に集中するのがわかる。羞恥と緊張で心拍数が跳ね上がり、イヤな汗が背中をじっとり濡らすのがわかった。

			「早くしろよ、夏美君」

			　不躾なヤジに腹が立つが今はグッとこらえる。白い肩を抜け出させ、ブラウスを背中のラインに沿って滑り落としていく。脱ぎ捨てられたシャツブラウスがパサリと足元に落ち、白いシルクのブラジャーに包まれた豊乳が完全に露わになった。

			　乳肌はミルクを溶かし込んだように白く、柔らかそうな乳肉は大きめサイズのブラカップからもこぼれ落ちそうなボリュームだ。

			　まさに女の象徴といった感じで、うっすらと汗を光らせる胸の谷間からは濃厚なフェロモンが漂い、ヴァギナへの妄想を掻き立てずにはおかない。

			「すごいな。涼子よりでかいじゃないか。さすが子供を産んだだけのことはある」

			　感心したように歓声を上げつつも、三沢はジッと正面から視線を注いだまま動かない。網膜に夏美の胸を焼きつけようとするかのように、瞬き一つしない。

			（こ……こんな男に……）

			　かつて三沢に襲われかけたとき、警察にでも訴えるべきだったと後悔したが後の祭りだ。今は涼子や娘のためにも耐えなければ。

			　しばらく迷った後、夏美はスカートのホックに手をかける。瞼を閉ざして三沢の存在を意識から追い出し一気にホックを外した。脚線を舐めるようにしてスカートが滑り、すぐに足元に落ちる。

			　清潔な白ショーツはレースに縁取られた上品なシルク製。普通サイズのショーツだが、テニスで鍛えている夏美のヒップは平均以上に盛り上がっており、相対的にショーツがマイクロビキニのように小さく見えてしまう。普通にしていても生地が食い込んできて、半ばＴバックに近い状態だ。

			「パンティも白か。これからはもっと派手なのを穿いてくるんだぞ。それにしてもムチムチの尻だな。責め甲斐がありそうだ」

			「うう……」

			　下着姿を鑑賞され、あまりの恥ずかしさに腰がへっぴり腰に折れてしまう。夫以外に肌を晒したことはなく、緊張で膝も震えて、今にも座り込んでしまいそうだ。

			「まずはパンティから頼むよ、夏美君。オッパイは最後のお楽しみだ」

			　胸フェチらしい三沢の発言を受けて、夏美はパンティの両側に指を差し込む。ぴっちり貼りついたシルクの生地を下に向かって引き下ろす。心臓の鼓動がどんどん速くなって全身の血流が沸騰する。なだらかな下腹やお尻のワレメが少しずつ露出し始めていた。

			（ああ……あなた……）

			　三沢が食い入るようにしてのぞき込んでくる。その視線が肌に突き刺さると、夫に対して申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

			「もっと色っぽく尻を振りながら脱ぐんだ。ストリッパーのつもりでな」

			　猥褻な言葉を浴びせられ、怒りと恥ずかしさで頭の芯がカッと熱くなる。人質さえいなければ今すぐにでも張り飛ばしてやりたい。

			（なんて惨めなの……でも、今は我慢よ……夏美）

			　内心自分に言い聞かせ、萎えそうな気持ちを奮い立たせる。最後の最後まで諦めなければ、いつか相手は隙を見せるはずだ。

			「うう……そんなに見ないで……」

			　ムッチリ官能的な尻肉を左右にくねらせながら、夏美はパンティを太腿まで押し下げた。下着は小さく丸まって急速に面積を縮小し、隠す機能を放棄してしまう。そこから滑らかな太腿に沿って、ゆっくりパンティを降ろしていく。

			　少しでも男の視線を遮ろうとすると、自然に内股でお尻を突き出すような格好になってしまっていた。うつむき加減の姿勢のせいで双乳も重そうに下向きにタプンとぶら下がる。そんな風に恥ずかしそうに身をくねらせる仕草が、かえって人妻の色気を強調してしまう。やがて女っぽいふくらはぎから急激に細くなっている足首を抜け、パンティは爪先から抜き取られた。

			「ほう、綺麗な生え方だが意外と濃い感じだな」

			　三沢の言葉通り、夏美の陰毛は涼子よりも密度が濃い。黒く艶々した縮れ毛が炎の形に恥丘を覆って、ふっさりと盛り上がっている。恥丘の張り出しも大きいほうだろう。お尻もテニスで鍛えているせいか、二十代前半といっても通用するくらい張りがあり、少しも垂れていない。そのくせ人妻らしくムッチリと熟れており、完熟の魅力に満ち溢れている。

			　その上のウェストはコルセットで絞ったかのように鋭い角度でくびれており、胸やお尻とのギャップを見るとまるで蜂の腰である。着やせするタイプだったのか、普段は上品でお淑やかな夏美にしては想像を遙かに超える、色気たっぷりの魅惑のボディだと言えた。

			「予想を超える素晴らしい身体だ。いよいよ、最後はブラジャーだ」

			　期待を込めた熱視線が肌を焙る。男の変質性を改めて実感し、夏美はゾクッとうなじを鳥肌立たせた。

			「こ、こんなことさせて喜ぶなんて、あなたは汚らわしい変態よ」

			　強気の言葉で牽制しながらも、見つめられる恥ずかしさに胸と股間を隠したままモジモジと腰をくねらせる。鼓動が速くなり腋の下には嫌な汗が滲み出す。しかしここで止めるわけにはいかない。夏美は一回深呼吸してから、背中のホックへ手を伸ばした。そうすると股間を隠すことができなくなり、少しでも見られる範囲を減らそうと、夏美は太腿を必死に摺り合わせた。そんな羞恥のポーズも、男の昂奮を誘ってしまうのだが。

			「うう……」

			　先ほどよりも緊張の度合いが高く、指先まで震えた。見えないせいもあって、なかなか外れてくれない。

			「グズグズするな。早くしないと涼子が犯されるぞ」

			「だ、だめ……それだけは……きゃあっ！」

			　唐突にホックが外れて、ブラが弾けるように脱げてしまった。慌てて覆い隠す腕の間から、溢れるように乳白色の乳肉がはみ出してくる。

			「こら、隠すんじゃない。気をつけだ」

			　三沢が語気を強めて命令すると、夏美はオズオズと両手を脇に添え、身体を直立させた。ついに夏美の乳房がその全貌を現す。

			　オオオッとさすがの三沢も感嘆の声を上げた。

			　下はみぞおちの辺りまでたっぷりの量感で盛り上がり、横は身体の幅よりもはみ出している。少し垂れ気味なラインも大迫力のボリュームを伝えて、かえって魅力をアップさせていた。ブラに収まっていたときからかなりの大きさだったが、下着の圧迫から解放された今、ボリュームが二割ほど増して見えた。

			「うう……見ないで……」

			　自分では大きすぎて劣等感を感じている乳房だ。そこを身体のどこよりも熱心に見つめられ羞恥心が燃え上がる。ある意味聖域を見られるよりも恥ずかしいと言えた。

			　下乳の発達に伴って頂点はやや開き気味に上を向いている。乳輪は少し濃いめのピンク色で、サイズは直径四センチほど。ニップルも親指ほどの太さだ。

			　乳房全体のボリュームが大きいため、よく発達した頂部分も決して大きすぎるとは感じられず、むしろ絶妙のバランスと言ってもいいだろう。

			　そして染み一つない肌の白さも魅力を高めている。まるで母乳をそのまま固めて作ったような乳白色。肌理の細かさも申し分なく、蛍光灯の光をミラーボールのように反射してそれ自体輝いているように見えてしまうほどだ。涼子のＤカップも形よく芸術品と呼べるほどの美乳だが、熟れという意味では夏美に及ばない。

			「長い間待った甲斐があったな」

			　三沢が感慨深げに呟く。思えば彼が極度に乳房に執着するようになったのは、夏美にふられてからだった。そしてその因縁とも言える巨乳をこれから思うがままに責め嬲れるのだと思うと、全身を熱い血が駆け巡り、股間は痛いほど勃起してしまう。

			「サイズとカップを教えてもらおうかな」

			　血走った目を皿のようにして巨乳観察を続ける三沢。一体どれほどの数値が聞けるのか。ドラムロールでも聞こえてきそうな期待の高まりであった。

			「あ、あ……九十センチ……Ｆカップ……よ」

			　夏美が報告すると、三沢は再び唸るような声を上げる。

			「すごいオッパイだな。数字を聞いただけで勃起してくるよ」

			　芸術品を鑑賞する目つきで三沢は視姦を続ける。

			「そのくせウェストはくびれているし、尻もムチムチだ。やはりあのとき無理矢理にでも奪うべきだったかな。いや、こうして感動を味わえたのだから、やはりこの年月も無駄ではなかったということか。熟成させてくれた倉木君に御礼をしなければな」

			　三沢は好き勝手なことを言って、夏美は耳を塞ぎたい心境だった。夫との愛の年月まで穢されたようで怒りが沸々とこみ上げてくる。

			「それでは触り心地を確かめてみるか」

			　三沢が舌なめずりして背後に回り込む。磨いた大理石のように白い背中と流れるような美しい黒髪のコントラストが欲情を掻き立ててくる。

			「手を頭の後ろで組むんだ」

			「わ、わかったわ……うう……」

			　胸を強調する羞恥ポーズを強要され、美貌が屈辱に歪む。それでも勇気を振り絞り夏美は両腕を頭の横に上げていく。空気がひやりと腋の下を舐めて、いかに大量の汗をかいていたか改めて実感させられる。その汗に蒸れた腋の下を晒すのだと思うと、また別の恥ずかしさがこみ上げてきた。

			（負けてはダメ……こんな卑劣な男に……）

			　弱気になる自分自身を叱責する夏美。三沢にだけは絶対負けたくないという気持ちがあった。だが緊張は抑えきれず、自然と呼吸が荒くなり、心臓が狂ったように打ち始める。熱い血流が流れ込む脳がゆだってしまいそう。

			「フフフ。これが倉木夏美のオッパイか」

			　昂奮で声を嗄らしながら、前に回した掌がムンズと双乳を鷲づかみにする。

			「ああ……ぅっ！」

			　べっとりと汗に濡れた中年男の手が乳房に密着し、あまりの気味悪さにこらえようとした声が漏れてしまった。夫の優しい愛撫とはまったく違う、思いやりの欠片もない無遠慮な触り方は不快でしかない。

			（うう……なんて……熱いの……）

			　これほど熱い手に触れられたことがない。いかに三沢が欲情しているかを肌に教えられたようで、嫌悪感がさらに強まる。まるで全身が生殖器官のような男だ。

			「おおう。こ、これはすごい……これこそ私が求めていた乳だ」

			　三沢の指が感動のあまり、小刻みに震えていた。

			　指先に感じる柔らかさ、掌に感じる滑らかさと張り、肩にまで伝わってくる重量感。長年追い求めた夏美の乳房がそこにあった。涼子の乳房も甲乙つけがたいほど素晴らしいが、三沢にとってはやや物足りない。フレッシュな鮮度はあっても、落果寸前の完熟果実の持つ甘い魅力が足りなかったのである。

			「ううむ。やはり子供を産まなければこの味わいは出せないな。まだ乳が出るのかね」

			　三沢が見せつけるように乳房を持ち上げ、タプンタプンと揺らした。

			「ンああっ。で、出ないわ……もう……や、やめて」

			「そいつは残念だ。こんなに大きなミルクタンクがもったいない」

			　乳肉はまるでミルクそのもののように大きく波打ち上下に派手に揺れる。さすがＦカップといった感じで、その乳揺れは大迫力。まるで岸に打ち寄せる津波のようだ。

			（ああ……こんなに……胸が……）

			　自分の乳房の巨乳っぷりを改めて知らされ、恥ずかしさが胸いっぱいに膨らんでいく。そして感じているのは恥ずかしさだけではない。夏美は非常に感受性の高い乳房の持ち主だった。揉み込まれる乳肉から、熱く疼くような感覚が乳脂肪に染み込んでくる。その熱さは着実に蓄積され、乳腺に火がついたように胸が火照ってきた。

			「うう……いや……もう触らないでっ」

			　胸に感じる熱い疼きを否定するように、夏美は首を振りたくる。だが乳房に異様に執着する三沢が、夏美の反応を見逃すはずがなかった。

			「乳首を押っ立てて、触るなもないもんだ」

			　男の言葉通り、人妻の乳首はぷっくりと膨らみ始めている。色も一段と濃くなって、官能の色気を振りまき出していた。

			「ううぁ……こ、これは立派な犯罪よ……絶対、ただじゃ済ませないわよ……」

			「台詞が違うぞ。もっとおねだりするんだ」

			　左右のニップルを人差し指と親指が上下から挟み込む。そのまま力が加えられ、残酷なほどに乳頭は変形させられる。

			「ああぁっ、い、痛いっ」

			　それでなくとも繊細な神経の集合体を力任せに潰され、鋭利な痛みが乳房に突き刺さる。しかしそれは単純な痛みではなく、肺腑を灼き、肋を溶かすような魔味も含んでいるのだ。まだ授乳が終わって間もないだけに、乳房と子宮を繋ぐ回路は健在。太い指にしごかれ、捻られるたび、お腹の底がキューンと熱くなってくる。

			「ホラホラ、教える通りに言うんだよ、夏美君。触ってくださいってな」

			　乳首を集中的に責めながら耳元に囁き、屈服を強いる。涼子と同じく夏美も乳が弱点なのだと見抜いていた。

			「ハアハア……うう……どうか……わ、私……の……お乳を……ああ……三沢さんの……うう……やっぱり……そんなこと……言えないわ」

			　恥辱に顔を真っ赤にして唇を噛む。切れ長の瞳はまだまだ反抗の火を灯して煌めき、男を怯ませるほど強いオーラを感じさせる。

			　涼子と違ってプライドが高いだけに調教は易々とは進みそうにないが、抵抗が大きいほどじゃじゃ馬慣らしの醍醐味が男の劣情をくすぐりもする。
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			「こんなエロイ乳をしているくせに気取るな。ホルスタインも顔負けだ」

			　サディスティックな気分に煽られて、乳房嬲りの指に力を込めた。

			　しかし夏美は唇をきつく噛み締め、鋭い目線で三沢を睨みつける。怒りの感情が黒真珠のような瞳を爛々と輝かせ、一瞬三沢もたじろいだ。

			「な、なんだ。牝牛の分際で生意気な瞳だなっ」

			　その言葉が決定打だった。夏美は少女の頃から胸のことをからかわれるのが大嫌いだった。中でも牛という言葉は禁句中の禁句で、三沢はそれに触れてしまったのだ。

			「いい加減してっ！」

			　激情に衝き動かされ、気がつけば三沢を突き飛ばしていた。

			「うおっ！」

			　意表を突かれて中年男は無様にひっくり返り、男の腕から逃れた夏美はとっさに部屋の隅に立てかけてあった親友のテニスラケットを手に取る。三沢と二人きりになったときから密かに狙っていた千載一遇のチャンス、今がそのときであった。

			「あなたみたいな人はこうしてやるんだから！」

			　スマッシュを決めるように大きくラケットを振り上げた。ラケットは軽い木製だが、かなりのダメージを与えることができるはずだ。三沢はヒイッと頭を抱えて無様にうずくまる。しかし……。

			「おっと、そこまでだ」

			　いきなり背後から伸びた手がラケットをムンズとつかんだ。予想より早く佐藤が戻ってきたのだ。

			「まったく、とんでもないじゃじゃ馬だな」

			「あぁっ、放しなさい！」

			「ぬう、大人しくしていればいいモノを……これは高くつくぞ」

			　そうこうしている間に、三沢も起き上がってラケットをむしり取る。

			「ああ……こ、来ないで」

			　武器を奪われては、さすがの夏美もどうすることもできなかった。

			


			　夏美は全裸でベッドの上に仰向けにされた。しなやかな手足はロープで引っ張られ、大の字に伸びきっている。さらにお尻の下に枕を押し込まれて、艶やかな陰毛を乗せた恥丘がはしたなく持ち上がってしまっていた。双乳は重力に引かれて僅かに左右に開き気味だが、それでも十分すぎる高さに隆起しており、そこに注がれる視姦の眼も二人に増えてさらに羞恥心が煽られる。涼子と娘がいないのがせめてもの救いだ。

			　まさに聖壇に捧げられた生贄といった感じだが、夏美に屈服の意思は微塵もないらしく、降り注いでくる凌辱者たちの視線を真下から睨み返していた。

			「紳士的にいくつもりだったが予定変更だ」

			　ぶつけた頭をさすりながら、三沢は開脚された股の間に腰を下ろす。

			「こんなことが許されると思っているの!?　絶対警察に訴えます！」

			　軽い昂奮状態になっている夏美がヒステリックに吠えかかる。白い犬歯を輝かせて男を睨む様は牝豹のような迫力があった。

			「フン。愛しい旦那さんがどうなってもいいのかよ？」

			「誠司さんがどうしたっていうの!?」

			　佐藤の口から唐突に夫のことを言われて、夏美は勢いをそがれる。誠司は香港への出張中だ。そうそう何かができる状況とは思えないのだが。

			「俺は電話一本で、旦那さんの旅行鞄に麻薬の小袋を忍ばせることができる。それが見つかってみろ。もう日本には帰れなくなるぜ」

			「な、なんですって」

			　悪辣な計画に血の気が引く。思えばこの出張も三沢が仕組んだものなのだから、罠が仕掛けられていたとしても不思議ではない。手段を選ばない冷酷さに、改めて三沢の執念を思い知らされた。

			「わかったら大人しく言うことを聞くんだ」

			　三沢が指を食い込ませ乳への責めを強める。ギュッと搾り出される白い乳肉が、指の間からこぼれ落ちてしまいそうだ。そしてその手には妖しげなゼリー状の薬がたっぷりと塗られていた。

			「う、あうっ」

			　桃色の粘液を塗られた肌が一瞬ひんやりと冷え、直後に燃えるような熱さに変わる。異様な感触に狼狽えた腰が、枕の上で飛び跳ねる。

			「こいつはアラブの金持ちが使う媚薬だ。よがりすぎて発狂した女もいたらしいぞ」

			「うう……そんなものに頼るなんて……卑怯よ」

			　三沢の言葉が本当かわからないが、乳房に起きている異変は本物だ。双乳がジンジンと熱く疼き始め、赤く充血した乳頭から根を張るように伸びてくる官能の魔手が、ジワジワと身体の中枢を侵し始める。

			「ふん、そのご清潔な仮面を剥いで、淫らな牝の本性を暴いてやるからな」

			　獲物を捕らえた蜘蛛のように、十本の指が粘っこく乳房を揉みほぐしにかかる。

			「うう……あなたの思い通りに……ああ……なるものですか……んっく……」

			　乳房全体から放たれる快感がさざ波のように背筋をくすぐり、さらに拡散した波はうなじや下腹にまで響いてくる。特に子宮に伝播する甘い痺れは脅威で、いつかそれが女の官能を目覚めさせてしまうのではないかと思うと、心臓が凍りつきそうだ。

			（だめよ、こんな男の手で）

			　焦りがさらに神経を昂らせるのか。三沢に弄ばれるニップルが火を点つけられてしまったように熱い。それでも動揺を見せまいと、夏美はきつく唇を噛み締めて声を漏らさない。

			「へへへ、どうした。顔が赤いぜ」

			　佐藤の視線や言葉も、羞恥心を掻き立て人妻を追いつめていく。上擦った呼吸を繰り返すたび、美巨乳が大きく上下し、腰も何かをこらえるようにモジモジと揺れ始めた。

			「昼間から人前で素っ裸になって腰を振るとは、奥さんも意外と大胆だねえ。本当は欲求不満だったんだろ？」

			　佐藤も手を伸ばし、乳房を揉み始める。当然その掌にも催淫媚薬が塗られている。

			「ち、違います。私はそんな女じゃありません」

			「それは直接身体に訊いてみよう」

			　三沢の右手がなだらかな腹筋を滑り落ちていく。形のいい縦長のお臍をくすぐった後、指先は漆黒のヘアに包まれた秘園に到達する。

			「そこはだめッ。汚い手で触らないでッ」

			　夏美は恥ずかしそうに腰を揺すったが、手足を縛られていては、男の指を払いのけることができない。

			「これが夏美君のオマ○コか」

			　深い満足感に胸を満たされつつ、三沢は指をデルタ地帯の中心へ滑り込ませる。やや濃いめの密林を抜け、肉襞の合わせ目を強引に探り当てた。そのまま一気に、開いた中指と人差し指がワレメの花弁を押し分けていく。

			「ああっ。いやっ！」

			　夫以外には見せてはならない秘粘膜が暴かれ、凌辱者たちの目に晒されてしまう。火照り始めた媚肉に感じる空気は冷たいが、突き刺さる視線には灼熱の熱さを感じた。

			「ほほう、子供を産んだわりに綺麗な色だな」

			「うう……み、見ないで」

			　涎を垂らしそうないやらしい顔で見つめられ、羞恥が燃え上がる。

			　三沢の言葉通り、美麗なピンク色は出産を経験したとは思えないほど鮮やかで、色素沈着は薄い。それでいて人妻に相応しい熟れは十分に満たしており、小陰唇やクリトリスもぽってりと厚みがある。さらに中心部は幾重にも柔襞が重なり、まるで薔薇の花びらのような妖艶さで牡たちをいきり立たせるのだ。

			「おや、少し湿っているようだぞ、夏美君」

			　追い打ちをかける三沢の声。そんなはずはないと思っても、女として熟しきった肉体はやはり執拗な乳責めに反応していたようだ。膣孔付近に指を泳がされると、ぴちゃぴちゃと湿った音が漏れ聞こえてくる。

			「そ、そんなの……あぅ……う、嘘よ」

			「嘘なものか。夏美君は夫以外の男にオッパイを弄られて悦んでいる淫乱なのさ」

			　三沢の指がワレメに沿ってゆっくり蠢く。内側はさらに湿っていて、熱い蜜が指に絡みついた。媚薬を染み込まされた粘膜がジンジンと疼きだし、淫靡な水音も一段と大きくなっていく。

			「ハアハア……触らないで……う、うう……ぁぁ」

			　どんなに精神力の強い夏美でも、肉体のすべてをコントロールできるわけではない。ましてや豊満な乳房は性感神経の宝庫だ。相手が憎むべき暴漢であっても、女の部分が勝手に反応してしまう。

			「ほら、これを見てみろ」

			「ああっ！」

			　目の前に突き出された男の指を見て夏美は絶句する。二本の指がとろみのある粘液に包まれ、濡れ光っている。それは紛れもなく夏美自身の恥ずかしい愛液だ。

			「ちょっと胸を触っただけでこんなに濡らすとは、夏美君も涼子に負けないマゾ奴隷の素質があるようだ」

			「そ、それは薬のせいよ。絶対あなたの奴隷なんかにならないわ……ンはぁぁっ！」

			　新たな責めに夏美の背筋が反り返る。男の指が今度はクリトリスを狙ってきたのだ。

			「こいつは媚薬は関係なしだ」

			「ひっ……ああぅ……っ……そこは……っ」

			　小さな円を描くような振動を送り込まれて、鋭い悦雷がクリトリスから身体の中心に向かって何度も放たれる。落雷するのは女にとって最も大切な生殖器官、子宮である。続けざまに快楽の波を子宮に浴びせられ、下腹がキュンキュンと疼き始めた。脚に力が入らなくなり、内股に寄せ合った膝頭が小刻みに震え出す。

			「う、うう……むッ」

			「どこもいい反応をする。うまく仕込めば最高の奴隷になりそうだ」

			　期待に昂る手でズボンを下ろし、自慢の勃起ペニスを取り出す。

			「ああ……い、いやっ！　それだけはいやよっ！」

			　赤黒く膨れ上がったペニスを見せつけられて、恐怖の悲鳴が迸る。

			（な、なんて大きいの）

			　想像を超える長大さに夏美は狼狽えた。鋭く突き出たカリは毒キノコのように傘を広げて凶暴な性能を誇示し、いかにも硬そうな陰茎の表面をミミズのように太い血管がのたうっている。太さも長さも、よく知った夫のモノより二回りは上回っているだろう。でっぷり太った中年男のだらしない身体からは想像もできないほどの逞しさだ。三沢の身体の一部とは信じられず、一瞬腹を食い破って大蛇が這い出してきたのかと錯覚するほどの禍々しさだ。

			「すごいだろう。じゃじゃ馬を躾けるにはぴったりだな」

			　三沢が腰をせり出すと、滑らかで熱い亀頭が媚華の中心にぴたりと押し当てられる。

			「ううっ！　やめてっ！　あなたとなんて……死んでもいやよっ！　犯されるくらいなら舌を噛むわっ」

			　貞操の危機に夏美は首を振りたくった。夫以外の男に犯されるだけでも死にたくなるほどの屈辱なのに、相手はかつてのセクハラ上司なのだ。嫌悪感が爆発し、全身の肌が鳥肌立った。艶やかな黒髪が激しく波打つが、頑丈に縛られた手足はまったく動かせない。

			「娘を残して死ねるのかね？　諦めるんだなっ」

			　積年の情念を込めた肉棒が沈み込んでいく。圧倒的な質量に身体を押し開かれて夏美は喉を詰まらせた。

			（うぁ……こ、こんな……き、きついぃ……っ）

			　引き伸ばされる粘膜にピリッと疼痛が走る。これほどの衝撃はヒカルを産んだとき以来だろうか。改めて三沢の大きさを実感させられ、背筋に戦慄が走る。

			「どうかね？　倉木君とは全然違うだろう」

			　勝ち誇ったように嗤いながら剛直を沈めていく。野太い丸太のような肉棒が押し入っていく様はまるで杭打ちのような迫力だ。それを受け止めさせられる人妻のクレヴァスはギリギリまで拡張され、圧迫感と背徳感にピクピク戦慄いている。

			「う、うう……こんなことで……私をどうにかできるなんて……あぁっくぅ……お、女を馬鹿にしているわ……はぅぅ」

			　白い歯を噛み縛ってショックに耐える夏美。肉体の衝撃もさることながら、やはり精神的なダメージが大きい。

			（あなた……ごめんなさい……こんな男に穢されて……）

			　貞操観念が強く結婚するまで処女だった夏美にとって、初めて知る夫以外の男根の感触は衝撃的だった。しかも相手は虫酸が走るほど嫌っていた男なのだから、悔しくて仕方がない。

			「ようし、全部入った。ククク。ついに夏美君の中に入れてやったぞ」

			　汚辱の結合を完成させ、三沢が歓喜の声を上げた。ペニスに絡みついてくる柔襞の感触は肉棒が溶けてしまいそうなほど熱く、深い。若い涼子よりも熟成が進んだ感じで、底が知れない深い海に抱かれているようである。

			「ううむ、さすがに子供を産んだオマ○コは違うな。涼子ではこの味は出せない。チンポが溶けてしまいそうだよ」

			　挿入しただけだというのにペニスが根本から先端まで無数の花びらでくすぐられているような妖美な快感に包まれていた。本気で動けばどれほどの快楽が得られるのか、想像するだけで身体中の血が熱く滾ってくる。

			「さあ夏美君、いい声で啼くんだ」

			　腰を思いきり打ち下ろし、重々しい初撃を女体の中心へ撃ち込んだ。

			「ンンッ！　あ、ああぁぁぁっ！」

			　ズシーンと内臓全体に響く杭打ちを撃ち込まれ、夏美は細い顎を反り返らせた。

			（こ、こんなに……すごい……なんて……）

			　あまりにも強烈な一撃で目眩を感じたほど。夫との違いをまざまざと見せつけられた感じで、戦慄を禁じ得ない。牡としてのパワーが根本的に違うのだ。

			　子宮を打ち上げる長さや膣洞を押し広げてくる太さも凄まじいが、問題は単に大きさではない。何よりも女をヨガリ狂わせ、奴隷に堕とし、屈服させるのだという強烈な情念が海綿体に凝縮されている。そこには愛情などまったく無縁で、夫とのセックスの対極にある凌辱行為だと言えた。

			「三沢さんの責めはえげつないだろ。そいつで涼子もメロメロになったんだ。奥さんもそのうち大好きになって、毎日はめてくださいっておねだりするようになるさ」

			　佐藤の煽り言葉もまんざら嘘とは思えない。それだけ最初の一撃は破壊的な力を持っていた。だが、それだけで責めが終わるはずがなかった。ジワジワと肉棒が後退していく。媚粘膜を捲り返す責めであると同時に、次の砲撃のための充填でもあった。

			「ぅ……あ、ああ……」

			　まるで弓を引くような緩慢な、それでいて力強い動き。それが次弾への恐怖を掻き立て、夏美の膣襞が思わずキュッと窄まる。

			「もうおねだりかね？　ほぉれ、いくぞ！」

			　怯えて強張る膣肉をこじ開けて、二度目の掘削が子宮をドスンッと抉った。

			「ひぃっ！　ンああああぁぁぁぅっ！」

			　胃までせり上がりそうなボーリングを叩き込まれて、夏美は女の声を搾り取られてしまう。これまでの夫とのセックスがまるで児戯に思えてくるほどの強烈なストロークだった。

			（な、なんて……太くて……硬くて……熱くて……ふ、深いの……）

			　膣奥に食い込んだ肉棒の存在に圧倒されて夏美は身動きできなくなる。まるで爆弾を埋め込まれてしまったよう。下手に刺激を与えたら、暴発するのではという恐怖が身をすくませる。

			「どうかね。これが『男』というものだよ」

			　動揺する夏美を見下ろしながら傲然と言いきる三沢。これまで数えきれない女をモノにしてきた自信が男根の中にまで流れ込み、かつてないほどの硬さに勃起させている。今なら世界中のどんな女でも堕とせそうな気さえする。

			「夏美君も目覚めさせてあげよう。本当の『女』に！」

			　体重を乗せて腰ごとめり込ませる勢いで人妻の肉芯を突きまくる。快感を与えるという以上に、女を圧倒し、屈服へ導くための肉責めだ。

			「ひぃっ！　うぁ……やめて……はぅ……もう……抜きなさいっ！　ああぁぁっ！」

			　ズーンズーンと背筋まで痺れるような快美感が走る。一突きされるたびに肉がざわめき、肌が汗ばむ。Ｆカップが大きく上下に揺れて、乳首は白い波の上を漂っているようだ。

			　巨根に擦り上げられる粘膜に、これまで感じたこともない感覚が湧き起こって、夏美は黒髪をバラバラに打ち振って狼狽えた美声を響かせた。汚辱のレイプに耐えようと拳はシーツを裂かんばかりに握り締める。

			　同時に三沢も夏美の名器ぶりに舌を巻いていた。押し込めばどこまでも深く迎え入れ、後退させれば後を追うように絡みついてくる。ペニス全体がきつく搾られ、神経が繋がったのではないかと錯覚するほど一体感が強い。

			　妊娠出産を経て熟成された粘膜は、三沢の巨根を見事に根本までくわえ込んでいる。これまで犯した女ではどうしても窮屈感を感じてしまったのだが、夏美にはそれがほとんどない。それでいて締めつけは若い涼子に負けていないのだから、経験豊富で海千山千の三沢にとっても貴重な存在だと言えた。なんとしても自分のモノにしたいという欲望が血を沸騰させ、腰の動きを加速させる。

			「あぅ……うぅ……いや……ふう、あうぅンっ！　いやぁ……あっ、あぁっ！」

			　暴虐の嵐が胎内に吹き荒れ、声が漏れるのを抑えられない。スライドを撃ち込まれ、男根の感触を粘膜に刻まれていくたびに、夫のセックスとの違いを教え込まれる。

			「どうだ。よくなってきただろう？　旦那のモノよりいいだろう？」

			「ハアハア……そ、そんなこと……ないわ。ああぁ……こんな……こんな……愛の欠片もないセックスで……感じるわけない……あ、あなたたちは動物と同じよ」

			　夏美にとってセックスとは愛し合う者同士が愛情を一層深め、子を育むためのモノだ。夫に抱かれたときの心満たされる高揚感などあるはずもなく、ただただ汚辱感だけが広がっていく。

			　だがその一方で、肉体のほうには変化が表れていた。全身の肌がうっすら桃色に染まり、細かな汗の粒を光らせ始める。男たちに二人がかりで責め嬲られる双乳も赤く膨れ上がって、その頂点ではニップルがジンジンと疼いている。噛み締めきれない艶っぽい朱唇が、真珠の歯列と桃色の舌先をのぞかせて、ハアハアと熱い吐息を吐き出し続ける。そして何より逞しい極太をくわえ込んだ媚粘膜がぽってり赤く充血し、透明の蜜をジワジワ湧かせていた。

			「その動物に犯されて、夏美君の身体は心と反対の方向に動いてるみたいだな」

			「へへへ。愛なんかなくても乳首とクリトリスはピンピン。オマ○コもグッショリじゃねえか。奥さんのほうこそ動物、牝って感じだぜ」

			「うう……牝だなんて……く……悔しい……あぁっ」

			　男たちにからかわれて、夏美は羞恥に身悶える。どんなに心では否定しても、成熟した女体は執拗な責めに反応させられてしまう。リズミカルな突き上げに根負けしたように、腰が上下にうねり始めた。媚薬に濡れた双乳が波打つように前後に揺れて、男の律動の激しさを乳肉でも感じさせられてしまう。

			（ああ……ど、どうしてなの……こんな……あぅン……む、無理矢理されているのに……こんなことあり得ない……）

			　内臓を揺さぶり脳天まで響く荒々しさが、それまでの常識を崩壊させようとする。夫を遙かに凌ぐ勃起巨根で、夫とはまったく違う腰の使い方で責められて、夏美は息もつけないほど追いつめられていた。

			「感じろ。もっと感じるんだ。夏美君の中に入っている私のチンポを。愛なんか関係ない、この快楽だけが君にとってすべてなんだ」

			　乳頭を摘んで引っ張ったり、指の腹でグリグリと擦り上げてくる。

			「あああぁっ！」

			　媚薬が染み込んだ乳肉はそれ自体生きた責め具と化して夏美自身に襲いかかった。乳悦の矢が肺腑や心臓が突き刺さり、息もできないほど昂らされる。快感をこらえようと息んだ腰は淫らなグラインドとなって、男根に奉仕してしまう。

			「うぅ、こんなのいや……あなた……んっ……んんっ……あなたぁ……ふぅン」

			　夫のことを思い出して、破滅を回避しようとする夏美。

			　だが思い出せば思い出すほど、その違いに、三沢の逞しさに子宮が痺れ、夫を裏切ってしまった背徳感に心臓が締めつけられる。腹の底からこみ上げてくる衝動は夫とのセックスで感じた昂奮とは真逆のベクトルを持ちながら、なぜかより巧みにより激しく夏美の中の女の部分を直撃するのだ。

			（どうして……こんな人に……っ）

			　混乱の表情を浮かべてしまえば、それは夏美が追い込まれていることを凌辱者に告げているようなモノだ。息もつけないほどの胸の苦しさは罪悪感だけではない。

			「ハアッハアッ……口では何を言ってもチンポを突っ込まれれば何もできない。それが女……牝というものだよ、夏美君！　ホラホラッ！」

			「うああぉおぉ……ふ、深いぃ……んはぁぁンッ！」

			　勝機とばかり、三沢がかさにかかって責め立ててきた。野獣のような勢いで腰を振り、怒濤の突きを送り込む。カエシのような傘でざらつく天井を擦り上げ、硬く膨れ上がった亀頭で子宮口を突き上げる。お尻の谷間に叩きつけられる陰嚢も、淫らなダメージを与えていた。ピストンでユッサユッサと巨乳が揺さぶられると、それだけで感度を高められた乳房は百本の指と舌で責められているほどの快感を味わわされた。

			（何かが……きちゃう……アソコが溶けちゃうっ！）

			　臍の裏がカアッと熱くなり、ドロドロの肉の悦びが腹の底からこみ上げてくる。それは夫に優しく抱かれたときの満ち足りた恍惚感とはまったく違う、もっと野性的な本能を呼び覚ます嵐のような衝動。どんなに逃れようとしても逃れられない、女の意思などまったくお構いなしに、無理矢理子宮の中にねじ込まれる快楽の楔なのだ。

			「むふふぅ……そろそろ射精してやる。ハアァァ……夏美君の膣内に……私のザーメンを……子種をたっぷりと注ぎ込んでやるぞ」

			「うあぁ……そ、そんな……ハアハア……それだけはダメ、ダメェッ！」

			　膣内射精の恐怖に背徳感が爆発し、夏美はイヤイヤと美貌を左右に振りたくる。愛してもいない男の精子を子宮に注ぎ込まれるなど、最悪の事態だ。だが胎内で暴れる肉棒は一層雄々しく勃起し、小さな痙攣を繰り返していた。それは射精の前兆に違いない。

			「奥さんもイキそうなんだろ。三沢さんに中出しされて一緒に気をやってみせな」

			　佐藤も豊乳を揉みしだいたりクリトリスを摘んだりして援護射撃を仕掛けてくる。邪悪な眼差しが人妻の陥落の瞬間を見逃すまいと大きく見開かれた。

			「い、いや……こんなことで……イクもんですかっ……んはぁっ！」

			　もう自分で自分をコントロールできなかった。あれほど憎んでいた性犯罪者に犯されているというのに、熟れた身体は勝手に反応してしまう。ジュボジュボと擦れ合う粘膜から悦楽の炎が上がり、脊椎を焼き尽くして脳まで焙られる。さらに胸からも快美の波が押し寄せて、官能の業火に油を注いでくるのだ。

			「あ、あぁ……ああ〜〜〜〜〜！　中にはだ、出さないで……いや……いやぁっ！」

			　膣肉を犯されるだけなら耐えられたかもしれない。だが全身の性感帯を一度に掘り返され、特に乳房を媚薬漬けにされては、さすがの夏美も耐えることはできなかった。身体の中を稲妻のような快感電流が駆け巡り、筋肉があちこちで痙攣を繰り返す。乳首はコチコチに硬く尖り、縛られた手指が拳を作って白くなるほど強く握られた。痙攣は膣道にも伝わって、勃起ペニスを奥へ引き込むように収縮する。

			「おお、締まる……たまらん」

			　イソギンチャクのよう吸いついてくる媚肉に食い締められ、三沢は腰をブルブルッと震わせた。これまで数えきれない女を犯してきたが、一体感、収縮力、柔軟性、どれを取っても間違いなく最高レベルの名器だ。食いちぎらんばかりの締めつけに包まれ、勃起の中を快美の電流が駆け下り、陰嚢の中で睾丸がせり上がるような射精欲求が一気に爆発した。

			「くぅっ、出る……出るぞっ」

			　トドメとばかり、怒張が最奥にズブリと食い込んだ。鋭角の亀頭が子宮口とぶつかって激しい快美の火花を散らす。

			「いやぁああぁっ。出さないで！　それだけはやめてぇっ！　ああ─────ッ！」

			　火花が電撃となって脳天まで突き抜けた。頭の中が白光で満たされ、何も考えられなくなる。こみ上げてくる何かをこらえるように背筋がビクビクッと反り返り、腰がグンッと浮き上がる。

			「ウオオッ！　くらえっ！」

			　吠えた後、三沢は乳房をガッシリとつかんで上体を押さえつけ、人妻の秘奥へとありったけの欲情をドクンッと吐き出した。尿道内を白濁が断続的に駈け上がっていくたび、この世のモノとは思えない快感で、輪精管が縮み上がりそう。

			「あきゃあぁぁっ！　や、やめてぇ！　ンあああぁぁっ！」

			　魂を鷲づかみにされたように絶叫し、胸を反り返らせる。それが極上の締めつけとなって男を狂喜させた。

			「くぉぉ……たまらん！　まだまだ出るぞぉぉっ」

			　目眩すら覚えながら三沢はギュッと身体を密着させ、さらに深く勃起を押し込む。ペニスがドクッドクッと脈動するたび、白濁の熱泉が聖なる扉を直撃して粘り着く。積年の情念を乗せた濁流が夏美の子宮の中へドロドロと流れ込んでいく。

			「ひぃぃ……だ、だめ！　出さないでぇっ。ンあ、あぁ……入ってくる……あ、あ……熱いぃッ……ああぁぁぁ〜〜〜〜〜ンッ」

			　断末魔の悲鳴を噴き上げて、夏美はおとがいをギクンと突き上げる。

			　愛する夫の赤ちゃんの為だけにある聖なる場所が、他人の精液で満たされ、穢されてしまう。背徳感と混ざり合った灼熱感に灼き尽くされ、全身が火の塊になったように熱い。手足が筋を浮かせて強張り、拘束の縄を引きちぎらんばかりに痙攣を繰り返した。

			（あ……な……た……）

			　頭の中に無数の星が散り、愛する夫の面影が白く霞んでいく。これまでのセックスでは感じたこともない強烈な絶頂感を味わわされ、夏美の意識は暗い闇に呑み込まれていった。

		

	

			第三章　淫乳屈辱調教

			


			「いやああああぁぁっ」

			　悪夢にうなされて夏美はベッドから跳ね起きた。

			「ハアハア……」

			　辺りを見回して夏美はホッと息をつく。おぞましい淫夢のせいでネグリジェの下は汗でグッショリ濡れている。

			「もう……一週間も経ったのに……」

			　涼子の部屋で犯されて、そのまま一週間に渡って監禁され凌辱され続けた。その間一体何度三沢の精を子宮に浴びせられ、屈辱のエクスタシーに追い込まれたことか。思い出しただけで鳥肌が立ち、身震いするほど。できれば記憶から消してしまいたかったが、おぞましい体験は簡単に拭い去ることはできず、毎夜のように悪夢となって蘇り夏美を苦しめるのだ。

			　その後三沢に呼び出されることもなく、何事もなく時間は流れていた。出張から戻った夫の誠司も妻の異変にはまったく気づいていないようで、今も傍らでぐっすりと眠っている。

			　この一週間は平穏な日々だった。今夜も夫に優しく抱かれ、溢れんばかりの愛情の証を胎内に注いでもらったばかりだ。あの夜の出来事がすべて悪い夢だったのではないかと思えるほど。しかしあれは紛れもなく我が身に起きたことなのだ。夫に抱かれている間も、急に三沢のペニスの感触が思い出されてゾッとしたこともあった。心のダメージはなかなか消えるものではない。

			　ふと時計を見ると午前五時。数時間後にはまた夫は家を出る。今度も香港へ二週間の出張だ。会社のことはよくわからないが、これも三沢の仕組んだことなのかもしれない。だとすれば何らかの罠を仕掛けてくる可能性があった。

			「あなた……」

			　何度も相談しようと思ったが打ち明けられなかった自分の弱さが呪わしい。

			　それに空白を埋めようと情熱的に求めてくる夫の姿を見ると、それに応えたいという気持ちに流されて、とても三沢のことを話す気にはなれなかった。夏美自身も夫に抱かれることで忘れたいという弱さがあったのかもしれない。

			　さらに「涼子が和姦だと証言すれば警察も動かないさ」とうそぶいた三沢の言葉が、夏美の行動力を縛っていた。確かに警察は男女の問題に首を突っ込みたがらない。恥をかいたうえに結婚生活まで破壊されてしまう危険性も十分にある。

			「そうだわ。まずは涼子さんを……」

			　敵の手に堕ちている涼子を救出し立ち直らせることができれば、警察に訴えて反撃することもできるだろう。そのためには、悪鬼たちの懐に飛び込んで涼子と接触し、凍りついてしまった心を少しずつ解きほぐしてやるしかない。

			「私は負けないわ」

			　女の弱みにつけ込んで食い物にする悪党をこのまま野放しにしてはおけない。あまつさえ、娘のヒカルにまで手を伸ばすようなことを言う輩を絶対に許しておけなかった。

			「ヒカル……ママが守ってあげるわ」

			　決意を新たにする夏美。カーテンの向こう、空が白み始めていた。

			


			　数時間後。

			　夏美と誠司は空港に向かうＫ線の駅のホームにいた。夏美の予想通り三沢から連絡があり、空港まで見送りにいくことになったのだ。

			「夏美が見送りに来るなんて、ちょっと恥ずかしいな」

			「最近出張が続いているから……その……寂しくて……」

			　苦し紛れの言い訳だったが、何も知らない誠司はまんざらでもないらしく、照れくさそうに頭を掻いている。

			「それに二人っきりで出かけるなんて最近なかったし……」

			　娘は涼子が預かってくれている。もちろんこれも三沢の命令だ。

			「それにしても……ちょっと派手じゃないか」

			　愛妻の容姿を見ながら眩しそうに目を細める。

			「そ、そうかしら……」

			　ドキッとしたように夏美は身をすくめた。身につけているのは白のノースリーブワンピースだが、生地が薄い上に身体にぴったりと貼りつくデザインなのでボディラインが露骨に浮かび上がっている。背中は大きく開いて白い肌を露わにし、裾も膝上二十センチといった短さで、艶めかしい太腿を晒している。

			　それだけでも十分すぎるくらいにセクシーなのだが、さらに胸元が大きく開いて深い胸の谷間を惜しげもなく晒す。たわわな双乳の頂点はポッチリ尖って、美貌の人妻がノーブラなのだと周囲にアピールしていた。娘がいる二十九歳の人妻が着るにはかなり過激で、当然周りからもチラチラとのぞき見るような視線がまとわりついてくる。

			「こ、これくらい最近は普通よ。私もまだまだ若いんですもの。テニスウェアのスコートなんてもっと短いわ」

			　もちろんそれは三沢から事前に送られていたモノだ。まさか夫の前で身につけることになるとは思っていなかっただけに恥ずかしさも一ひと入しおだった。そこへ───。

			「お、倉木君じゃないか」

			　わざとらしく手を振りながら三沢が現れた。

			「部長。どうされたんですか」

			「得意先で不祥事が起きてね。いつも通りの火消し役だよ」

			　手にした旅行鞄を揺すってみせるが、もちろん偶然を装った芝居である。中身は出張道具などではなく、女を責め苛むための様々な淫具が入っているのだろう。

			「ところでこちらは……」

			「家内です。以前部長の下で働いていましたから、面識はあるかと」

			「ああ、覚えているよ。優秀な部下だったので辞めてしまったのは残念だったが、二人が結婚していたとはなあ」

			「紹介が遅れて申し訳ありません」

			　白々しい三沢の会話を夏美はジッと聞いている。相手が何を狙っているのか、想像がつかなかった。夫が出張にいって夏美一人になったところを狙ってくると思っていたのだが、どうやらそうではないらしい。夏美が考えあぐねている間に、列車がホームに滑り込んできた。

			


			　車内はかなり混んでおり、夏美は夫と三沢に挟まれて動けない状態だった。

			「大丈夫かい」

			　振り向くようにして誠司が声をかけてくれた。頼もしい夫の背中に身体を寄り添っていると心が安らぐが、今の自分の恥ずかしい格好を考えるとドキドキと心拍が速くなる。

			「え、ええ。大丈夫よ、あなた」

			　優しい夫の声に勇気づけられるが、背後にいる三沢の存在が気になって仕方ない。今はまだ手を出してこないが何かを企んでいるはずなのだ。

			「困ったもんだ。こうも混雑していては身動きが取れないよ」

			　三沢がじわりと身体を寄せてきた。お尻や背中が憎い男の身体とぴったり密着すると、ふしだらな欲情が染み込んでくるような気がして、嫌悪感で鳥肌が立つ。

			　さらに体温の高い掌が尻タブをまさぐり始めたではないか。

			（こ……こんなところで……）

			　三沢の意図を感じ取り、夏美は戦慄を覚えた。公共の場所で晒し者にしただけでなく、車内で痴漢プレイをしようというのだろう。しかも夫がいるすぐそばで！

			「せいぜい気づかれないように頑張るんだな、奥さん」

			　耳元で囁いたのは佐藤だった。いつの間に近づいてきたのか。佐藤が脇を固め他の乗客の視界を遮る役割をしていた。

			（なんて卑劣な男たちなの）

			　今すぐにでも逃げ出したいところだが、完全に身体を挟まれていては脱出できそうにない。こんな格好で痴漢だと声を上げても自業自得と笑われるだけだろう。

			「大人しくしているんだぞ」

			　乳房がギュッと鷲づかみにされ、夏美は必死に悲鳴を噛み殺す。ワンピースは薄手なので直接触られたのと変わらない感触だ。さらに横からも手が伸びて太腿やお尻をいやらしく撫で回し始める。

			「一週間私に抱かれなくて、相当欲求不満が溜まっているんじゃないか」

			「うう……」

			　ゆっくり指が乳肉に食い込んできた。まるで五本の灼けた釘を撃ち込まれたように胸が熱くなる。凌辱を受けてから鋭敏さを増し、常に胸が張ったような違和感があった。しかもそれは日に日に大きくなっている。

			「昨夜も夫に抱かれたんだろう？　でもあまり満足できなかったんじゃないかね」

			　三沢の言う通り、レイプの記憶がちらついて夫とのセックスに集中できなかった。誠司は満足したようだったが、夏美はエクスタシーに達することができないでいた。

			　それが結果的に熟れた人妻の肉体をより一層熟成させることになり、夏美自身が驚くほど性感神経を敏感にさせていたのだ。

			（ああ……む、胸が……）

			　乳房の中を熱い血潮が駆け巡り、やがて熱流はその頂点へと昇っていく。早くも乳頭が膨らみ始め、ワンピースの上からもハッキリわかるほど痼ってしまう。

			　そして変化は胸だけにとどまらない。撫で回される尻タブがカアッと熱く火照り始め、手指を滑らされる太腿もピリピリと神経を昂らされていく。さらに電車内という公共の場所で責められる異常な状況が、徐々に理性を蝕む。

			（どうして……こんなに……）

			　あの一週間の調教でここまで身体を淫らに変えられてしまったのだろうか。そう思うと暗然とした気持ちになる。

			（あ、あなた……）

			　すがるように愛する夫に視線を向けるが、広い背中は何も応えてはくれなかった。見捨てられたような気分になって、それがますます不安を増大させる。

			「こういう場所で責められるのも昂奮するだろう」

			　三沢の片手がワンピースの裾に指をかけ、そのままジワジワと持ち上げ始める。すぐにほの白い尻タブが露わになり、続けて深い谷間が姿を現す。当然夏美は下着を穿いていなかった。

			「ひっ……ああ……や、やめて……」

			「おお……すげえな」

			　ノーパンの白桃を見つめて、佐藤は溜め息混じりの声を漏らす。マンションでの凌辱で散々拝ませてもらっていたが、白昼の電車内で見ると色気が数倍増すから不思議だ。昂奮を滲ませた視線がギラギラ光って人妻の腰を視姦する。

			　二つの肉丘は脂が乗ってムチムチだ。そのくせ臀筋が引き締まっているため尻の谷間も驚くほど深い。その下に続く白い太腿もむしゃぶりつきたくなるほどセクシーで、熟れた女の魅力を充満させている。

			「言いつけは守っているみたいだな」

			　期待に応えるようにワンピースの裾がさらに捲り上げられた。

			「ぁっ！」

			　縦長の臍が出るほど捲られ、なだらかな下腹のラインや濃いめの陰毛が飾る恥丘までもが暴き出されてしまう。外気に触れた股間がスウッと冷えて、隠すものが何もないことを自覚させられた。

			（こんな……う……うそ……）

			　滅多に日にあたらない女の白い肌は、混雑の中にもハッキリと目立つ。周りの乗客からは一メートルも離れていないので、もし目線を下に動かす者がいれば、この露出狂のような姿を見られてしまうのだ。まさかそこまでされるとは思っていなかっただけに、夏美は軽いパニックに陥った。どうしていいかまったく頭が働かず、ただただ身体を硬直させた。

			「ワレメちゃんが丸見えだぜ」

			「電車の中でオマ○コを晒して、どんな気分かね」

			　囁かれるたびにゾクゾクとうなじが震える。涼子の部屋でストリップさせられたときを数倍上回る激烈な羞恥が、貞淑な人妻を狂わせていく。目の前に桃色の霞がかかって景色がユラユラ揺れる。現実感が希薄になり、淫夢の続きなのではないかと思えてきた。

			　しかし全身を這い回る男たちの視線と指が、これは現実なのだと伝えてくる。

			「電車内で下半身丸出し。露出マゾの夏美君には、最高の気分だろう」

			「ち、ちがいます……私はそんな女じゃ……あううっ！」

			　尻タブを掻き分けて侵入した三沢の中指がクレヴァスの底を探り当てる。異常すぎる事態に身体も過剰反応したのだろう、そこはしっとりと潤い始めていた。

			「フフフ。やっぱり濡れているぞ」

			　夏美にとって死刑宣告とも言える台詞を囁きながら、指先をジワジワと沈めていく。

			「あ……あぁ……いやっ」

			　膣洞を垂直に這い上がってくる指の感覚に、夏美はたまらず声を漏らしてしまう。神経が過敏になっており、節くれ立った指の形まで感じ取ってしまいそうだ。

			「どうかしたのかい？」

			　妻の異常にようやく気づいたのか。誠司が首を回して声をかけてきた。顔しか見えていないだろうが、夏美にとっては心臓が凍るほどのスリルだ。

			（あなた、見ないで！）

			　少しでも剥き出しの下半身を隠そうと、夏美は太腿を摺り合わせ、へっぴり腰に腰を引いてしまう。しかしそれは三沢の思うつぼで、緊張した膣肉は男の指を締めつけてしまい、目眩がするような快感を子宮に感じてしまう。

			（あ、あ……こんな……）

			　下半身を丸出しにされ、他の男にオモチャにされている姿を夫に見られているのではないかという恐怖が、ますます被虐の情感を煽ってくる。

			「ああ……な、なんでもないの……ちょっと……あ、足を……踏まれて」

			　しどろもどろに言い訳をする夏美。その間も三沢の指はどんどん深く侵入し、ついに子宮口にまで達した。夫のためだけにある神聖な生殖器官を冒涜するように、指を押し当て指紋を残していく。

			「ン……ンン……ムッ……ゥッ」

			　子宮の底に弾ける快美に声が漏れそうになるのを、夏美は両手で口元を覆って必死に抑え込む。羞恥と同時に味わう肉の快感がこれほど増幅されるとは思いもよらなかった。

			（こんなこといやなのに……どうしてなの……？）

			　自分が自分でなくなっていくような、自分でも知らなかった自分が目覚めるような妖しい昂奮。何かが着実に変わりつつあることを予感させられて、夏美は狼狽えることしかできない。

			「へへへ。なかなか頑張るな」

			　佐藤の手がクリトリスを弄び、三沢の手が乳房を捏ね揉む。ビリビリと静電気のような快美感が、何倍にも増幅されて快楽神経をショートさせる。全身の性感帯が燃え上がり、細胞という細胞が発情させられていく。

			「ほう、また濡れてきたぞ」

			　二本の指で蜜壺を掻き混ぜながら三沢がニヤリと嗤った。指にまとわりつく熱い滴りが、さらに濃密なモノに変化していた。明らかに夏美が快感を感じ始めている証拠だった。

			「あう……う、嘘です……私は……そんないやらしい女じゃ……」

			　夫に聞かれないようにヒソヒソと会話を続けるだけで、後ろめたい背徳感がこみ上げてくる。耳たぶを撫でていく男たちの吐息にゾクリとうなじが震え、ますます夏美の抵抗を奪っていた。

			「乳首もコリコリ、クリトリスもピンピンだ。感じてないなんて言わせないぜ」

			　玩弄の手がさらに勢いを増していく。無数の快楽の鍼を直接神経に刺されているようで、夏美は声も出せない快楽地獄に身悶え続けた。

			「夫の前でこんなに濡らしていいのかね。今にも気をやりそうじゃないか」

			　調教の手応えを感じ、三沢は満足そうに嗤いながら指を抜き差しさせる。

			（ああ……あ、あなた……）

			　夫の背中をもう一度見つめる。この世で唯一愛する男性。どんな時も、何があろうと一緒に生きていくと決めた。その夫を裏切るようなことは絶対にしてはならない。

			（誠司さん……夏美はきっと、耐えてみせるわ）

			　唇を強く噛み締め、萎えそうな心に鞭を打つ。ここで堕とされてしまえば、もう二度と夫の顔を見ることができなくなってしまいそうだ。

			（もうやめて！）

			　切れ長の二重が強い輝きを放ち、男たちを睨む。その眼はまだ死んでおらず、佐藤は一瞬怯んで、責めの手を止めてしまったほどだ。

			「フフフ。まだそんな顔ができるとは、それでこそ夏美君だ」

			　だが三沢は余裕綽々。旅行鞄の中から何かを取り出した。

			　他の客に見つからないようにそっと下に回し、人妻の聖域に狙いを定める。すでに潤いを湧かせてしまった秘園は、責めを待ち望むようにヒクついていた。

			「ああ……な、なにを……ひっ！」

			　押し当てられたモノの重量感に狼狽え、慌てて視線を下に向ける。そこには鈍い光を放つ黒い棒状のモノが握られていた。奥手の夏美でもそれが何かはすぐにわかる。直径四センチはあろうかという極太の男根型バイブレーターだ。硬い無機質なシリコンの責め具は、鋭角のカリや這い回る血管まで再現されており、指とは比較にならない破壊力を秘めているだろう。

			（まさかそんなモノを使うの？　こ、こんなところで？）

			　三沢の異常性に怯えると同時に、すでに火をつけられている自分の身体がどうなってしまうのか。恐ろしくてお尻がブルッと胴震いした。

			「いくぞ、夏美君。これに耐えられるかな」

			　三沢が力を込め淫具をねじ込んだ。ジュブジュブと湿った音を立てて、黒い疑似男根が人妻の秘所を侵略していく。

			「ぅあ……あぁ……そんな……ンああぅ」

			　下腹に広がってくる甘ったるい圧迫感に息が詰まった。バイブレーターは三沢のペニスよりも太いが、執拗な前戯で蕩けた粘膜は十分に拡張して野太いカリを呑み込み始める。

			（は、入って……きちゃうっ）

			　極太のカリに擦り上げられる柔襞に、おぞましい快感が波のように広がってくる。みっちりと隙間なく詰め込まれる充足感は、夫との性交では味わえなかったものだ。

			　傍若無人な悪魔の責め具は恐ろしいほどの深さに達し、肉体のみならず魂までも貫かれていく気がした。まさか電車内という公共の場所で、そこまでされるとは思っていなかっただけに、どうしていいのかわからない。

			（ああ、こんなところ……もし誰かに……誠司さんに見られたら……）

			　スリルに心臓は凍りつくが、一方でなぜか膣肉は燃え始めていた。牝蜜がジクジクと湧き出しては淫具をべっとりとコーティングしていく。

			「うまそうにくわえ込むじゃないか」

			　なんとか侵入を拒もうと締めつけてくる粘膜の蠢きを指先に感じ、三沢は昂奮で乾いた唇をペロリと舐めた。一週間前犯したときの感触を思い出しているのか、ズボンの前が張り裂けそうなほど勃起している。

			「今ここでぶち込みたいところだが……」

			　さすがにそれは無理だろうと、そのぶん張り型に情念を送り込み、勢いをつけて根本まで一気に埋め込んだ。

			「ぅんぐぅぅっ！」
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			　ズーンと直下からの突き上げを食らって、夏美は顎を反り返らせた。思わずヒールの足元が爪先立ってしまうほどの衝撃だった。声を押し殺すのも限界ギリギリで、喉が張り裂けてしまいそう。

			「もっと気分を出させてやる」

			　さらに佐藤がワンピースの胸元を掻き広げ乳房を露出させた。ほんのり赤く上気した乳果がブルンとこぼれ出る様はミルクの入ったバケツをひっくり返すような迫力だ。

			「ひっ」

			　矢継ぎ早の責めに頭が真っ白になり、何も抵抗できないうちに乳首にニップルクリップが装着される。小さなヘアピンに似た金属責め具に根本を締めけつられ、乳頭が見る見るぷっくりと膨らんでいく。

			「ンぁ……だ、だめ……」

			　感じやすい胸への責めは貞淑な人妻を牝に変えるスイッチだ。足元がおぼつかなり、夏美は夫の背中にしがみついてしまう。

			「ヒィ……ンッ！」

			　胸を隠すことはできたが、乳首が夫のスーツに擦られ、強烈な快楽電流に双乳が貫かれた。脊椎にまで届く乳悦で息もできないほど昂らされる。

			「おっぱいが感じるんだろ」

			　三沢は張り型を操って夏美の身体を夫の背中に押しつけるようにする。そのたびにニップルが擦られ、夏美を被虐の泥沼へと引き込もうとする。乳房と膣肉の快感が子宮を経由してリンクし、相乗効果で人妻の肉体を狂わせる。

			（ああ……胸が……あそこが……燃えちゃう）

			　相手が愛する夫であると思うと気持ちを張りつめることができなかった。心の壁が砂糖のように溶け崩れ、我を忘れて叫んでしまいそう。

			　次第に膝に力が入らなくなり、夏美はお尻を後ろに突き出すような格好で夫の背中にしがみついていた。それは責めを待ち望むかのようなポーズであり、嬲りやすくなったヴァギナに続けざまにピストンが撃ち込まれた。ドスンドスンと重く響く愉悦の波紋が身体中の神経を毛羽立たせ、官能曲線は急上昇のカーブを描く。

			「あっ……あっ……あぁぁんっ！」

			　血が出んばかりに唇を噛み締め、こぼれそうになる声を呑み込む。伸びきった膝の下でふくらはぎが痙攣し、爪先立ったハイヒールがカチカチと床を鳴らした。

			「ククク。俺にもしてくれよ」

			　佐藤は懊悩する人妻の片手をつかみ、股間に引っ張り込んだ。

			「ひっ!?」

			　そこには剥き出しの男根がズボンから突き出されており、夏美の手はそれを無理矢理握らされてしまった。灼けた鉄のような熱さと硬さに驚いて手を引っ込めようとしたが、男の腕力にはかなわない。

			「擦るんだ、奥さん。愛情たっぷりに頼むぜ。さもないと旦那に……」

			（ああ……いやよ！　あの人のそばでこんな……）

			　狼狽えながらも夏美はオズオズと手を動かすしかなかった。毒蛇のような亀頭はパンパンに膨れ上がり、独特の弾力を掌に染み込ませてくる。鈴口から漏れる牡汁が絡みついてくるのも気持ち悪い。夫の背中に寄り添いながら他人のペニスをしごいている自分に、激しい自己嫌悪を感じもする。だが節くれ立った巨根の幹を撫でているうちに、動悸がどんどん激しくなってくる。

			（なんて……熱くて……大きいの……）

			　昨夜夫に抱かれたばかりなだけに、その違いを生々しく感じ取る。掌自体が性感帯になったように、妖しい昂奮を喚起してくる。それと同時に一週間の監禁地獄を思い出し、身体の奥がジーンと痺れた。

			「夏美？」

			　背中越しに妻の動きを感じ取ったのか。誠司が後ろを気にし始めた。背中に押し当てられる柔らかな圧力は高級ソファの肌触りだろうが、それがまさか愛する妻の生乳の感触だとは気づいていない。

			「あ、ああ……あなた……」

			　今の姿を見られてはすべてが終わってしまう。恐怖で理性が僅かに回復し、夫を安心させようと夏美は無理矢理な笑顔を浮かべた。

			「揺れがひどくて……だ、大丈夫ですから……そのまま動かないで……はあはあ……背中を貸していて……ください……ンンっ」

			「そうかい？　それにしても顔が少し赤いような」

			「ああ……これは……あ、あなたと一緒にいられるから……う、嬉しくて……」

			　痺れるような快感に声を震わせながら言い訳すると、誠司は照れくさそうにそのままの姿勢を維持してくれた。まさか愛する妻がすぐ後ろで痴漢責めに遭っているなど思いもよらない。

			（あなたごめんなさい……）

			　仕方ないこととは言え、夫を欺いてしまったことに胸が張り裂けそうな背徳感を感じる。だが必死の人妻を嘲笑うように膣肉を抉ってくる張り型の動きが激しさを増していく。

			「夫がそばにいるから昂奮しているんだろう。悪い女だ」

			　子宮口をグリグリと小突きながら三沢が囁く。うなじや耳たぶにも粘っこく唇を這わせ、淫気を吹き込んでくる。

			「電車の中で俺のチンポを握らされて昂奮しているんだろう？」

			「ああぁ……そんなこと……ないわ……」

			　囁かれる言葉が耳孔をくすぐり、鼓膜を舐め、脳に染み込む。まるで媚薬を注がれたように頭の中が燃えて火の海になる。産毛が一斉に逆立って、うなじがゾワゾワしてきた。

			　張り型を抜き差しされる柔襞も火がついたように熱くなっていた。夥しい花蜜を溢れさせながら、淫虐な責め具に絡みつき、もっと奥まで呑み込もうとする。佐藤に撫で回される太腿の内側は、溢れた熱蜜でグッショリ濡れてしまっている。

			　いつしかペニスを握らされた手も、スムーズに動いていた。中指と薬指と親指がリングを作り、鉛色の陰茎から亀頭に裏にかけて、丁寧な往復を繰り返す。時折勃起に痙攣が走ると、男を悦ばせているんだという実感がこみ上げてきて、なぜか胸がときめいた。

			　それに加えて夫の背中に擦りつけている双乳が、甘く鋭い疼きを訴えてくる。最初は男たちに押しつけられてやむを得ない状況だったのだが、今や夏美が自ら擦りつけている状態だ。白い背中が背筋の溝を刻んでしなるたび、柔らかな乳脂肪がムニュムニュと押し潰され、そこに生じる快感の火花に目の前が赤く霞んでいく。

			　ボリューム満点の媚巨乳はマシュマロのように様々に姿を変え、背中から見ても身体の脇からはみ出して見えるほどだ。

			（ああ……どうすればいいの……）

			　夫の背中の逞しさや、男らしい匂いを感じると愛おしい気持ちで胸がいっぱいになる。子宮に甘く絡みつく淫らな疼きは夫のペニスを欲している。それなのに、今くわえ込まされているのはおぞましい人工男根で、握らされているのは他人の勃起ペニスだ。湿った温もりが掌に染み込んできて、男の欲情が感染してしまいそう。

			　こんなことで感じてはいけないと思えば思うほど、子宮は被虐の炎に燃え上がり、腰が牡を誘うようにクネクネ揺れてしまう。夫への愛情を噛み締めながら、他の男に手コキ奉仕させられ、発情させられていく自分の身体が恨めしい。

			　そんな人妻の悩ましい姿を見ながら男たちはほくそ笑む。気が強くなかなか手懐けることができなかった夏美が、初めて自ら快楽を求めているのだ。夫の存在を利用した巧みな調教が、少しずつ人妻の矜持を溶かし崩しつつあった。

			「やはり人妻は夫のそばで責めるに限るな。このままイかせてやろう」

			　張り型が力強く撃ち込まれ、子宮が続けざまにズンズンと突き上げられた。さらに亀頭部が淫らな振動を始め、ブーンという重々しい快美の音色を胎内に響かされる。

			「んあ……あっ、あむぅっ」

			（だめ……こんなところで……あの人のそばで……っ）

			　どんなに逃れようとしても激しい責めが女体を狂わせる。腰が舞うようにうねり、野太い張り型をキュウキュウと締めつけてしまう。ここまで敏感な自分の身体が信じられなかった。

			　こみ上げてくる官能の波はいよいよ頂点に迫り、エクスタシーの予感に身体のあちこちで不規則な痙攣が起き始めた。胃までせり上がりそうな抽送を受けて身体が伸び上がり、爪先立ちのふくらはぎが吊りそうだ。

			「すごい濡れ方だ。かなり不倫マ○コらしくなってきたな」

			「夫の前で本物をぶち込んだらどれだけヨガリ狂うか。今から楽しみだぜ」

			　膣孔の周囲に指を這わせながら恐ろしい計画を囁く。だがそんな言葉もマゾヒズムの炎に灼かれる夏美にとっては強烈な媚薬で、佐藤の男根を握る手にも一際熱がこもってくる。

			「フフフ。周りを見ろ。何人か気づいているようだぞ」

			　三沢に言われてハッと顔を上げると、確かに何人かの乗客が好色そうな視線を注いできているではないか。

			（ああ……そんな……見られてる……）

			　その視線を感じた途端、真っ赤な落雷が脳天から爪先まで串刺しにした。

			　関わり合いになりたくないと思っているのか、このまま視姦を楽しみたいと思っているのか。絶世の美人妻が、半裸で痴漢され、手コキしているのをニヤニヤしながら見続けている。

			（み、見ないで……こんな私を……ああ……見ないでぇッ）

			　ゾクゾクと痺れるような露出の快感が背筋を舐め回し、貞淑な人妻を白昼の淫夢へ引きずり込もうとする。粘着質の視線が剥き出しの乳房や尻に突き刺さるのが、たまらない快美を呼び起こす。

			（も……もうダメ……身体が……言うことを聞かないぃ……ああ……誠司さんが、そばにいるのに……もうとまらないぃ〜〜っ！）

			　イヤイヤと首を左右に振るものの、熟れたお尻は三沢の責めにリズムを合わせて揺れている。自虐の乳悦を求めるように、胸を擦りつける動きも止まらない。クリップ責めで腫れ上がった乳首を夫の背中でコリコリと研磨するたび、心もまた削り落とされていく。手淫も精を欲しがっているかのようにピッチを上げていく。

			「ほれ、イクんだ。みんなに見られながら夫のそばでなっ」

			　背徳の毒蜜を纏った言葉と同時に張り型が最奥まで押し込まれ、子宮にズブリと食い込む。スイッチが最強にされ、強烈な激振動が夏美を揺さぶった。

			　ヴイィィィン！　ヴイィィィン！　振動波は子宮を貫通して卵管までも痺れさせる。まるで女にとって最も大切な器官を直接マッサージされているようだ。黒髪が乱れ舞い、身体が弓なりに反り返る。その拍子にニップルが夫の背中に思いきり擦り上げられた。

			「ひっ、ひいぃっ！」

			　乳房と蜜肉の快感が溶け合って一つになり、瞼の裏で紅蓮の火花を散らす。戦慄く牝襞が極太淫具に絡みついて、夥しい牝蜜が膣口からドプッと噴きこぼれた。

			「ほらよっ、奥さん」

			　一足先に達した佐藤が夏美のお尻に向けて射精する。灼熱の汚濁液が、象牙色の尻タブにベチャッと粘り着く。まるで焼きゴテを押されたような熱さにヒッと喉が軋む。ビリビリと高圧電流のような快感の稲妻が背筋を駆け上がって脳底を直撃し、頭の中が真っ白になった。

			「──────────ッ」

			　ビクンと腰が痙攣し、ロングの黒髪が跳ね上がる。脳内で無数の星が煌めき散って意識が弾き飛ばされた。指を噛み締めて悲鳴をなんとか抑えたが、それが限界だった。

			（あなた……）

			　夫へ詫びながら意識が被虐のエクスタシーに呑み込まれていく。一際大きな痙攣が駆け抜け、バイブを食いちぎらんばかりに締めつけた牝孔から再びドプッと熱蜜が滴った。

			「う……うぅ……ム」

			　意識がスッと途切れ、くずおれそうな身体を凌辱者がサッと抱きかかえる。

			「夏美……!?　ど、どうしたんだ？」

			　異変を感じて誠司が振り向いたときには、夏美は着衣も整えられて、どこか恍惚の表情を浮かべたまま三沢の胸にもたれかかっていた。

			「貧血みたいだ。私は飛行機の時間に余裕があるから介抱しよう」

			「部長、でも……」

			「大丈夫よ……あなた。ハアハア……あ、あなたに迷惑をかけられないわ……」

			　妻からそう言われると誠司は何も言い返せなかった。事実、時間的な余裕もなかったのだ。

			「わかった……それでは部長、夏美をよろしくお願いします」

			「ああ、任せたまえ。私が責任もって介抱するよ」

			　メガネの底の細い眼がギラリと光るのに、誠司は気づかなかった。

			


			　誠司を見送った後、夏美はすぐさまラブホテルに連れ込まれた。やはり電車内でさらに夫のすぐそばで絶頂させられたショックは大きかった。無理矢理責められたとはいえ、結果的に夫を裏切ってしまったのは間違いない。自責の念が重くのしかかり、さすがの夏美も魂が抜けた人形のようになっていた。全裸にされても、ほとんど抵抗らしい抵抗もできなかった。

			「派手によがったようだね。だがあんなオモチャじゃ物足りなかっただろう」

			「ああ、いや」

			　三沢に背後から抱きつかれ、四つん這いの姿勢を取らされる夏美。開ききった股間はバイブ責めに溶け、ぽってり充血した花びらに濡れたヘアが貼りついている。何かを欲しがっているかのように粘膜がヒクつくたび、蜜壺に溜まっていた淫蜜がトロトロと溢れて、牝の芳香をプンプン振りまく。上品で清楚な夏美からは想像もできないほど淫靡な姿だ。

			「お待ちかねのチンポだ。ぶち込んでやるぞ」

			　尻の合間を狙って三沢は獣のように猛った勃起を突き出す。

			「あなた……あ、あああぁっ！」

			　ほんの一時間前まで夫と一緒だっただけに、背徳感は大きい。悲しみと苦しみで胸が張り裂けそうだ。それなのに濡れそぼったクレヴァスは、貫いてくる肉杭を歓迎するように迎え入れ、甘襞を絡ませながら根本まで呑み込んでしまう。

			「奥までぐしょ濡れじゃないか。夫の前でオマ○コを濡らすとはたいした淫売だ」

			「言わないで……はぁああ……くやしい……ううぅンッ」

			　巨根に粘膜を引き裂かれ、夏美は喉をしならせる。玩具と違って、生の牡の感触は完熟の肉をざわめかせる。熱さ、硬さ、しなやかさなど、人工の淫具とはまったく違う。何より夫を出張に見送った直後に他の男に抱かれる背徳感が、子宮を熱くさせた。

			「おお。一週間ぶりの感触……むうぅ、こいつはたまらん！」

			　久々に味わう夏美の媚肉の感触に歓喜の声を上げながら、三沢が結合部に視線を注ぐ。むっちり成熟した下腹部に漆黒のヘアに飾られたクレヴァスが赤く口を開き、男根をくわえ込まされている光景は、なんともふしだらな印象を与える。ペニスに絡みつく蜜肉の締まりも、間違いなく最高レベルだ。夫だけに独占させるなど人類の損失にすら思える。

			「ハアハアッ、今からここを夫を裏切るほど感じる、不倫マ○コに仕込んでやるからな！」

			　一週間の空隙を埋めようとするかのように、三沢はいつになく激しく律動を撃ち込んでくる。

			「い、いや……くううッ……そんなのいや……あ、ああぁぁん」

			　口では拒否するものの、男に貫かれた牝腰はしっかりと繋がったまま逃げようとはしていない。膣孔からは新たな蜜が染み出してきて、浅ましくも男の陰毛を濡らしてしまう。

			（あなた……ゆるして……また夏美は……）

			　心ではまだ負けたつもりはない。いつか親友を救い脱出するチャンスが来るまで待つのだと今でも思っている。それなのに感受性が豊かすぎる肉体は、男根を埋め込まれるとどうしようもなく燃え上がってしまう。乱暴に犯されているというのに、男と結合された粘膜が感じ取るのは夫に愛されていたときと変わらない快感。いや、ひょっとするとそれ以上の……。

			（何を考えているの……夏美！　そんなこと考えてはだめよ）

			　萎えそうな気持ちを叱責し、淫らな妄想を振り払おうと頭を振る。しかし貫通された子宮に染みついた甘い疼きは離れてくれない。ジンジンと女体の最も奥深いところ焙る淫ら火に、心の中の大切なモノまで溶かされてしまいそうだ。

			「三沢さん、ペースが早いですよ」

			「む……そうだな」

			　佐藤にたしなめられ、昂奮しすぎていた三沢はピッチを抑えた。夏美が精神的にまいっている今こそ、焦らずじっくり責めるべきだろう。

			「淫乱な倉木夏美君のために今日は特別メニューを用意したよ」

			「ハアハア……ああ……なにを……」

			　責めを緩められて夏美は困惑の視線を投げかける。何もかも忘れ、そのまま一気に官能の頂点まで飛ばされたほうがどんなに楽だったろうか。

			「まずはこれだ」

			　例の催淫ローションを両手に取り、夏美の胸元に手を回す。

			「うぁ……またそんなものを……ああ……」

			　ギュッと双乳を鷲づかみされ、喉を震わせる。夫の背に擦りつけて悦楽を貪ってしまった乳頭は赤く腫れ上がってヒリついていた。そこに染み込む媚薬の効果は激烈で、早くも乳房が火がついたように熱くなる。

			「相変わらずいい乳だ」

			　掌にずっしりくる重量感を楽しみつつ指を食い込ませる三沢。

			「これだ。この感触。実に素晴らしい」

			「む……胸は……もう許して……ああ……」

			　電車内での屈辱体験が蘇り、夏美は文字通り胸が締めつけられる思いだ。あのとき異常な昂奮に襲われ、気がつけば自ら乳房を押しつけていた。ある意味自慰行為と言ってもよく、単にエクスタシーを味わわされたのみならず、強烈な敗北感を夏美の胸に刻み込んでいた。

			　乳への愛撫はその記憶に直結するだけに、これからも胸を責められるたびに、死にたいほどの惨めさを思い出すだろう。

			「フフフ。そうはいかん。私はこの乳さえあればいいんだ」

			　なおも執拗に乳を揉み、こね上げる。重く垂れ下がった白い塊が前へ後ろへとダイナミックに揺れるたび、乳房がどんどん張ってきた。先端は恥ずかしいほど尖りきり、そこから流れ込む乳悦のパルスが、乳管をくぐり抜けて乳腺の奥にまで達する。そのパルスはどんどん乳肉の中に蓄積され、マグマのように熱く乳脂肪を内側から焼き尽くそうとする。疼くような圧迫感がジワジワと拡がって、乳房自体がドクンドクンと心臓のように脈打っている錯覚に襲われた。

			（ああ……な、なんなのこの感覚……）

			　乳肉の中で乳腺がざわめいている。性の昂りに呼応して、身体の内側から何かがこみ上げてきた。張り裂けてしまいそうな、息苦しいような奇妙な感覚に夏美は狼狽してしまう。

			「この乳をもっと淫らに造り替えてやる。どこまで成長するか楽しみだ」

			　淫らな期待を込めた指が乳脂の中にズブズブと埋まっていく。第二関節近くまで埋め込んで三沢は触診するように指を蠢かした。

			「ひっ！　ああぁぁっ！」

			　乳房の感度も驚くほど上がっており、指の一本一本をはっきりと感じ取ってしまう。まるで十本のペニスを乳肉に埋め込まれているような感覚だ。

			「ふむ、もう少しと言ったところかな……」

			　意味ありげに呟きながら三沢は手を退いた。

			　ようやく胸を解放されて、夏美は「はぁッ」と火のように熱い息を長々と吐き出す。三沢に犯されている媚肉の感覚と相まって、人妻の身体は早くも火を点けられてしまった状態だ。これほどまでに快感に弱くなっている自分が情けなく惨めだった。

			「次はこいつで可愛がってやる」

			　佐藤が横からにじり寄り、新たな責め具を見せつけた。ガラスの筒のようだが先はラッパのように広がっており、もう一方にはゴム製の球体が取りつけられている。太いスポイトと言った外観だ。

			「こいつは搾乳器だ。子を産んだ奥さんなら見覚えがあるかもな」

			「さ、搾乳……器ですって……」

			　それは夏美も見たことがあった。母乳の生産が授乳量より多く胸が張りすぎたときに使うモノで、ヒカルが乳離れする頃には使用したこともある。母の愛情と関係深い器具まで卑猥な責めに使おうとする男たちに腹が立った。

			「そ、そんなもので……何をする気なの」

			「乳搾りの練習だ。いずれ奥さんは種付けが大好きな牝牛になるんだからな」

			「うう……だ、誰が牝牛なんかになるもんですか！」

			　牝牛呼ばわりされてさらに怒りの炎が燃え盛る。憤怒を気力に換えて、夏美は首を振り黒髪を波打たせた。『牝牛』という蔑称だけは、何があっても受け入れがたい屈辱の言葉なのだ。

			「その強がりがいつまで続くかな」

			　だが三沢の剛直ピストンが人妻の反抗をねじ伏せる。

			「うああぁンっ！　や、やめてぇ……んんっ……ふぁっ……っくぅン」

			　重く鋭い杭打ちに腰が浮き上がり、子宮が臍の裏側で跳ね回る。圧倒的な快感に子宮を支配され、女の弱さをいやというほど自覚させられた。

			「フフン、いきがってろよ。今にヒィヒィ啼かせてやるからな」

			　佐藤が右の乳房にガラスの責め具をあてがった。ラッパ状の広口の中に、乳頭の部分がすっぽりと収まる。冷たく硬い感触が冷酷な責めを予感させ、夏美は歯を食いしばる。

			「うへへ。いくぜ」

			　ゴム球をシュコシュコと押し潰すと、次第にガラス筒の中の空気が抜けて、強い陰圧が発生した。乳房の先が見えない手に引っ張られるように伸び、ガラスの中へ吸い込まれていく。左の乳房もすぐに同じように責められた。

			「う、ぁう……や、やめてッ」

			　痛みと快楽が混じったような感覚が双乳に染み込んでくる。まだ授乳を終えて間もないだけに、乳首を吸われる感覚は鋭く子宮に繋がっている。

			　吸引を受けるたび、甘美な刺激がキューンキューンと腹の底に響いて子宮が縮み上がりそうになる。その刺激に思わず膣肉が引き締まり、男根を締めつけてしまう。

			「乳を搾られてオマ○コが締まるとは。やっぱり夏美君は牝牛だな」

			「そ、そんなこと……はぁぅっ……ンっ！」

			　吸引をさらに強められ、乳肉が真っ赤に染まりながらガラス筒の中で伸びきる。

			　媚薬によって活性化した乳腺を吸い立てられていると、ふと娘に授乳していたときのことが頭を過ぎる。娘が飲みきれず、パンパンに張りつめた乳房の苦しさ。そこから母乳を搾乳器で吸い出されたときの解放感。その心地よさは夏美の最も幸せだったときの記憶と重なり、深層心理に深く刻み込まれていた。それが夏美の母性を揺さぶり、乳腺をさらに活性化させていく。

			「こりゃあいい。まるで鏡餅だ」

			　佐藤が揶揄する通り、搾乳器に吸われた部分が二段階の隆起となって、乳房の先に小さな乳房がついているように見えた。夏美にとってはかなりの苦痛で、乳肌に汗の珠が無数に噴き出している。

			「すごく柔らかそうな乳だぜ」

			　感心したように言いながら、佐藤が搾乳器を下に向けて引っ張り始めた。乳房が下向きの紡錘形に伸び、無惨に変形させられていく。

			「やめ……てぇ……お乳が……ンああぁっ」

			　乳房の先端をむしり取られそうな痛みに襲われ、夏美の表情が苦悶に歪む。もう限界だと思ったとき、キュポンッと音を立てて、唐突にガラス器は外れた。

			「ハアハア……うぅ……」

			　激痛は消えたものの、乳首と乳輪は充血して真っ赤に膨れ上がっている。皮膚も内出血を起こし、乳首を取り囲むように円形の赤い痣が残っていた。

			「まだまだこれからだぜ」

			　すぐに搾乳機をもう一方の乳房に押し当てる。シュッシュッと空気が抜かれ、再び乳房責めが始まった。

			「ああっ、も、もうやめて……ううぅん……吸わないでぇ……ッ」

			　激痛が乳房を襲い、とてもジッとしていられない。ピクピクと爪先まで痙攣が走り、背中に汗の珠がブワッと噴き出した。だが感じているのは痛みだけではなく、甘く妖しい疼きも乳房の中を駆け巡っている。乳腺の中、無数の小さな虫が這い回るような不気味さ。その奇妙な感覚は乳房の麓から徐々に頂に向かっているような気がした。その熱い脈流が乳頭を疼かせ、今にも弾けてしまいそうだった。

			（胸が……お乳が熱いぃ……）

			　切なげに眉をたわめ夏美は真っ赤に灼けた美貌を振りたくった。繰り返される吸引と解放、苦痛と快楽がミルフィーユのように夏美の胸中に積み重なる。これ以上吸われたくないという気持ちと、もっと吸われたいという気持ちが激しく交錯する。そのどちらが本当の気持ちなのか、もう自分でもわからない。

			「ああ、む、胸が……うぅっ……こ、壊れちゃう」

			　快感と痛苦が豊満な乳房の中で絶妙にブレンドされ、淫らな炎を次々に灯していく。なんとか淫虐な責めから逃れようと乳房をブルブル揺さぶるのだが、吸着した搾乳器はピッタリ吸いついて外れない。

			「やっぱり奥さんは胸が弱点だな」

			「電車の中でダンナの背中に擦りつけて楽しんでいたくらいだからな」

			「ああ……ち、ちがいます……あ、あれは……あなたたちが押したから……」

			「嘘をつくんじゃねえよ。それっ」

			　チュポンッと搾乳器が力任せに引き剥がされ、解放されたＦカップ乳房がバネ仕掛けのように上下に弾んだ。

			「あああっ!!」

			　胸を反らせて夏美は絶叫した。乳から放たれた電撃が次々に子宮に落雷する。痛いほど疼く子宮を三沢の男根がこれでもかと突き上げてくる。すると今度は子宮から快美の火柱が燃え上がり、乳房を内側から焙った。二つの性感帯を直結されて、切なさと昂奮がせめぎ合う。シーツを握り締めた拳がワナワナと震えた。

			「その乳の中には夏美君のいやらしい牝牛の本性がいっぱい詰まっている。そいつを私が解き放ってあげよう」

			　上下から挟み撃ちで責められ、子壺がカアッと熱くなる。まるでお腹の中に溶けた鉄を流し込まれたようだった。

			「はあっはあっ……私は……う、牛なんかじゃない……んあぁあぁん」

			　牛呼ばわりされて悔しいはずなのに、以前ほど怒りが湧いてこない。それどころか惨めな気持ちが募るほど、男根に寄り添う肉襞からジクジクと熱蜜が染み出すのが自分でもはっきりわかる。夫に抱かれたときもこれほど濡らしたことはなく、一体自分の身体はどうなってしまったのか、狼狽えるばかりだ。

			「おお、また濡れてきた……おや」

			　溢れ出る花蜜を見やって、三沢がメガネのレンズを光らせた。透明な人妻の潤いに混じって白く濁った粘液を見つけたのだ。

			「ほう、これは……どうやら倉木君の精液のようだな」

			「ああ……っ！　いやあぁぁっ！　み、見ないでっ！」

			　夫婦の夜の営みまで暴かれて夏美の頬が真っ赤に染まった。ティッシュで一応の清掃はしていても中まではしていなかった。

			「どれどれ、本当だ。結構出てくるな」

			「昨日は倉木君も頑張ったんだろう。フフフ」

			　結合部をのぞきながら男たちが嘲笑する。羞恥におののく秘唇がキュッと窄まり、肉棒との合間から新たなザーメン混じりの蜜を溢れかえらせてしまう。

			「昨夜はダンナと何回やったんだ？」

			「うう……あ、ああぁ……」

			　搾乳器の空気を抜きながら佐藤が迫る。充血した乳首がさらに勃起させられ、完熟したミニトマトのよう。今にも果汁が噴き出しそうな有様だ。初めは痛いだけだったのに、マゾの情欲に冒された肉体には、搾乳にも密かな悦びを感じてしまう。

			「答えるんだよ、夏美君」

			　三沢も膣肉をドスドスと抉って詰問する。過酷で甘美な拷問が人妻の矜持を打ち砕き、隷従の悦びを教え込む。こらえきれず夏美は唇を開いてしまう。

			「んっ……くっ……はああ……さ、三回……三回です……」

			　屈辱まみれの台詞を口にすると、佐藤がヒュウッと口笛を吹く。

			「三回とはハッスルしたな。どうりで、後から後からザーメンが出てくるわけだ」

			「夫の精液をオマ○コに溜めたまま他の男とセックスに励むとは、さすが不倫マゾだぜ」

			「ああ……恥ずかしい……あなた……」

			　淫らな告白をさせられ胸が切り裂かれる。夫婦の秘密をばらしてしまうことも貞淑な人妻にとっては背信行為なのだ。

			「奥さんは牝牛だから種付けに励むのは結構だがね。私にとっては邪魔な子種だ」

			　僅かに声が震えているのは激しい嫉妬なのだろう。三沢は鬼の形相で夏美の腰をガッシリ固定した。

			「全部掻き出してやろう」

			　宣言するや、強烈な前後運動で責め立ててきた。子宮をズンと押し上げるほど最奥まで亀頭を突き入れた後、発達したカリで柔襞を刮こそぐようにしながら後退させる。単純な往復ではなく、膣洞の隅々まで引っ掻くように、腰をローリングさせながらの抜き差しだ。執念とも言える三沢のねちっこい責めで、膣口からドロドロと泡立つ粘液が溢れ出してきた。

			「あ、ああっ！　いや、やめて……あなたぁっ」

			　愛する夫の精液が掻き出され、奪われていく。夫との愛の証まで消されていくような気がして、夏美は絶望の悲鳴を上げ続けた。

			「だめぇッ、あの人の……取らないで……取ってはいやッ……あ、ああぁっ！」

			「安心したまえ。すぐに私の子種を注ぎ込んでやるからな」

			「そ、そんなのいやよッ！」

			　おぞましい言葉に目の前が暗くなる。夫の精を奪われたばかりか、憎い男の精液を注がれてしまうのだ。これほど屈辱的なことがあるだろうか。だが三沢の動きは快楽も同時に送り込んでくる。絶望に震える心に、おぞましいマゾの悦びが忍び込んでくる。

			「よかったじゃねえか、奥さん。たっぷり種付けしてもらえてよ」

			　赤く腫れ上がった乳首をいびりながら佐藤が嗤う。搾乳器の責めでニップルは普段の倍近く膨らんでいた。それを人差し指と親指で挟み、本物の乳搾りのようにシュッシュッとしごきまくる。他の指は柔らかな乳肉全体を包み込むようにマッサージしてくる。

			「こうされると、本当に牛になったみたいだろ」

			　それまでの搾乳器の責めがきつかっただけに、指での愛撫は気が遠くなりそうなほど心地よかった。

			（ああ……お乳が……張って……る）

			　乳腺が内側から沸々と膨れ上がり、乳房全体が柔らかさを失うほど硬く張りつめている。それを優しく揉みほぐされ、圧迫感を和らげられて、このままずっと揉まれていたいとすら思ってしまう。

			「ううぅむ……だめ……あ、あっ……う、牛なんて言わないでぇッ」

			　悔しくてたまらないのにもう相手を睨む余裕もない。夫の精を奪われたことで、気力まで吸い取られてしまったような気がした。

			「乳も大きくなってきたような気がするぜ。この調子ならバスト一メートル超えも夢じゃないぞ。ダンナが戻ってきたら爆乳を見て驚くだろうぜ」

			「そ、そんな……あ……あぁ……ン」

			　根本から先端に向かって指を動かされるたび、本当に母乳を搾られているような錯覚に陥る。今や乳肉は牝の発情器官に成り下がり、凌辱の強力な助っ人と化していた。肺腑に、心臓に、動脈に……いやらしくなれ、いやらしくなれと淫気を擦り込んでくる。文字通り身内に裏切られて、夏美はもう気が狂いそうだった。

			「いい反応だ。これなら今日にも母乳が出るようになるかもな。フフフ」

			「ああ……いや、そんな……あぅ……私をどうするつもりなの……」

			　一体どこまで身体を弄べば気が済むのか。悪魔のような発想に寒気すら覚える。

			　確かに授乳期間が終わって間もない身体なのだ。刺激を受け続ければ、再び母乳が出るようになっても不思議ではない。そう言われればあの一週間の監禁調教の後から、乳房が重くなったような気がしていたのだ。

			（あ……あなた……助けて）

			　夫のいない間に一メートルを超えるまで豊胸され、母乳が出るように改造される。そんな淫らな身体では夫を迎えられない。それこそ結婚生活が破壊されてしまうかもしれなかった。

			「早く乳牛になれるように、もう一回搾ってやれ」

			「もう、もうやめてッ。それはいやですッ！」

			　佐藤が再び搾乳器を胸に当ててくるのを見て、夏美は魂を削るような悲鳴を上げた。媚薬の染み込んだ乳房の中に、張りつめるような切迫感がドクンドクンと高まっている。これ以上胸を責められたら母乳が噴き出してしまうのではないかという恐怖が、夏美を錯乱寸前に追いつめていく。だがその一方で、双乳を苛む内なる暴圧から解放されたいという気持ちもあった。

			「乳搾りの乳ちち牛うしになるか、種付けの肉牛になるか。どちらがいいかね？」

			　三沢が腰をねっとり動かし、蜜壺をこね回す。ペニスのすべての表面粘膜で人妻の肉の感覚を楽しむ。

			「うう……あぁ……ど、どっちも……いやよ……あっ、ああっ」

			「選択権を私に委ねるなら、両方同時ということになるぞ」

			　究極の選択を迫りながらズブッズブッと長大なストロークを撃ち込んでくる。ギシギシとベッドのスプリングが安っぽく軋み、夏美の乳房も前へ後ろへと大きく揺さぶられた。徐々に背筋がしなっていき、艶やかな黒髪が背中からサラサラと流れ落ちていく。

			「出張中に女房が孕んだと知ったら、どんな顔をするかな」

			「はあぁ……ああぁん！　いや……いや……あなたぁ……っ」

			　胸にコンプレックスを抱いていた夏美にとって、乳牛にされるなど最大の屈辱である。しかし、このまま三沢に種付けされるのも絶対に避けたい。あの一週間の調教のときは安全日だったが、今はどうなるかわからない。万が一妊娠してしまったら、夫婦生活は完全に破滅なのだ。

			（ああ……あなた……夏美はどうすればいいの……？）

			　いくら考えても答えは出ず、堂々巡りを繰り返す。しかしこうしている間にも三沢の呼吸は荒ぶり、快楽の頂上へ着々と進んでいくのだ。

			「そろそろ射精するぞ。フフフ、ばっちり孕ませてやろう」

			「ああ……わかったわ……わかったから……やめて……な、中には出さないで」

			「何がわかったんだ？　奥さん」

			　脅かすように搾乳器を突きつけられ、夏美は震える唇を開いた。

			「うう……好きなだけお乳を……責めればいいわ……」

			「そんな言い方があるか。こういう風に言うんだ」

			　三沢に淫語を吹き込まれ、夏美は耳まで赤くなる。しかし種付けを回避するには言う通りにするしかない。

			「うう……倉木夏美は……三沢さんに乳ちち牛うしとして飼われます……ハアハア……もっと……この馬鹿でかい、いやらしい牝牛のお乳を責めて……ミルクが出るまで……調教してください……」

			　言い終わると夏美は美貌を歪め、恥辱の涙を浮かべた。あまりの悔しさに、握り締めた拳が白くなっている。それは単に言葉だけの問題ではない。夏美の中で、何か大切な心の支えが打ち砕かれてしまった。

			「フフフ。ついに牝牛だと認めたな」

			　夏美にあれほど嫌がっていた『牝牛』という言葉を受け入れさせ、三沢は胸のつかえが取れた気分だ。少しずつ気丈な夏美を攻略していく実感が血液を沸騰させ、海綿体が燃えそうなほど熱く勃起していく。

			「では、願い通り。乳牛に調教してやろう」

			　三沢はズルリと勃起を引き抜いていく。淫蜜にまみれた剛棒は真っ赤に充血し、湯気を立てんばかりに発熱している。

			「いくぞっ」

			　返す刀で突き出された切っ先は、再びズブズブと人妻の蜜壺に埋まってきた。

			「ひっ!?　そ、そんなぁ……そこはしないって……」

			「最後は外に出してやる。安心しろ」

			「あ、あああっ！　そんな……そんなのだめぇ」

			　いくら外に出すと言われても、安心できるわけがない。ゴムも着けていない生の肉棒が抜き差しされているのだ。いつ暴発するかわかったものではない。

			「いつ妊娠するかわからずにドキドキするのもいいものさ」

			　うそぶいた三沢が猛然と腰を振り始める。あの反抗的だった夏美を徐々に従順な奴隷に変えているという手応えが、サディスティックな昂奮を煽ってくる。

			「それ、それ、それっ！　いいぞぉ……出てしまいそうだ」

			「あ、ああぁ……だ、だめ！　抜いて……抜いてぇ……ああぁン！」

			　妊娠の恐怖に背筋を凍らせながらも、こみ上げてくるマグマのような肉悦に抗えない。瞳は情欲に潤んで焦点を失い、しっとり濡れた唇から犬のように舌が突き出され、アァンと甘い喘ぎが途切れなく漏れ続ける。いつもの理知的な表情は消え、悦楽にとろけた淫婦の顔に変えられていく。

			「ダメと言いながら、きゅうきゅう食い締めてくるじゃないか。本心は種付けされたいと思っているんじゃないか」

			　禿げ上がった額に汗を光らせながら、美貌の人妻の秘園を貫く。

			　妖艶にくねる肩越しに表情を窺えば、切なげに瞼を閉じ、必死に快楽を拒否しようとしているのがいじらしい。そのくせムチムチの尻は快楽の魔手を振り解けず、三沢と息を合わせリズミカルに揺れているのが愉快であった。

			　絡みつく粘膜は蜜のように甘く、蝋のように熱い。どこまでも男を迎え入れる柔軟さを持ちながら、食いちぎらんばかりの収縮力も併せ持つ。犯せば犯すほどその味は深まるのか、一週間前を遙かに凌ぐ快感を与えてくれる。この先どこまで成長するのかと想像するだけで、剛棒は鋼のように反り返り、射精の欲求がペニスの根本をくすぐってくる。荒ぶる獣欲に従って腹筋を尻肉に打ちつけるたび、パンパンと淫靡な肉音が響いた。

			「んく……そんなこと思ってないわ……ああっ！　深いぃ……あうぅン！」

			　身体ごと揺さぶられる激しさに、もう声を抑えることもできない。湯上がりのように汗に濡れた背中が、山になり谷になりしながら、男の律動を受け止める。夫との情交の記憶が残っているだけに、淫のパワーの違いに圧倒されてしまう。

			　そして三沢の言った通り、いつ射精され、妊娠させられるのではないかという背徳感とスリルが子宮口を甘く痺れさせ、被虐の炎に油を注いでくるのだった。

			「へっへっへ、いい顔になってきたな」

			　佐藤が顎をすくって美貌をのぞき見る。

			　眉をたわめた切なげな表情はセクシーで、瞳にもいつもの輝きがない。赤みが差した頬は汗の粒を宝石のように光らせ、半開きの唇の隙間から真珠の歯と桃色の舌がのぞき見える。それは被虐の情感に酔いしれたマゾ奴隷の表情に、凌辱者たちの眼には映った。

			「ほら、もっと言うんだ。牝牛にしてくださいってな。さもないと種付けだぜ」

			　搾乳器が左右の乳房にピタリと押し当てられ、夏美は「ああッ」と絶望の吐息を漏らした。子宮を人質に取られた状況では、もはや言いなりになるしかない。

			「ああ、お乳を……調教して……夏美を……牝牛に……して……」

			「ククク。乳を搾られながら種付けされるなんて、乳牛の奥さんとしては最高の気分だろ」

			　シュコシュコと空気が抜かれ、凶暴なガラスの責め具が乳房に食いつく。見る見る乳脂肪がガラス筒に吸い出され、無惨な三段バストが完成する。

			「んふぅ……うあ……ああ……だ、だめぇ……種付けはだめぇッ」

			　伸びきった双乳の先から根本まで、快楽の針が串刺しにする。乳頭に凝縮する血液が熱くて、ヤケドしてしまいそうだ。限界以上に勃起させられた乳首は、親指の先ほどに膨れ上がり、ガラス管の中でピクピク震えている。今にも何かが溢れ出してしまいそう。

			　夫の優しい愛撫とはまったく違う荒々しい責めなのに、愛情どころか家畜のように扱われているのに、どうしてこんなに感じさせられてしまうのか。自分で自分がわからなくなる。

			「もっと何度も言うんだ」

			「あ……あ……な、夏美は……牝牛……です……ンああ……夏美は……いやらしい……ち、乳牛です……あ、ああぁ……お乳が……熱いぃ……はあぁあっ」

			　抵抗の気力を最後まで搾り取られてしまったように、とろける媚声で夏美は『牛』という言葉を繰り返した。

			（どうして……なの……？）

			　あれほど嫌っていた言葉なのに、言わされるたびにゾクゾクとうなじが震え、背中が総毛立つ。女としての矜持や誇りといったものが失われていくことが、なぜこんな情動を呼び起こすのか。それがマゾヒズムの萌芽なのだと気づかぬまま、夏美は官能の迷宮を彷徨い続ける。淫語の合間に切迫の息遣いを繰り返し、もっと搾ってくれと言わんばかりに双乳が突き出される。

			「フフフ。その調子だ、夏美君」

			「あ、ああぁっ！　夏美はぁ……め、牝牛です！　乳牛ですぅ……んふぅん」

			　灼けた鉄杭のような勃起を子宮口にドスドスと叩きつけられると、壊れた蛍光灯のように意識が明滅する。鋭角のカリに粘膜を隅々まで磨かれて、夫の精はもう残っていないだろう。絶望と引き替えに快楽の火花が飛び散って、子宮内に溜まっていた淫気に爆発的に燃え移る。

			　夏美の腰が激しく跳ねるたび、パンパンと肉を打つ音が大きくなっていく。それにつれて乳房の振幅も大きくなり、巨大な振り子のように絶頂への秒読みを加速させた。そんな風に揺れだけで乳房は淫らな欲求を溜め込んで、ますます熱く膨らみを増していく。

			（ああ……お乳が……お乳が変にぃ……っ）

			　トクントクンと脈打つ鼓動が、二つの乳房の中で反響している。乳管に感じる痺れるような切迫感は限界寸前、狂おしいほどに高まっていた。

			「感じまくりだな。発情した牝牛そのものだぜ。本音じゃ種付けされたいんだろ」

			　搾乳の陰圧が強くなっていくにつれ、乳肉が円筒内で真っ赤に染まっていく。血を噴きそうなほど大きく勃起した乳頭が、下からの圧力にピクピクと震え出す。

			「ンああっ！　中には出さないで……あ、あぁぁン！　いや……種付けは……いや……種付けだけは……いやなのにぃ……ふあっ……と、止まらない……からだが動いちゃうっ！」

			　イヤイヤするように黒髪を振り乱しながらも、下半身は三沢の動きをしっかり受け止めてクネクネと背徳ダンスを舞っている。ぽってり充血した膣肉も男根を精一杯食い締めて、淫らな蠢きを止めようとしない。その浅ましい姿は精をねだっているようにも見える。

			「中には出さないで」と時折後ろを振り向く悦楽表情も、普段の凛とした夏美とは別人のような妖しさで、誘っているとしか思えない。その妖艶さは女を食いまくってきた三沢ですらドキリとさせるほど。淫らに堕ちるほどに美しさを増していく。

			「フフゥムッ！　そんなに欲しがられては……やらないわけにはいくまいっ！」

			　その色香と柔襞の締めつけが三沢の牡性を猛烈に刺激し、一気に射精欲求を爆発させた。まだ本気で妊娠させるつもりはなかったのだが、どうしても夏美を手に入れ独占したいという牡の欲望に抗えなかったのだ。

			「出すぞっ！　夏美君の子宮に、不倫の子種をたっぷりとな！」

			　黒髪から匂い立つ女の芳香を胸いっぱい吸い込み、最後の一突きをぶち込むと、白く粘っこい本気汁が泡立ちながらドプッと溢れ出る。汗濡れの尻タブがえくぼを刻んで強張り、螺旋状にギュッと絡みつく粘膜にしごかれて、ペニスの中を快感電流が突き抜けていった。

			「ひぃっ！　そんな、約束が……ンああ……だめぇぇっ！」

			　願いも虚しくズブリと最奥まで突き込まれた肉棒が激しく痙攣し、夥しい獣液を解き放った。

			「ぅあああ────────ッ」

			　灼熱の弾丸が次々に子宮の入り口に着弾する。これまで感じたこともない大量の精液が膣内に溢れかえった。紅蓮の炎が全身を包み込み、身も心も焼き尽くされていく。

			「まだ、まだ出るぞ」

			　ギリギリと収縮する蜜肉に包まれ、三沢は延々と射精を続け、人妻の子宮に何億もの精子の群れを浴びせ続ける。壮絶な快感に痙攣する手が、パンパンに膨らんだ乳房を根本から思いきり搾り上げた。

			「ンあぁ……中にぃ、こんなに出されて……あああぁぁ……だめぇっ！」

			　ピーンと背筋を反らせて夏美は悦楽の頂点へと登り詰めていく。灼熱感が子宮を突き抜け、双乳に内側から燃え移る。乳腺の中を灼熱の激流が駈け上がり、乳脂肪が発火するのではないかと思うほど熱くなった。そこに吸いつく搾乳の牙が深々と乳房に食い込んだ。息苦しさは頂点に達し、呼吸もままならない唇がパクパクと喘ぐ。

			「あ、ああ……吸われて……何か……くるっ……ああぁ……何なの……これ……お乳が……ああ……熱いの……ンはぁぁンッ……くる……きちゃう〜〜〜っ！」

			　乳首が爆ぜるような乳悦の直後、ぷしゃあぁぁぁぁぁっと搾乳器の中に白い液体が飛び散った。ついに夏美の乳房から母乳が迸ったのである。

			「ひぁああ、あぁ……もうだめ……イ、イク……イクぅっ！」

			　全身を痙攣させながら、裸身を弓なりに反らせる。乱れた黒髪をザッと波打たせ、白い歯をキリキリと噛み締めた。生々しいまでの女の反応を晒した後、ガクンとベッドに倒れ込んだ。

			「とうとうミルクを出したな。これで奥さんも一人前の乳牛だ」

			　男たちの嘲笑ももう耳に届かない。意識は綺麗に漂白されて何も考えられず、ただ撃ち込まれたザーメンの熱さだけを下腹に刻み込まれる。

			「ハアハア……ああ……あなた……ああ……」

			　その熱さは、不倫の快楽を貪ってしまった子宮に押された堕落の焼き印のように、夏美には感じられた。

		

	

			第四章　失楽の魔園

			


			　澄みきった青い空の下、純白の砂浜が緩やかなカーブを描いて続いている。砕けた珊瑚が波に洗われ、磨かれてできた砂は雪のように白く、燦々と降り注ぐ陽光を跳ねてキラキラ輝く。

			　ビーチの両側は崖に囲まれているため、周辺の猥雑な観光地の空気とは無縁、無人島のような神秘的で開放的な雰囲気がある。まだシーズンオフのため、ビーチには十人くらいの客がまばらにいる程度で、思う存分バカンス気分を堪能できるだろう。

			　その極上のステージを二人の水着姿の美女が並んで現れた。夏美と涼子である。

			「もっと背筋を伸ばさないと、変に思われますよ、夏美さん」

			　濃紺のワンピース水着に身体を包んだ涼子がきつい口調で注意する。大胆なカッティングの超ハイレグ水着は乳房と股間をギリギリ隠す程度で、サイド部分などほとんど紐だけで構成されている。胸の谷間は白々と眩しく輝き、お尻も細いＴバックで、白い尻タブがほぼ完全に露出していた。そんなセクシーでスポーティな水着を見事に着こなせているのも、涼子のプロポーションが抜群に素晴らしいからであろう。

			「で、でも……涼子さん……人がいるわ……誰もいないっていったのに……」

			　おどおどした様子で夏美はバスタオルを掻き合わせ、肌の露出を防ごうとしている。

			「この砂浜の奥にいけばほとんど人は来ないですから。そこまでは歩かないと。それに夏美さんとっても綺麗です。せっかくなんだから見せつけなくちゃ」

			　悪戯っぽく笑った涼子が、夏美のタオルをパッと払った。

			「あっ」

			　夏美は羞恥に耳まで真っ赤になる。それもそのはず、夏美が身に着けているのは涼子以上に大胆な豹柄のスーパーマイクロビキニだったのだ。

			　乳房に貼りついているのは一辺三センチほどの三角の布きれのみ。乳輪を隠すのがやっとという小ささだ。ボトムはさらに際どい。ほぼ恥丘のみを覆う感じで、臍下十センチまでが白昼の日差しに晒されている。ビキニラインもギリギリで、少しでも動けばヘアがはみ出てしまうだろう。お尻は完全に紐のみで、後ろ姿は全裸と見間違うほど露出度が高い。それは佐藤が用意したモノだが、とても結婚して家庭のある人妻が着るべき水着ではなかった。

			「こんなの……は、恥ずかしいわ……」

			　涼子ならまだしも、二十九歳という年齢にこのビキニは恥ずかしすぎる。涼子に較べて皮下脂肪のつき方がよりまろやかで、身体全体がムッチリと柔らかいラインを描き出していた。

			　母乳が出るように調教された乳房は、重力に引かれてやや垂れ気味に左右に広がっているがボリュームは涼子を遙かに超える。ビキニの肩紐が鎖骨の下辺りから完全に浮き上がり、こぼれ落ちそうな乳肉を必死に持ち上げている。ボトムもサイドの紐がウェストにきつく食い込んで、お尻や太腿のムチムチ感を一層引き立てていた。

			　出産経験もあり、もともと夏美のほうが熟れた魅力に満ちていたが、三沢たちの肉調教によってそれがさらに磨き上げられ、ただ立っているだけで匂い立つようなフェロモンが漂ってしまう。それを包み込むように母という聖なるオーラが濃厚に滲み出している。それが破廉恥な水着とのギャップを大きくし、夏美の身体をよりいやらしく飾るのだった。

			「ここはリゾート地ですから、これくらい普通ですよ。さあ、いきましょう」

			　新妻はなぜか楽観的で、突き刺さる視線にもまったく怯まない。軟禁状態の生活から解放されて、気分が高揚しているのだろうか。

			「あっ……涼子さん」

			　意外にも強い力で手を引かれ、夏美はよろめくようにして歩き出した。

			　およそ百メートルのビーチを、波打ち際に沿って歩いていく二人。透き通るような海と青空は、普段見れば感動モノの美しい風景だ。しかし今の夏美にそれを鑑賞する余裕などあるはずもなく、うなじまで真っ赤に染めながらひたすら脚を運んでいく。

			　そんな水着を着た美女が二人も歩いていれば、注目が集まらないはずがない。若いカップルたちから、からかうような好色そうな視線が浴びせられ、夏美は身が凍る思いだ。特に同性からの嫉妬めいた軽蔑の視線が辛い。

			（ああ……見ないで……）

			　ギリギリと心臓を押し潰されそうになりながらも、身体の火照りはますます熱くなっていく。フワフワと奇妙な浮遊感に包まれ、まるで雲の上を歩いているように足元がおぼつかない。目の前にピンク色のベールが降りてきて、七色の虹がキラキラと舞い飛ぶ。露出の妖しい昂奮が貞淑だった人妻の子宮をとろかしていく。

			「ああ……ン……」

			　緩んだ唇がルージュを塗ったように濡れ光り、甘い喘ぎがこぼれる。朦朧とし始めた脳裏に、数日前のことが浮かび上がってきた。

			


			「大丈夫ですか、夏美さん」

			「ああ……涼子さん……」

			　白濁と汗にまみれた裸身を、気怠そうに起こす夏美。あまりにも激しい調教を受けて意識を失ってしまったのだ。

			「ごめんなさい、私のために」

			　申し訳なさそうに涼子は頭を下げた。涼子には手を出さないという条件と引き替えに、夏美はよりハードな調教を受けていたのである。

			「大丈夫よ……涼子さん……私……何があっても諦めない。あの人が帰ってくるまで耐えてみせるわ」

			　ここまで責められながらも夏美はまだ屈していなかった。夫の誠司が香港出張から帰ってきたら、今度こそすべてを打ち明けようと思う。きっと夫ならすべてを理解し、共に闘ってくれるはずだと信じていた。

			「夏美さん……私も……」

			　そんな夏美の姿に勇気づけられたのか、涼子も力強く頷き返してくれた。そのとき

			「さすが奥さんはこれまでの女とは違うな」

			　いきなりドアが開き、入ってきたのは佐藤だった。

			「従順な振りをしていたが、やっぱり腹の底じゃ屈していなかったわけだ」

			「……だったらどうだっていうの」

			　鋭い蛇のような目線で睨まれて夏美は寒気を覚える。しかし勇気を振り絞って凌辱者を睨み返した。

			「そう睨むなよ。これまで三沢の手伝いをしてきたが、今日で契約ぎれなんだ」

			　サバサバした口調で語る佐藤。計算高そうな男は、確かに三沢ほど夏美に対して執着があるわけではないようだ。

			「そこで奥さんを三沢から逃がしてやろうと思うんだ。石垣島に俺のペンションがある。そこにしばらく身を隠せばいい。連絡を取って旦那を呼び寄せれば安心だろう」

			「夫に会わせてくれるんですか。でも……そんなの話がうますぎるわ」

			「麻薬のことならただの脅しだ。あんたが逃げても旦那さんに手を出す奴はいない」

			　佐藤の言葉にほっと胸を撫で下ろす夏美。とりあえず夫の身を案じなくて済むだけでも幸いだ。しかしまだ納得いかないところがあった。

			「でも、どうして急に……？」

			「俺はちょっとした夜の店をやっていて、奥さんに出演してもらうハズだったんだ。だが三沢はそれを反故にしやがった。先方は予約金を払ったし、どうしても奥さんじゃないとダメだときかないんだ。一回だけでいい。店に出てくれないか」

			　値踏みするような視線が夏美の太腿を這い回る。トカゲのように長く伸びた舌が唇の端をペロリと舐めた。

			「そんな……お店だなんて……」

			　凄まれて夏美は絶望的な気分になった。この男が言うのだからどうせろくでもないことに決まっている。それでは凌辱者が代わるだけではないか。

			「安心しろ。キャバクラみたいなもんだから、多少のお触りを我慢すれば二、三時間で終わる。ただし、店に出るまでの三日間は俺の指図に従ってもらう。もちろんその間奥さんには手を出さない」

			「本当ですか……？」

			「本当だとも。俺は約束は守る男だ。たった三日俺につき合って、二時間接待に出てくれればいい。そうすればすべてを終わりにできるんだぜ。コイツで旦那の宿泊先と連絡が取れる。段取りは俺に任せておけ」

			　携帯電話を夏美の目の前に突き出す。鞭と飴を巧妙に操る狡猾な手腕だ。

			「夏美さん、お願いしましょうよ。三沢さんの言いなりになっていたら、私たち破滅してしまうわ」

			　涼子もすがるような眼差しで見つめてくる。確かにこのまま何もしなければ、三沢に犯されるだけだ。三沢の恐ろしいところは本気で夏美を孕ませようと考えていることだ。これまで妊娠しなかったのは奇跡だが、この先はわからない。万が一妊娠すれば家庭は崩壊してしまうだろう。そんな恐怖が夫の声を聞きたいという気持ちを喚起してもくる。しばらく無言のときが流れた後、夏美は携帯を手に取った。

			


			「ああ……ま、まだなの……涼子さん」

			　目映ゆい日差しと視線に灼かれ、夏美はフラフラの状態だ。呼吸のたび激しく上下するＦカップの胸の谷間を夥しい汗が流れ落ち、膝もワナワナと震えている。

			「あの岩場を過ぎれば佐藤さんが待っているはずです。そこなら人目につかないですし、ソレも外してもらえますよ」

			　涼子に励まされ夏美は背後に絡みつく視線を振りきって、一歩一歩歩みを進めていく。思ったほどのスピードが出せず、爪先が砂を掻くのがもどかしく感じられた。そのときだ。

			「倉木さん……？」

			　不意に呼び止められて夏美は硬直する。声をかけてきたのはテニスコーチの青年、飯尾だったのだ。

			「い、飯尾君!?　ど……どうしてここに？」

			「毎年夏休みは石垣に来ているんですよ。いつも使っていたホテルが満室で、偶々たまたまここに泊まったんですが……まさか倉木さんたちもいたなんて」

			「そ、そうなの……奇遇ね」

			　一応頷きはしたが釈然としない夏美だ。こんな偶然なんてあり得るのだろうか。もしかしたら佐藤が仕組んだことではないか。疑念が疑念を呼び、思考がまとまらない。

			「そ、それにしても……倉木さんも鈴原さんも……あの……素敵ですね」

			「えっ!?　あ、ああっ」

			　予想外の青年の出現に混乱していたが、我が身の状況を思い出して夏美は小さな悲鳴を上げてしまった。露出狂と思われても仕方ないようないやらしいビキニ姿を、顔見知りの青年に見られてしまったのだ。恥ずかしさはこれまでの比ではなく、全身の血液が沸騰し、顔から火が噴き出しそう。

			「飯尾君……そ、そんなに見ないで……ああ……恥ずかしいわ」

			　慌てて胸や股間を隠そうとするのを、涼子に止められる。「恥ずかしがるとかえって変に思われますよ」と囁き、涼子はモデルのように腰に手を当てポーズを決めてみせた。スポーティな新妻の肢体は、セクシーなワンピース水着を完璧に着こなし、同性の夏美から見ても惚れ惚れするほど美しい。

			「褒めてくれてありがとう、飯尾君。リゾートだから少し大胆に決めてみたの」

			　挑発的な笑みを浮かべ、次に夏美にも同じようにするように目線で合図を送ってくる。夏美も覚悟を決めてオズオズと親友と同じポーズを取った。

			「あ、あの……似合っているかしら……それともちょっと派手すぎたかしら」

			　青年の戸惑う視線を感じながら背筋を伸ばし、豹柄ビキニの胸も少し反らせてみる。たっぷりと母乳を溜め込んだせいでバストはさらに大きくなっており、純情な青年にとっては刺激的すぎるだろう。胸だけでなく、Ｔバックをギリギリ食い込ませたお尻やムッチリ脂肪を詰め込んだ太腿など、大人の色香は夏美のほうが遙かに上だろう。

			（こんな格好を……顔見知りの男の子に見られるなんて……）

			　若くスレンダーな涼子と違って夏美の完熟ボディはやはり異質の色気を放っていた。人妻の濃密すぎるエロチシズムが南の島の健康的な雰囲気とはそぐわず、夏美の周囲だけ、ムンムンと蒸れた湿度が感じられるほどだ。

			「そ、そんなことありません！　お二人ともとっても似合ってますよ」

			　飯尾は素直に賞賛の声を上げてくれた。その言葉がなぜかとてもこそばゆく感じられ、夏美は奇妙な昂奮に身をくねらせる。

			「あ、ありがとう……とっても……嬉しいわ」

			　僅かに上擦った声で御礼を言いながら、胸の奥で何かがゾワゾワと蠢動するのを感じる。その正体がわからず、夏美は戸惑うばかりだ。

			「遅いと思ったら……その坊やは知り合いか？」

			　そこへ岩陰から佐藤が姿を現した。筋肉質で浅黒い身体は競泳選手のように引き締まっており、普段にも増して精悍な雰囲気だ。

			「彼はテニスクラブのコーチなんです」

			　涼子の答えを聞くと、佐藤は急に表情をほころばせた。

			「俺は佐藤だ。二人とは昔からの友人でね。よかったら君も一緒にどうかね」

			「さ、佐藤さん!?」

			　予想外の行動に夏美は氷を飲んだように硬直する。飯尾青年を巻き込んで何をするつもりなのか、不安が暗雲のように広がってくる。

			「でも、お邪魔じゃないですか」

			「せっかくだからいらっしゃいよ。大人の遊びを教えてあげるわ。ね、夏美さん」

			「え、ええ……あう……っ！」

			　躊躇する夏美だったが、急に背中をビクンと震わせ、まるで尿意でも耐えるように太腿を摺り合わせた。

			「涼子もああ言っているんだ。奥さんも問題ないだろ？」

			「あ、あ……はい……飯尾君も……来て……ああ……ン……」

			　夏美の笑顔は少々不自然なのだが、搾り出す声はどこか潤いを帯びた妖しさだった。

			


			　椰子の木陰に敷かれたマットに佐藤は胡座をかいて座り、両腕に夏美と涼子を抱いている。毛深い手は二人の乳房をモミモミと弄び、感触の違いを堪能している。飯尾は正面に立ったまま、どうしていいかわからず緊張の直立不動だ。

			「テニスのコーチだったら、二人の魅力は十分わかっているな」

			　意味深に嗤いながらパッションブルーのカクテルをあおり、そのまま口移しで夏美に飲ませていく。

			「ううッ……ンッ……ンッ」

			　口当たりは甘くマイルドだが、飲み下した瞬間カアッと喉が熱くなる。

			「佐藤さん……私……お酒は……あむ……うぅん」

			　反論しかけた唇はすぐに塞がれ、男の唾液とともに得体の知れないカクテルが流し込まれた。人前でキスをするなど夫ともしたことはなく、夏美は羞恥と嫌悪に眉根を寄せる。しかし予想以上に強いアルコールが早くも脳を揺さぶって、フワフワと心地よい酔いに全身が包まれていく。

			「な、夏美さん……」

			　それを見た青年はショックを受けているようだ。憧れの年上の女性が、夫以外の男と濃厚に口づけしながら、うっとりと微笑んでいる。清楚で上品な普段の姿とはまるで別人のような姿を見せつけられては当然だろう。

			「俺たちはこうして時々旦那の留守中に逢い引きして、不倫を楽しんでいるのさ」

			　ニヤリと嗤った佐藤が、荒々しく夏美の唇を奪い、思いきり舌を吸い取る。

			（ああ……飯尾君……これは違うの……私は……そんな女じゃないのよ）

			　心で懊悩しながらも、口移しで何度も飲まされるうちに、身体の芯が火照り出し、頭がクラクラしてきた。浮遊するような感覚に包まれ、とても心地よい。単にアルコールのせいだけとは思えなかった。

			（ああ……まさか……薬を……）

			　気づいたときにはもう遅かった。いまさら吐き出すわけにもいかず、肉体は内側から魔薬にジワジワ蝕まれていく。

			「そ、そんな……夏美さんや涼子さんがそんなこと……」

			　二人の人妻を女神のように崇めていた青年コーチは、目の前で起きていることが信じられないようだ。

			「フフフ。若いな、坊や。女だって性欲はある。特に彼女たちみたいに女の悦びを知った人妻なら尚更だ。彼女たちがテニスで太腿を剥き出しにし、オッパイをブルンブルンさせていたのは欲求不満のサインなんだ。君は気づかなかったのか」

			　佐藤は涼子にも口移ししながら、囁き続ける。それは飯尾にというよりも、夏美と涼子に向けられた言葉のような気がした。

			「で、でも……お二人は結婚してるのに……不倫なんて……不潔です」

			　若者特有の潔癖さで飯尾が反論した。その言葉は夏美にとっても耳が痛い。

			（私……不倫を楽しんでいる不潔な女だと思われている……）

			　純な青年に軽蔑されていると思うと胸が痛むと同時に、甘美な疼きが子宮を締めつける。いっそ、そんな女になってしまえばいいという捨て鉢な気持ちも頭をもたげてくる。

			「身体は求めているのに、夫は仕事が忙しくて構ってくれない。それは女にとってとても苦しいことなの」

			　佐藤の言葉を肯定するように涼子が頷く。

			「そんな彼女たちを放置するほうがよっぽど罪深いと思わないか。なあ、奥さん」

			「んはぁっ！」

			　ギュッと乳房を握りつぶされ、夏美は喉を反らした。媚薬が効き始めたのだろう。全身の性感帯が敏感になっており、乳房を揉まれているだけで、意識が飛びそうになる。変化は肉体にも現れ、ニップルは豹柄のプリントを突き破らんばかりにそそり立ち、ビキニショーツの底には熱い潤いがじっとりと湧き始めていた。

			　屋外でしかも顔見知りの青年に見られているという状況が、夏美の中に巣くった淫魔を呼び起こそうとするのか。いつも以上に激しく反応する自分の身体に夏美は狼狽えることしかできない。

			「俺は常識という枷を外し、女たちの秘められた欲求を解き放ってやるんだ。見ろこの顔を。本当の悦びを知った女はこんなにも美しくなるんだぜ」

			　佐藤に顎をつかまれ、美女たちは青年のほうに顔を向けさせられた。夢見るような蕩けた表情は、テニスコートでの颯爽とした美貌とはまったく逆、女の本能剥き出しの淫らさだ。しかしその妖艶な色香に圧倒され、飯尾は反論の言葉を失う。確かに佐藤の言う通り、夏美も涼子も美しくなっているのだから。

			「妻がより美しくなれば旦那も大喜びだ。結婚生活だってうまく。なあ、涼子」

			「はい。わたし、佐藤さんのお陰でとっても幸せです」

			「フフフ。わかったかな。不倫は悪だと常識を振りかざすのは不細工な女だけさ」

			　無茶苦茶な理屈だが、夏美は反論できないまま。全身を包む心地よい倦怠感に呑まれてしまい、気力がまったく湧いてこないのだ。

			「まだ信用できないなら、坊やも参加してみたらどうだ。男だってところを見せてくれよ」

			　挑発の言葉に飯尾はコクンと頷いた。

			


			　夏美と涼子はレジャーシートの上に並んで仰向けになる。両手を頭の上で交差させ、両脚を肩幅くらいに広げるというかなり無防備な格好だ。

			　美女二人の全裸よりもセクシーな水着姿を目の当たりにして、飯尾はどうにも落ち着かない。目のやり場に困っている様子だ。

			「まずは日焼け止めのローションだな。君は夏美さんのほうを頼むぜ」

			　佐藤は涼子の身体にローションを振りまいた後、小瓶を青年に投げ渡した。

			「僕が……倉木さんに……」

			　しばらく戸惑っていた青年だが、佐藤が涼子の身体に浅黒い手を這わせるのを見ているうちに気持ちが高ぶってきたようだ。

			「倉木さん、僕なんかが……いいんですか？」

			「ええ……お、お願い……飯尾君……それを……私の身体に塗って……」

			　何かに急き立てられるように、夏美はコクコクと頷いてしまう。すでに身体の奥に官能の火がつき始めていた。理性を失わないうちにこの淫らな遊戯を終わらせてしまわなければならない。

			「じ、じゃあ……いきますよ、夏美さん」

			　ゴクリと唾を飲み込んだ飯尾がローションを手に取る。その桃色の液体を見て夏美は頬を引きつらせた。中身はただの日焼け止めではなく、夏美を苦しめた媚薬入りローションなのだ。すでにカクテルを飲まされた身体は内側から発情しており、さらに責められたらどうなってしまうのかわからない。

			（あんなものを塗られたら……）

			　その恐ろしい効力は身をもって十分すぎるほど知らされている。だがいまさら断ることもできず、まな板の上の鯉のようにジッと耐えるしかない。

			「う……あ……っ」

			　飯尾の掌がお腹に触れた瞬間、ジュンッと熱い感触が広がってくる。お臍を中心に円を描くように手を動かされるだけなのに、激しい官能の高ぶりを感じてしまい、ふしだらな声を押し殺すのが精一杯だ。

			「ど、どうですか夏美さん」

			　震える手を動かしながら、青年がおどおどした様子で聞いてくる。まさか自分が媚薬入りのローションを塗り、凌辱の片棒を担がされているとは思いもよらないのだろう。しかしデルタ地帯や乳房を盗み見る視線には明らかに『牡』としての昂奮が見て取れて、それがまた芽生え始めた露出癖を刺激してくる。

			「あ、あ……いい気持ちよ……んんぁっ……飯尾君……上手よ」

			（私……見られてる……こんな純粋な子に……私の身体を……）

			　青年の視線を意識すればするほど、しなやかな腹筋を貫通した淫熱が子宮に伝播し、胎内がジーンと疼き出す。自分の肉体が初うぶな青年を昂奮させていることに罪悪感を感じつつも、荒ぶる呼吸に押し上げられ、豊かな双乳をこれ見よがしに揺さぶってしまうのだ。

			「もっと全身に塗らないとダメだぜ。こんな風にな」

			　佐藤は大胆にも涼子の水着の中に直接手を突っ込んで、柔らかな乳房をこね回している。さらにもう一方の手は滑らかな太腿を蹂躙しているではないか。涼子のほうも嫌がるそぶりも見せず、甘えるように鼻を鳴らしながら快感に酔ったような微笑を浮かべていた。

			「あ、ああぁン……オッパイ……気持ちいい……もっと、塗ってください……ブ、ブラもずらして……涼子のオッパイにぃ……あぁうぅ……っ」

			　打ち上げられた人魚のように身をくねらせながら、新妻にあるまじきおねだりをする涼子。すぐ隣で演じられる痴態に息を呑み、飯尾は改めて夏美のほうに向き直った。

			「な……夏美さんも……いいんですよね……」

			　手にたっぷりとローションをすくい取りながら、確認するように呟く。夏美が小さく頷くと同時に、裾野から乳房全体を持ち上げるように五指が食い込んできた。

			「あ、ああっ！　飯尾君……っ」

			　極小のブラはすぐにズレ上がり、乳房はその全貌を露わにする。真っ白な染み一つない乳肌の上にツンと尖ったグミ色の乳頭を見て、飯尾は血走った目を見開いた。

			「す、すごい……夏美さんのオッパイって……こんなに大きくて柔らかいんだ」

			　感動めいた声を漏らしながらパン生地を捏ねるような圧迫を加えてくる。ムニュッと指の間から乳肉がはみ出し、意のままに形を変えていく乳房が牡の本能を刺激した。

			「あ、ああっ……そんな……はげしぃ……あ、あふぅん」

			　性体験はあまりないらしく、愛撫と言うにはほど遠い荒々しい玩弄だったが、それがかえって青年の一途さを伝えてきて、夏美の胸を息苦しくさせる。

			　乳房に染み込む媚薬が乳腺を加熱させ、甘く痺れさせる。それと同時に胸の中に膨らんでくる膨張感。乳腺細胞の一つ一つが目覚めさせられ、沸々と母乳を湧かせ始めたのだ。

			（ああ……そんなにされたら……お乳が出ちゃう……っ！）

			　そんな恥ずかしい姿を見られたくないと思うと同時に、淫らな昂奮とシンクロするように、乳管の中をジワジワとこみ上げてくる熱い搾乳欲求。お乳を吸われたい、思いきり搾られたいというふしだらな願望が頭を掠めたりもする。

			（ダメ……飯尾君の前でそんなこと……許されないわ）

			　なんとかこらえようとするものの、いやらしく膨らんだ小鼻から漏れ出る吐息は火のように熱く、乳首も緋色に燃えてどんどん痼ってくる。乳悦が全身に波紋のように広がって、思わず腰がモジモジとくねってしまう。

			「上だけじゃダメだ。下半身にも塗らないとな」

			　夏美の反応を見極めた佐藤が次へのステップを指示する。その言葉にそそのかされ、飯尾はオズオズと太腿にも手を伸ばしてきた。しなやかな太腿の上を、ローションに濡れた掌が何度も往復する。

			「ああ……これが……夏美さんの太腿なんだ……」

			　いつもテニスコートでスコート越しに眺めることしかできなかった憧れの人妻の太腿に直接触れることができ、青年は夢見心地であった。熟れた皮下脂肪の柔らかさと鍛えられた筋肉のしなやかさが絶妙のコラボレーションを見せて、まるで国宝級の陶器を磨いているような崇高な気持ちにさせてくれる。

			「ハアハア……そ、そんなにされたら……あぁ……ああ〜〜〜〜ン」

			　情熱的に磨き上げられ、神経が研ぎ澄まされていく。官能の静電気が足の付け根に蓄積され、股間がビリビリと痺れてきた。太腿が何かを隠そうとするかのように、強張りながらぴったり閉じ合わされる。その拍子にギュッと収縮したヴァギナから極上の甘露が溢れ出し、いつしかビキニの底ははしたない染みが広がり始めていた。

			「夏美さん……とても感じやすいんですね」

			　胸と太腿に触れただけで、生々しいほど激しく反応する人妻を見つめ、飯尾は驚いたように目を見開く。

			（ああ……このままじゃ……私、ダメになってしまう……）

			　過酷な調教を受けた肉体は初な青年コーチ相手にも見境なく燃え上がってしまう。だが飯尾は遠慮しているようで、聖域や乳首など最も感じるところには触れてこない。それがかえってもどかしく、夏美をさらなる肉欲の底なし沼へ誘おうとするのだ。焦れったさに頭上の拳が砂を握り締め、何度も痙攣した。「もっと触って」という言葉が何度も喉から飛び出しそうになる。

			「奥さんも盛り上がってきたようだな。こっちはもうできあがったぜ」

			　横では佐藤が思いのままに涼子を嬲り尽くしていた。新妻は乳房も秘部も丸出しにされ、全身をローションと汗にぬめらせて、ゼエゼエと喘いでいる。

			「ハアハア……佐藤さん……あぁンン……くちゅっ……あふぅん」

			　甘く鼻を鳴らしては貪るようなディープキスを繰り返す。瞳はトロンと目尻を下げ、男に媚びるような視線を向けていた。

			「涼子さん……」

			　その表情が何を物語るのか。数えきれない絶頂体験を味わわされた夏美には痛いほどわかる。淫気が伝染したように媚肉がズキンと痛いほど疼き、思わず窄まる太腿が青年の手を挟み込んでしまうのだった。

			「涼子の姿を見て二人が驚いているぜ。そろそろ何が欲しいのか言ってみろよ」

			　クチュクチュと膣孔にローションを塗り込みながら佐藤が迫る。

			「ハアハア……佐藤さんのおチンポ……涼子にください……もう我慢できないの」

			　ついに限界を迎えた涼子がおねだりの言葉を口にしてしまう。言葉だけでなく腰をヒョコヒョコと上下させ、身体全体で浅ましいおねだりを表現していた。

			「フフフ、いいぜ」

			　狙い通りと言った表情でニヤニヤ嗤い、佐藤が涼子の脚を脇に抱き上げる。ずれた水着のクロッチ部分からのぞくサーモンピンクに剛棒の狙いを定めた。

			「まさか……ここで……」

			　太陽が降り注ぐ白昼の砂浜。一応岩場で隠されているとは言え、すぐそばに何人もの人がいるのである。その気になればいくらでものぞけてしまうだろう。そんな公の場所でセックスするなど、調教を受けた夏美でもショックだった。飯尾など完全に思考停止と言った感じで、目の前で繰り広げられる淫らな光景に口をあんぐり開けて魅入っている。

			「そら、入ったぜ、涼子。どうだ」

			「あっ、ああぁん！　あっ、ああぁぁん！　いい……とっても気持ちいい……ああぁぁ……ズンズン響くのぉ……ああぁおぉぉうぅ！」

			　その間にも正常位での結合は完成し、佐藤と涼子は本格的に腰を振り始めた。美しい夏のビーチとあまりに不似合いな生々しい女のヨガリ声が、波音の合間に響いて砂に吸い込まれていく。

			「涼子さん！　そんな約束が……」

			　佐藤に抗議しようとしたとき、

			「な、夏美さんっ！」

			「えッ、きゃあぁっ！」

			　不意に飯尾にのしかかられ、夏美は驚きの悲鳴を上げた。下から見上げる青年の顔は野獣のように凶暴だ。涼子たちの淫行に感化されてしまったに違いない。

			「だ、だめよ。飯尾君、落ち着いて」

			「夏美さん！　もう、僕……僕我慢できない！」

			　片手で夏美の両手首を固めながら、もう一方の手でビキニショーツを引き下ろしにかかる。夏美も鍛えているとは言え、本格的なトッププレイヤーである飯尾の体力にはかなわない。一見華奢に見えた青年だが、腕や胸板などは目を奪われるほど逞しい。

			　あっと言う間に制圧され、Ｍ字の開脚に押し広げられてしまう。豹柄ビキニの残骸が太腿にブリッジのようにかかっているのが、一層淫靡だ。

			「ハアハア……これが夏美さんのアソコ……夏美さんの……ハアハア……お尻……」

			「ああ、あっ！　だめよ、だめっ！　見ないでぇ！」

			　願いも虚しく青年は眼をギラギラさせて、暴かれた人妻の秘園をのぞき込む。

			　陽光を受けたヘアは黒曜の輝きを虹色に反射し、ワレメの上端には皮を剥いてぷっくり膨らんだクリトリスがルビーのように輝いている。愛撫と視姦に焙られたラヴィアはぽってりと充血し、朝露に濡れた花びらのように美しい。開脚姿勢のせいか、聖域の中心は浅く口を開きサーモンピンクの谷底に、はしたない潤いを滾々と湧かせている。とても子供を産んだとは思えないほど清楚な佇まいである。

			　憧れのマドンナの秘園を、白昼のビーチで見つめるという異常な体験が、生真面目な青年をかつてない昂奮状態に追い上げた。

			「テ、テニスのときも、この身体で、お尻で……僕を誘惑していたんですね！」

			　燃え盛る劣情を叩きつけるように、青年は夏美のお尻をバシバシとぶってきた。身体全体がずり上がるほどのフルスイングで、ラケットで打たれたのかと思うほどの衝撃だ。

			「ち、ちがうの……ああっくぅん！　私はそんな女じゃ……はあぁぅん！」

			　たちまちお尻は真っ赤に染まり、ヒリヒリと痛み出す。しかしその痛みや年下の青年にお尻をぶたれているという惨めさが、なぜか夏美の心を揺さぶる。

			「オマ○コをこんなに濡らしているクセに。また僕を誘惑する気なんでしょう！　なんて不道徳で、なんて悪い女性なんだ」

			　怒りとも昂奮ともつかない衝動に突き動かされ、強烈な一撃がバシーンッと臀丘に叩きつけられた。

			「ああぁ────ッ」

			　絶叫すると同時に肛門括約筋が収縮する。それに連動した膣肉も収斂し、その拍子に埋め込まれていた何かがヌルリと頭をのぞかせた。

			「ああっ！　ひぃ……い、いやぁっ！」

			　それはピンク色の卵形バイブレーターだった。

			　慌てて力を入れてもどうにもならず、バイブは牝蜜の糸を引きながらポトリとシートの上に転がり、青年の目に晒されてしまった。

			「な……これは……!?」

			　ブルブルと震え続ける淫具を見て、飯尾があんぐりと口を開ける。

			「ああ……み、見ないで……飯尾君」

			　舌を噛みたくなるほどの羞恥に身を捩る夏美。露出ビキニにローターバイブを装着した格好で、ビーチの端までいくというのが佐藤からの命令だったのだ。夏美は夫に会いたい一心で、ホテルのロビー、駐車場、そして海岸を恥辱に耐えて踏破してきたのだった。そこに飯尾が加わるとは思いもよらず、さすがの夏美も少女のように狼狽えるしかない。

			「フフフ。いつも男に飢えて、オマ○コに何か入れておかないと気が済まない。そいつが倉木夏美の正体なんだ」

			「ちがうの……こ、これには……わけが……」

			　何を言ってももう遅かった。佐藤の声が青年の獣性に火を点けたのか。慌ただしく勃起をつかみ出し、いよいよ挿入の体勢に入る。

			「ハアッ……ハアッ……夏美さんが、そんないやらしい女だったなんて……」

			　初々しい勃起は亀頭の色もチェリーピンクだが、若いぶん勢いがある。性急な若者らしく鈴口からは驚くほど大量の先走り汁が湧き出し、ネットリ糸を引いては垂れ落ちていく。コチコチに硬くなった肉胴がピクピクと痙攣し今にも暴発しそうだ。普段の大人しそうな好青年からは想像もつかなかったが、やはり牡としての本能は抑えきれない。

			「そんな……だめ……それだけは……」

			　夏美は青ざめた美貌を引きつらせた。これでは何のために三沢から逃げてきたのかわからない。しかも相手はよく知った青年なのだ。背徳感はこれまで以上に大きい。

			　それなのに本人の意思とは反対に身体のほうはほとんど抵抗を見せなかった。それどころか青年に犯されるのを待ち望むかのように、媚粘膜がひくついて、愛液をトロトロと溢れさせてしまうのだ。

			「夏美さんっ！」

			　体重を乗せて打ち下ろされた若い肉杭が、一気に憧れの人妻を貫いた。すでにバイブで蕩けてしまった粘蜜は、驚くほどスムーズに飯尾のモノを受け入れてしまう。

			「あああぁぁっ！」

			　深々と貫かれて夏美はおとがいを突き上げる。背徳感に背筋が鳥肌立ち、髪の毛が逆立ってしまう。

			（あなた……ごめんなさい……また私は……いけないことを……）

			　悪夢から逃れ、もうすぐ夫に会えるという今になってまたしても不貞を働いてしまった事実に打ちのめされる。しかしそれはすぐに圧倒的な快感となって若妻の子宮中に燃え広がっていく。

			「はあっはあっ！　夏美さん！」

			　狂ったように腰を振られ、強烈なピストンが立て続けに撃ち込まれる。技巧も何もない稚拙な動きだが、若さと勢いが十分に補っている。そんながむしゃらさが夏美にとっても新鮮で、年下の青年に犯されているという背徳感を燃え立たせるのだ。

			「あっ……ンああっ……飯尾君……あひぃ……だ、だめ……こんなこと……ふあぁん！　こんなところでぇ……ああぁぁっ！」

			　ズンズンと突き上げられる子宮が燃えるように熱い。

			（そんな……この子に……こんなに感じさせられるなんて……）

			　折り畳まれた太腿の筋肉が、しなやかなバネとなって飯尾の律動を支えている。ビキニが引っかかって完全に開脚できないため、膣道は狭まり擦れ合う粘膜の摩擦を強めていた。意識してやっているわけではないが、確実に快感を増幅させる要因だった。

			　それに加えて、眼前に広がる蒼天や肌を撫でていく爽やかな潮風などが、どこか現実感を乏しくさせ、人妻の貞操観念を麻痺させていく。それにつれて夏美の反応も次第に生々しさを増し、そんなあられもない姿を誰かに見られてしまうのではというスリルが、露出の昂奮を高めていくのだ。
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			　子宮口が牡精を迎え入れようと位置を下げ、亀頭と何度もディープキスを繰り返す。膣襞が淫らに蠢き初々しい勃起の感触を味わい尽くそうとする。青年の勃起が痙攣を始め、射精が間近なのを感じると女の悦びが下腹いっぱいに満たされた。

			「だ、だめ……中は……中はダメなの……ああ、飯尾君……お願い……ぁくぅん」

			　口では拒否しながらもお尻が持ち上がり、夫以外の精を受け入れる浅ましい態勢を整えてしまう。

			（私欲しがっているの？　そんな……私の身体……どうなってしまったの……？）

			　淫らに造り替えられてしまった自分自身に慄然とする夏美。こんなふしだらな身体で夫の元に戻れるのか、夫に抱かれる資格があるのだろうか……薄暗い不安が脳裏を過ぎった。

			「な、夏美さんっ！　うううっ！」

			「きゃあぁっ!?」

			　いきなり熱い迸りを下腹に浴びせられて夏美はギクンと頭をはね上げた。射精直前、素直な青年は夏美の声に反応して勃起を引き抜き、膣外に射精してしまったのだ。

			　よほど溜まっていたのだろう。若い牡精は絶倫の三沢をも上回るほど大量でお腹一面を覆い尽くすほど。中年男ほどの濃さはないものの、その熱さはまるで熱蝋を垂らされたようだ。

			　夏の若草のような若い精液臭がムンと身体中から匂い立ち、自分がひどくふしだらなことをしてしまったという背徳感を掻き立てる。同時に夫や三沢とは違う直情的で動物的な射精が、なぜか夏美の中の牝の部分を目覚めさせようとする。

			「ハア……ハア……ハアァ……」

			　お臍に溜まった精液が徐々に冷えていくのを、夏美はホッとしながらも、どこかもどかしく感じていた。

			（ああ……そんな……）

			　三沢のねちっこい責めに慣らされた身体には、やはり青年とのセックスでは物足りなさが残る。一度灯った官能の火は、最後までいかなければ消えてくれない。そのことを痛いほど教え込まれた身体は、焦燥にジリジリと焙られ続ける。美麗な眉が切なげに折れ曲がり、救いを求めるように彷徨う視線が、ニヤニヤ嗤いを浮かべた佐藤と合った。

			「まだ奥さんは満足してないようだ。ほらよっ」

			　夏美に投げ渡したのはコンドームだった。

			「こ、こんなもので……どうしろと……」

			「そいつで存分に楽しむんだな。フフフ」

			　避妊具を受け取ったものの夏美は戸惑う。避妊しているからと言って不倫の罪が軽くなるわけではない。むしろ用意周到な感じがして、余計に破廉恥に感じられた。

			「夏美さん……」

			　目の前では若者らしく精力を回復させた飯尾が、再びペニスを勃起させている。射精直後だというのに男根はギンギンに反り返り、逞しさを増したように見える。見ているだけで子宮の奥がジンジンと疼いてきた。

			「ああ……飯尾君……」

			　渇いた喉に唾を送り込むがそんなことでは渇きは癒やされない。膣奥に燻る淫ら火は狂おしいほど熱く、一吹きすれば真っ赤に燃え上がるだろう。このまま放置すれば頭がおかしくなってしまいそうだ。

			（でも……だからって自分から求めるなんて……そんな浅ましいこと……）

			　だがその逡巡も長くは続かない。

			「夏美さん、迷っているんですか。あ、ああぁん……こんなにオマ○コ気持ちいいのに……はぁぁん……」

			　バックスタイルで繋がった涼子が、鼻にかかった甘い声で魔界へと誘う。悦楽に酔ったような瞳で見つめられ、ドキリと心臓が跳ねた。

			「ゴムさえつければぁ……ああ……絶対妊娠しないんですからぁ……はあはあン……旦那さんを裏切ることには……なりませんよ……あっ、ああぁぁん！」

			　淑やかだった涼子の口から発せられたとは、信じられない言葉だが、不思議な説得力を感じてしまう。

			「いつまでも焦らしていると、坊やが暴走して、今度は中出しされるかもしれんぜ」

			「夏美さん……僕も……もっと……したい」

			　三人から迫られて、四面楚歌の夏美はすっかり頭が混乱してしまう。

			（……無理矢理レイプされるより……避妊したほうが……）

			（そうよ……これはむしろ……あの人の……誠司さんのためのなの……私はあの人を愛しているから……だから……コレを……）

			「わかったわ……飯尾君……わ、私が……つけてあげる……」

			　倒錯した言い訳を淫熱に冒された頭の中で繰り返しながら、夏美は若い肉棒に手を伸ばしていく。

			


			　先ほどとは逆に飯尾が仰向けになり、脚の間に夏美がポジションを取る。隆々と天を突く飯尾の肉棒は、若さ溢れる勢いを感じさせた。文字通り一皮剥けた感じの亀頭には放ったばかりの精の残滓が絡みついており、これがついさっきまで自分の中に入っていたと思うとドキドキと心臓が高鳴ってくる。

			　ゴクリと唾を呑みながら避妊具のパックを開けると、中から出てきたのはこれまで見たこともない濃い紫色のゴムだった。

			（な、なんて……いやらしい色……）

			　初めて見るどぎつい雰囲気に戸惑いながらも、手指を必死に動かして年下の青年の勃起に被せていく。夫にもつけたことはなく、触り方によってペニスがピクピク反応するたび、ドキッとして手を止めてしまう。

			（これが飯尾君の……オチンチンなのね……）

			　間近で見ると一人前の牡として申し分ない逞しさがあり、掌に伝わる熱さや硬さは夫のモノを上回っているだろう。

			　若々しい肉棒に触れているとテニスコートでの生真面目な青年の姿が脳裏に蘇ってきた。これからあの純粋な、弟のような青年に抱かれるのだと思うと、罪悪感とともに密かな昂奮を覚えてしまう。

			（ああ……私は飯尾君に抱かれるために……オチンチンにコンドームを……ああ……なんて破廉恥なことを……）

			　クルクルとゴムが反転しながら勃起を覆っていくのを見ていると、自分が本当に娼婦になったような気がして、夫に対して後ろめたさを感じた。真昼のビーチで若者のペニスにコンドームをつける人妻……そんな自分の浅ましさを自覚するほど、なぜか子宮が疼いて蜜壺が新たな蜜を湧かせてしまうのだった。

			「あっ……こ、これって……」

			　避妊具を装着し終わった男根を見て夏美は目を見張った。

			　驚いたことにゴムの表面には無数のイボが突き出しているではないか。そんなコンドームが存在することも知らなかった若妻は、いやらしい紫色と相まって、凶悪な責め具に変身を遂げたペニスにを見てブルッと胴震いをした。

			「坊やのじゃあ、ちょっと物足りないだろうと思ってサービスだ」

			「そんな……」

			　先ほどのセックスで飯尾に物足りなさを感じ、あまつさえ三沢のモノと比較してしまったのは事実だった。それを見透かされたようで夏美は羞恥に頬を染め上げる。

			「これなら夏美さんも満足しそうですね。さあ、僕の上に乗ってくださいよ」

			　飯尾が意地悪な嗤いを浮かべた。パワーアップされた分身を見て自信を深めたのかもしれない。

			「飯尾君……あなたまで……」

			　年下の青年の高圧的な態度に夏美は戸惑う。二人の関係が徐々に異質なモノへと変化していくのが恐ろしい。このままいけば、もう二度と普通の関係には戻れないような気がしてくる。

			「それって……ああはぁん……すごく気持ちいいんですよ。夏美さんだって……あっ、ふぅん……病みつきに……ン、あぁっ……なっちゃいますから……はぁはぁん……それに、早くしないと……だ、誰かが来ちゃうかも……ああぁうん」

			　ドッグスタイルで犯されながら先輩奴隷の涼子が声をかけてくる。

			「で、でも……やっぱり私……」

			　一瞬夫の面影が過ぎり、ギリギリで夏美は踏ん張った。もうすぐ夫に会うというのに、こんな不純な行為が許されるはずがない。だが────。

			「あっ、あああぁ〜〜〜〜〜ンッ！　イクッ！　涼子のオマ○コイクゥッ！」

			　隣で親友がエクスタシーの咆哮を響かせ、全身を激しく痙攣させる。混ざり合った牡と牝の粘液の匂いがムンッと鼻を突き、目眩を感じてしまう。

			（ああ……あんなに……気持ちよさそうに……）

			　恍惚に染まる新妻の表情を見ていると、狂おしいほど子宮が煮えたぎった。淫気の陽炎が脳内に揺らめいて夫の影が薄れていく。

			　さらに飯尾が腰を蠢かせ、夏美の眼前で異形ペニスをこれ見よがしに左右に揺さぶる。とてもこれ以上耐えられなかった。

			「さあ、はやく。夏美さん」

			「あ、はああ……い、飯尾君……」

			　覚悟を決めた夏美は青年の腰の上に跨がり、豹柄のビキニショーツを横にずらした。グズグズの泥濘状態の粘膜が、飢えた食虫花のように物欲しげに口を開け涎を垂れ流す。目映ゆい日差しを浴びるビキニ姿が浅ましいガニ股に開ききり、すべてをさらけ出しながら、男根めがけて降下していく。

			（ああ……私……何をしているの……）

			　子供扱いしていた青年の言いなりになっている自分に妖しい倒錯の昂奮を覚える。背徳感は依然としてあるものの、中途半端なセックスのせいで秘奥の焦燥は最高潮に達していた。これ以上我慢すれば頭がおかしくなってしまう。

			「い、飯尾君……い、いくわよ……ああ……」

			　そのままゆっくりと腰を落としていくと、ヌルヌルとしたゼリーまみれの淫棒がクレヴァスにクチュッと接触する。先端が沈み込んだだけで、亀頭部にも生えたイボ突起が早くも威力を発揮し始めた。

			「ンああぁっ！　こんなぁ……あああ……」

			　肉襞を押し分けて入ってくる圧迫感は、それまでと比較にならないほど大きく感じられた。特にイボ突起に柔襞をゴリゴリと研磨されるのがたまらない。巨根の三沢に勝るとも劣らない迫力があった。

			「うあぅ……すごい……はあぁ……イ、イボが……ああぅん……お腹に響くぅッ！」

			　身体を裂かれそうな衝撃に耐え、ズブズブとゴム付き肉棒を根本まで呑み込む。貪欲な人妻の腰がついに青年の腹と密着した。

			「はあぁっ。そうですよ、夏美さん……か、下半身の動きが重要です」

			　下から表情を見やりながら、青年が歪んだ笑みを浮かべる。初だった青年コーチの中に、人妻を犯す悦びが育っているのだろう。

			「ああぁぁ……ふぁっ……こんなぁ……ああ……あなたぁ……」

			　ズーンと子宮に突き刺さる熱さと硬さが、不貞の証となって夫の面影を酸のように溶かしていく。しかしそれがさらなる快感を呼ぶことを身体は覚えてしまっていた。ゆっくりと腰が上下に動き出し、異形化した青年のペニスをしごき上げていく。

			　猥褻な淫具で強化された勃起の威力は凄まじく、夏美は自分で自分を制御できなくなりつつあった。無数のイボは蜜襞の中に埋もれた性感帯を隅々まで探し出し、休む間もなく責め立ててくる。中でもカリの部分に生えた大きめの突起は、女の泣き所のＧスポットをピンポイントで狙ってくるのだ。

			「ああぁ……おおおぉっ！　こ、これぇ……イボが……擦れるぅっ」

			　まるで高圧電線を突っ込まれたように、夏美はムッチリした尻丘を振りたくり、淫靡なベリーダンスを踊らされてしまう。

			「ああ……さすが、夏美さん……上達が早いですね。っくぅっ……その調子ですよ」

			　どっしりと熟れた人妻の尻の重さを感じながら、膣肉のきつい収斂に飯尾は恍惚の声を上げる。ゴムを装着しても快感は減るどころか、さっきより増しているくらいだ。ずっと憧れてきた人妻を自分のペニスがよがらせていると思うだけで快感は何倍にも増幅されるのだ。

			「その牝牛みたいなオッパイももっといじめてやれ。奥さんは胸が感じるんだ」

			　一戦終えた佐藤がタバコをくわえながら指示を出す。そのアドバイスに従って、昂奮した飯尾の手が伸びて双乳をガッシリ鷲づかみにする。

			「ンあああぁぁぁっ！　お、お乳は……おっ、おおぉぉううぅぅっ！」

			　途端に胸を反り返らせて快美の恥鳴を奏でる夏美。豊満なＦカップは夏美の最大の性感帯になっていた。ギュウギュウと圧迫されるたび、乳腺がざわめき、鋭い快感が電気を纏った針のように胸を貫いていく。理性を食い破られそうな乳悦に狂わされ、汗まみれの背中をグッとしならせては、艶のある黒髪をバラバラに振り乱す。

			「すごい……なんて敏感なオッパイなんだ……」

			　過激な反応に驚きつつも、ずっと憧れ続けてきた美人妻の巨乳に一度食い込んだ指は離れなかった。こぼれそうな乳肉を根本から搾り上げ、コリコリの乳首を指の股に挟んでしごきまくる。柔らかな乳脂肪の中に指はどこまでも埋まっていき、このまま両腕が呑み込まれてしまうのではないかと思うほど。掌から伝わる快感が下半身に伝わり、青年の肉棒は、若妻の中で一層雄々しく勃起していく。

			「これが……これが夏美さんのオッパイ……大きくて……柔らかい」

			「あぁっ……あぉおおっ……お乳は……んっはぁ……っくう……お乳はだめぇ……」

			　こね回されるたび、乳肉の中に沸々と灼熱感がこみ上げ、乳肌はプリプリに張りつめてくる。ジワジワとマグマのように這い上がる熱感が、ニップルを裏側から焙ってくる。

			（ああ……このままじゃ……私……）

			　乳悦は脊椎を駆け下り、子宮を赤熱させる。きゅんと疼く膣肉が男根を食い締めて、女の悦びが今度は下から上へ背骨を駈け上がっていく。目眩を感じるほどの官能の高波に洗われながら、夏美は弾けてしまいそうな双乳をグンッと突き出した。

			「あ、あああ……だ、だめ……もう出るっ！　出ちゃうっ！」

			　その熱さが頂点に達し、夏美の双乳から白泉となってピュウッと迸った。

			「な、夏美さん……こ、これは……まさか!?」

			　いきなり顔面に温かな液体を浴びせられ飯尾は呆気に取られている。頬を伝う白濁をひと舐めした青年は、その液体の正体に気づくとガバッと上体を起こした。

			「母乳だ……夏美さんは、オッパイが出るんですね。なんていやらしい身体なんだ」

			　そのまま人妻の身体を抱き上げて正対座位へと体位を変えた。丁度正面に来た夏美のＦカップに顔を埋めて、ビキニからはみ出したニップルを窄めた唇に捉え、思いきり強く吸引した。

			「はあはあっ、夏美さんのオッパイ！　ンちゅうっ！　ぷはぁ。美味しい……すごく美味しいですよ……んちゅぅぅっ！」

			「ンああぁぁぁぁっ！　お乳……飲まないで……あ、あぅ……そんなに、吸われたら……あはあぁ……変になるぅ……ううぅんっ！」

			　そこは淑やかな人妻を牝に変えるスイッチだった。ぴゅっぴゅるっと青年の口の中に母乳を迸らせながら、夏美はこれまでにないほどの愉悦に身体を支配されていく。

			　十歳以上も年下の青年に乳を吸われ母性が湧き起こる。それと同時にこの青年に支配されていくことに、近親相姦を犯しているような背徳感を感じてしまう。倒錯した母性が子宮を疼かせ、飯尾のペニスをグイグイと食い締めた。イボコンドームが膣襞に食い込むのが、たまらなく気持ちいい。

			「あっ……ああぁ……っ……こんな……いけないこと……なのに……はぁうん」

			　いつしか飯尾の腰にしなやかな脚線を巻きつかせ、積極的に腰を上下させていた。グチュッグチュッと結合部から水音がこぼれ、汗まみれの太腿の肌を密着させていく。さらに授乳するときのように若者の頭を胸にひしと抱き寄せ、押しつけた乳房から母乳の滴を滴らせてしまう。

			「ハッハッ、こんなところで……太陽の下で……母乳を噴いて……僕とセックスして……どんな気持ちですか？」

			「ああっ！　あぅンッ！　イ……イ……イィ……気持ちがいいわ……あっくぅん」

			　恥声を上げながら夏美は白昼の海岸で裸身を舞わせる。降り注ぐ陽光や潮風が、えも言われぬ解放感を与えてくれ、理性という枷が外される。本能剥き出しの昂奮のあまり長い睫毛が震え、セクシーな黒髪が波打つ。それに加えてもし誰かに見られたらというスリルが膣肉を戦慄かせ、青年の勃起を食い締めた。

			「うあ、ああ……夏美さん！　すごい締まって……はあぁ……溶けちゃいそうだ」

			　完熟の牝肉に包まれて、飯尾は呼吸も荒く腰を加速させ、イボの突起で子宮口をグリグリとこね回した。

			「ああ、そんな……そこはぁ……ダメぇ……っ！」

			　究極の性感帯であるポルチオを責められて、夏美はギリギリと真珠の歯列を噛み縛る。瞼の裏で火花が散って、今にも気をやってしまいそうだ。だがその寸前で、飯尾はピタリと腰の動きを止めてしまう。

			「ふうっ、まだです……はあぁ……まだ、イかせませんよ。ハアハア、コーチより先にイクなんて許しません」

			　完全に主導権を握った飯尾は、一転して入り口付近に責めを集中させる。一度射精して余裕がある上に、年上の人妻を追いつめていることが、牡としてのプライドを目覚めさせつつあるのだ。

			「ああ……そんな……飯尾君……い、意地悪しないで……ああぁぁっ！」

			　寸止めの切なさに狂わされ、夏美は激しく腰を振り始める。毒々しいパープルコンドームの根本から先端まで、膣洞全体を使ってしごき上げた。

			「うあ、ああっ！　も……もう……焦らさないで……んっくぅっ！　早く、だ…出して……は、早くぅ！」

			　青年の身体にしがみつくようにして腰を何度もはね上げる夏美。自分がどれだけ浅ましいおねだりをしているのか、顧みる余裕はまったくない。若者とリズムを合わせて腰を振れば、ジュボジュボという水音がこれまで以上に大きく響き出す。

			「ハアハアッ、あのお淑やかな夏美さんが……ハアハア……こんなに乱れるなんて」

			「それが倉木夏美の正体……本当の姿だ。女は魔物ってやつさ」

			「これが……本当の夏美さん……」

			　初めは半信半疑だった佐藤の言葉を飯尾は信じ始めていた。何よりも目の前で浅ましい姿を晒している夏美自身が、それを雄弁に語っているように思えた。

			「はあぁ……はあっ……ああ……い、飯尾君……も、もう……焦らさないで……ああ……つ、辛いの……あっ、あン……はぅん」

			「ハアハア！　夏美さん……まだまだですよ……ハアハア……僕のチンポで、もっともっと夏美さんを狂わせたいんだっ」

			　自分を子供扱いすることすらあった憧れのマドンナを、腰の一振りで思うがままに翻弄していることが嬉しくてたまらない。それは純粋だった青年の心に芽生えたサディズムであった。

			　鋭く突き上げたかと思えば、ゆっくりイボ付きの肉棒を引いて焦らしてもくる。性体験は未熟だったはずだが、極上の女体を教材にしてもの凄い速さで経験値を上げていくのだ。もともと鍛え上げた身体は抜群の筋力と持久力がある。自信を身につけた飯尾の責めはこれまで以上に苛烈だった。

			　ズブッ！　ジュブブッ！　ズプズプッ！　グジュウッ！

			　鍛え上げた下半身のバネが真下から垂直の串を子宮に突き刺す。力強い握力で乳房を握りつぶし、母乳を搾り取る。逞しい腕が人妻のふくよかな腰を抱き、身体全体を持ち上げるようにして胡座の上で淫靡なダブルスを強要する。

			「ダメぇ……はぁあん……イイ……そんなにされたら……あ、あぁ……私、本当に……ダメになっちゃう……アアァン」

			　若い力に圧倒されながら未知なる愉悦に夏美は背筋をしならせた。いつしか年下の若者に支配されていることに、ゾクゾクと魂が震えるほどの快感を感じる。

			「そんなにその坊やが気に入ったなら、坊やの恋人にしてもらえよ。旦那に内緒でこっそり楽しめばいいんだ」

			「ああ……私が……飯尾君の……」

			　佐藤の言葉が電撃のように夏美の身体を撃ち抜いた。十歳も年が離れた美青年の恋人にされる……。そう思うだけで、獣のように荒々しい昂奮が若妻の中で目覚めていく。同時に夫を裏切る背徳感が胸を抉ってもくる。だが朦朧とした意識には、夫の影をハッキリ思い浮かべることすら困難になりつつあった。そのとき────。

			「見ろよ……すごいな……」

			「こんなところで本番やってるぜ」

			（ッ……!?）

			　真っ赤に灼け焦げ、ほとんど停止状態の脳裏に声が響く。一瞬気の迷いかと思ったがそうではなく、はっきりと人の声が聞こえてくるのだ。閉ざしていた瞼を恐る恐る開くと、果たして数人の男女が夏美を取り囲んでいるではないか。

			「ヒィ……ッ」

			　激烈な羞恥のあまり頭が真空になり、思考が完全に停止する。それまでの陶酔が吹き飛んで、心臓が絶対零度に凍りつく。

			「奥さんがあまり大声を出すから、人が来ちまったじゃないか。困ったもんだぜ」

			　佐藤はヘラヘラと軽薄な嗤いを浮かべている。もちろんこうなることも計画通りだったに違いない。

			「あ、ああ……み、見ないで……ああ……こ、こんなのいや、いやぁ！」

			　狼狽えて身を隠そうとしても、勃起を垂直に埋め込まれていてはそれも不可能だ。どうすることもできず、青年と抱き合いながらペニスをくわえ込む浅ましい姿を衆人環視で晒し者にするしかない。

			　視線を感じると凄まじい恥ずかしさで全身が紅蓮の火柱に貫かれる。こんな姿を見られるくらいなら、いっそ舌を噛み切りたいとすら思った。

			「夏美さんったら。イヤと言いながら、腰を振っているじゃないですか」

			「え……う、うそ……!?」

			　涼子に指摘されて初めて自分の姿に思い至る。破廉恥な露出ビキニ姿で年下の青年の膝に跨がった人妻は、ゆっくりと腰を上下に振り立てているのだ。緩やかなＷを描く尻タブの中心には、ど派手な紫のイボ突起を纏った男根が規則正しくピストンされて、牡と牝の体液を泡立てている。

			　じゅっ……じゅぶっ……ずぼぼっ……ずぷずぷずぷぅっ……ずずずずずっ……。

			「あ、ああっ！　そんな……身体が……ああぁう……と、とまらない……っ」

			　どんなに恥ずかしくても肉体の暴走はもう止まらなかった。蔑むような視線を意識すればするほど快感が大きくなり、腰をダイナミックに舞わせてしまう。豹柄ビキニから溢れた乳房がタプンタプンと上下に跳ね、夥しい汗が背中を滑り落ちていく。

			「ああ……す、すごい、また締まってきましたよ。くぅっ……やっぱり見られて、感じているんですね。いやらしい人だ」

			　露出の快感に燃える媚肉に食い締められて、飯尾のペニスの中を快美の電流が駆け巡る。お返しとばかり、青年は人妻の乳首を呑み込むように吸いついていく。

			「ンあああぁぁっ！　ちがう……オッパイ……吸わないでぇ……ンく、はあぁうン」

			　快楽の杭を打ち込まれた胸が反り返り、二つのスイカ級の巨乳が斜め上に向かって突き出された。そして雲一つない蒼天に向かって、プシャアァっと白泉のアーチを描き出す。

			「す、すごい。母乳まで出ているぞ。エロすぎだぜ」

			「まだ小さい子供がいるのよ。それで若い男の子をつまみ食いするなんて、一体どういう神経しているのかしら」

			「こんなところで昼間っから盛るとはよっぽど好き者なんだろうな。あれだけいい身体をしていれば見せつけたくなるのもわかるがな」

			「あっ、ああっ、いや……見ないで……言わないで……ンぅううく……飯尾君……もう許して……あ、あぁ……むふん」

			　浴びせられる罵声と侮蔑の眼差しが、垂直に降り注ぐ陽光と相まって肌を灼き焦がすほど強く感じられる。瞼の裏で虹色の光彩が煌めき、身も心も恥辱の悦楽に焼き尽くされていく。

			「正直に言ってくださいよ。夏美さんっ！　さっき気持ちがいいって、言ってくれたじゃないですか。ホラホラァッ！」

			　乳首にガチガチと甘噛みの歯を食い込ませながら、飯尾が迫る。被虐の快感に火照った身体には痛みも強力な媚薬だ。同時に肉棒を浅く引き抜くような動きも見せる。押しと引きの駆け引きの巧みさはテニスプレイヤーの天性だろうか。青年コーチの責めにヒッと喉を軋ませた夏美は、屈辱に震えながら唇を開いてしまう。

			「ああ……はあはあ……イイ……き、気持ちがイイ……はあぁ……感じてるわ」

			「どこが気持ちいいんですか？　皆さんにも聞こえるように言ってくださいよ」

			「あ……うう……オ……オマ○コよ……ああ……オマ○コが気持ちいいの……っ！」

			　恥ずかしく惨めな気持ちになるほど、マゾの媚毒に冒された肉体はますます激しく燃え上がる。もっと恥ずかしい目に遭って、もっと気持ちよくなりたいとすら思ってしまう。

			「もっと具体的に言ってやれよ」

			　夏美の心を見透かしたように、佐藤がさらに卑猥な言葉を吹き込んでくる。あまりにも卑猥な言葉にカアッと頭に血が上ったが、それもすぐに快感へと変わった。

			「はあはあぁ……コ、コンドームの……イ、イボイボが……中で擦れて……ああっ……気持ちイイわ……あひ……イボ付きイイッ……や、病みつきになっちゃうぅン！」

			　ジュボジュボとはしたない水音のボリュームを上げながら、腰を激しく上下させる。バラ色に充血した粘膜が、毒々しい紫コンドームを吐き出しては呑み込む様を見れば、観衆は夏美の言葉が本心だと思うしかない。

			「それだけかね？　奥さん」

			「んああぁっ！　み、見られているから……ふあぉぉ……お外で……見られながらセックスするのが……ああぁぁうぅっ……気持ちがイイわっ！」

			「オッパイも感じるでしょう。はあはあ、こんな風に搾られながら犯されるのが、いいんでしょうっ！　ほらほらっ！」

			「ンはぁぁっ……お乳も……感じるの……め、牝牛みたいに……お乳……搾られながらオマ○コするの……たまんないぃっ！」

			　もう自分でも何を言っているのかわからず、夏美は乱れに乱れた。だがそれはほとんど本音だと言っていいだろう。

			　Ｇスポットに食い込んでくるイボ突起から、電撃のような快美が子宮に突き刺さる。膨れ上がった乳首を青年に吸われ母乳を搾られるたび、骨格が崩れてしまうような幸福感に酩酊させられる。そして全方位から肌を刺す視線。男たちの欲情した眼、女たちの蔑む眼がなぜか清廉だった人妻を悩乱させ、ドロドロの淫らな底なし沼に引きずり込もうとする。このまま人格まで崩壊してしまいそうだ。

			「あ、ああ……も、もう……き、きちゃうぅ……っ」

			　破廉恥なビキニ姿の裸身がブルブルと震え出す。自我が壊れてしまいそうなエクスタシーの爆発を恐れるように、汗でぬめる太腿が青年の身体をギュッと引き寄せ、強張る指先が頭髪や背中を愛おしげに掻き抱いた。

			「ハアハア……夏美さん……も、もうイキそうなんですね……僕のチンポでっ」

			　昂る一方の夏美の姿を見て、飯尾の中で征服欲が満たされていく。どんなに憧れても本来決して触れることができない美貌の人妻が、自分の腰の上で乱れ狂っている。そしてその熟しきった秘奥に子種を注ぎ込めば、夏美のすべてを奪い自分のものにしたような充足感が得られるだろう。

			「ずっと好きだったんだ……ハアハア！　夏美さんを僕の恋人にするんだ！　ハアハア……夏美さんは結婚しているけど……十歳も離れているけど……そんなの関係ない。旦那さんのことなんか僕が忘れさせてあげるよっ！」

			　純粋故に青年がサディズムに染まるのは早い。ガツンガツンと音がしそうな勢いで人妻を突き上げる様は、まさに若い牡獣であった。

			「きて……ンああぁっ！　夏美は飯尾君の……こ、恋人になります……だから……ああ、一緒にぃっ！」

			　人妻としてあるまじき恥声までまき散らし、若い青年と相思相愛の如く腰を振り合う夏美。その声に応えて飯尾が唇を重ねてきた。

			「ン……む……ふぅ……飯尾君……あぁ……ん」

			　夏美も拒否するそぶりも見せず、二人は貪るような接吻を繰り返す。舌を絡め合い、唾液を交換し、吐息を混ぜ合った。

			「不倫は燃えると言うが、随分情熱的な告白じゃないか。あんな清楚な顔をして若い男をたぶらかすとは、最近の人妻は油断できないな」

			「十歳も離れた恋人ですって。もう少し自分の歳を考えて欲しいわ」

			　周囲から呆れたような嘲笑が浴びせられるが、今の夏美にとって侮蔑され、転落していくのが何物にも代えがたい快感なのだった。

			　連なった輪ゴムのように幾重にも締めつけられ、飯尾はピストンもできないほど。陰圧でもかかっているのかと思うほど粘膜が密着し、凄まじい締めつけに海綿体の硬度が負けて、血液が逆流させられる。

			「うああっ！　夏美さんっ！　出るよっ！　うおぉぉっ！」

			　ズシッと最奥までねじ込まれた勃起が、狂った愛情をぶつけるように避妊具の中に精をドプドプと吐き出す。夏美の中でコンドームがゴム風船のように膨らんだ。

			「あっ、ああぁ────ッ!!」

			　薄膜越しに精液の温もりやペニスの拍動を感じ取り、子宮が背徳の悦びに貫かれる。

			　轟々と燃え盛る炎に包まれ、夏美は血肉が溶け合うのではないかと思うほど抱き合いながら、罪深い絶頂に登り詰めていく。強張る指先が飯尾の逞しい背中に赤い筋を刻み込み、肩に乗せた美貌が真っ赤に上気して火のような息を吐く。腰に巻きついた太腿が痙攣し、伸びきった爪先が丸まっていく。

			「イクッ！　イクゥッ！　夏美、イっちゃうぅっ！」

			　プッシャアアァァァァァァァッ！

			　高々と噴き上げる母乳の滴が夏の日差しを受けて煌めき、虹の橋をかけた。淫らな光の渦に包まれ、黒髪が扇のようにザッと広がる。やがて糸が切れた人形のように、二人はビーチの上に折り重なって倒れ込んだ。

			　その異常とも言える乱れ方を見て佐藤はニンマリと嗤う。

			「坊やもなかなかやるじゃないか。奥さんのほうも一皮剥けたって感じだぜ。クク」

			　ギラリと光る蛇眼は明らかに何かを企てている風だ。何か恐ろしい計画が進んでいることを知らぬまま、夏美は青年と絡み合ったまま眠り続けるのだった。

		

	

			第五章　聖母受胎隷従

			


			「今日で最後ですね、夏美さん」

			　佐藤が運転する車の中、涼子に声をかけられて夏美は物憂げに答えた。

			「そ、そうね」

			　約束の三日間が過ぎ、今日は佐藤の店に出る日だった。この三日間、初日に飯尾と出会うというハプニングがあったものの、その後は特に何事もなく無事に過ごした。夜になると佐藤の晩酌につき合わされ、酒に弱い夏美は早々に酔いつぶれてしまったが、佐藤の相手をしなくて済んだのはかえって幸いだったと言えるだろう。

			　ただその後、淫らな夢に何度もうなされたのが心に引っかかっていた。しかもなぜか夢の中に現れた飯尾青年と、濃厚な情交を繰り返したのだ。夢とは思えないほど生々しい体験のせいで、目覚めたときは下着がグッショリ濡れていたほど。僅かな間に身体を淫らに造り替えられてしまったのだというショックに加えて、夢の中、避妊具を着けていたとはいえ飯尾を拒めなかった自分に激しい自己嫌悪を感じる。

			（あなた、早く会いたいわ……そうすればもう変な夢なんて見ないはずよ）

			　佐藤の言うことが本当なら、今夜の『接待』を終わらせれば明日には夫に会える。

			　電話では事情を話せなかったが、誠司は妻の差し迫った懇願を聞き入れて、理由は聞かないまま、出張を早めに切り上げると約束してくれた。このときほど夫の寛大さに感謝したことはないだろう。涼子も立ち直ったようだし、その後警察にいくのか、会社の上層部に報告するのかは夫と相談することになるが、いずれにしろすべてを幕引きにできるだろう。

			　ただ一抹の不安も残る。本当に佐藤を信用して良いのか。それにあの執念深い三沢がこのまま黙っているだろうか。できればこのまま逃げてしまいたい。しかし涼子が店に出ることに積極的なので、それを押しとどめるのは気が引けた。

			（きっと大丈夫よ……もう二度とあの男に会わないですむわ）

			　三沢のことを考えた途端、動悸が速くなった。身体に刻まれたおぞましい体験は、簡単には消えないようだ。

			（だめよ……弱気になっては……今日ですべて終わらせるの）

			　自分を奮い立たせようと、夏美はキュッと唇を噛む。そんな親友を見つめる涼子の口元にはなぜか薄い笑いが浮かんでいた。やがて車は繁華街の中へ入り込んでいく。

			


			『店』に着いた二人は、佐藤に案内されてそのまま地下へ続く階段を進まされた。

			「なかなか洒落た店だろう。うるさがたの客を相手にするにはこれくらいじゃないとな」

			　半地下にある店はバーのような落ち着いた雰囲気。床や壁は重厚なチーク材が使われており、テーブルや椅子なども決して安物ではない。中央に一段高いステージのようなものがあるのは何かの見せ物をするのだろうか。一見したところ高級なクラブと言った感じであまりいかがわしい感じはなく、少しは気が楽になった。

			　その後夏美は涼子とは離れて、一人奥の部屋に通された。

			「衣装はこれだな」

			　驚いたことに佐藤から渡されたのは白のテニスウェアだった。ホステスにしてはあまりにも不自然で、そのほうに知識がない夏美でも怪訝な顔をする。

			「客の要望でね、どうしても夏美さんのテニス姿が見たいとさ」

			「そんな……」

			　普段ならテニスウェアで人前に出ること自体さほど抵抗はない。しかしこれで接待するというのは異常だ。接待客の変質性を感じ、胸騒ぎを覚える夏美だった。

			「ご希望ならもっと派手な奴もあるぜ。こっちのスケスケのなんてどうだ？」

			「ああ……ウ、ウェアを着ます！」

			　破廉恥な衣装よりはマシだと自分に言い聞かせ、夏美は渋々とテニスウェアを手に取った。

			


			　そして三十分後。

			『皆様お待たせしました。本日のスペシャルショーの開幕です。今日がデビューとなりますナツミ嬢は二十九歳、ご覧の通り容姿端麗でありながら運動神経も抜群、まったく非の打ち所がないパーフェクトな人妻でございます。彼女には夫と一人娘がございますが、日々その豊満な身体を持て余しており、このたび我が倶楽部に出演することになったのです。スリーサイズは上から九二・六〇・九〇、バストはＦカップとなっております。尚初出演ですので今回は仮面を着けての出演となりますことをご了承ください』

			　軽薄なアナウンスが流れた後、ステージの幕が上がり、強烈なスポットライトが赤い仮面を着けたテニスウェアの美女を浮かび上がらせた。

			（ここは……？　私……どうなっているの……？）

			　白昼夢を見ているような表情で夏美は立ち尽くしていた。ウェアに着替えた後、景気づけと佐藤に飲まされたブランデーに何か入っていたのだろうか。赤い鳥の羽を編んで作ったような華美な仮面の奥で、とろんとした瞳が盛んに瞬きを繰り返す。

			　それ以外にも夏美の身体にはいやらしい仕掛けが施されていた。乳首は金属クリップで挟まれ、ウェアの裏地に擦られてぷっくりと膨れ上がっている。秘奥に極太のバイブレーターを埋め込まれたせいで、脚はややがに股に開かれ、太腿には電池ボックスがベルトで固定されていた。乳房にも膣肉にも媚薬ローションが塗り込まれ、人妻の意識を淫夢へ引きずり込もうとする。

			「さあ、奥さん。まずは挨拶からだ」

			「あ……挨拶……って……」

			　背後に立った佐藤に囁かれ、夏美はぼんやりと視線を巡らせる。客席には三十人ほどの恰幅のいい男たちが偉そうにふんぞり返り、酒を飲みながらニヤニヤ嗤っている。それぞれ黒い仮面をしているのはやはり素性を隠すためだろうか。

			「彼らを接待するのが奥さんの仕事だ。あいつらワルだからちゃんとやらないと輪姦されちまうかもしれないぜ。旦那と会う前に妊娠なんていやだろう？」

			「に、妊娠なんて……そんな……！」

			　輪姦、妊娠というおぞましい言葉を聞かされてようやく意識がハッキリしてきた。

			　接待とは名ばかりで、これではストリップと変わらない。もしかするともっとひどいことをさせられるかもしれない。逃げ道のない袋小路に追いつめられ、夏美は悔しげに唇を噛む。しかしまだ希望が完全に失われたわけではない。

			（どうせまともな接待じゃないことはわかっていたじゃない。頑張って乗りきるのよ）

			　夫との再会だけを望みに、夏美は「わかりました」と蚊の鳴くような声で頷いた。

			「よしよし。じゃあ、こう言うんだ」

			　ボソボソと耳元に囁かれる台詞を聞くうち、青ざめていた美貌が今度は見る間に赤く染まっていく。あまりの屈辱に目の前が暗くなったが、拒む権利は夏美にはない。照明を浴びながらステージの前に立ち、司会者の差し出したマイクに対峙して一呼吸。

			「み、皆様……わ、わたくし……ナツミは……夫と一歳になる娘がいる幸せな家庭がありながら……み、淫らな欲求を抑えきれず佐藤さんにお願いして……この倶楽部のショーに出演させて頂くことになりました。ハアハア……どうか、皆様……今夜は私の……ああ……い、いやらしい姿を……たっぷりとお見せしますので……お楽しみ……くださいませ」

			　血を吐く思いで言いきると同時に、夏美はテニスウェアを捲り上げ、双乳をさらけ出す。観衆は一瞬息を呑み、続けてオオッとどよめいた。

			　調教を受けて母乳が出るようになってしまった乳房はゆったり左右に広がりながら盛り上がり、先端をツンと尖らせている。二つの乳首を繋ぐクリップの鎖が、呼吸をするたびライトの光を反射してキラキラ煌めく。激烈な羞恥を表すように、胸の谷間には夥しい汗がオイルを塗ったようにぬめ光っていた。しかし隠すわけにもいかず、夏美はきつく瞼を閉じ、顔をねじ曲げて羞恥に耐える。

			「なかなかの上玉ですな。特にあの乳がたまらん」

			「ううむ、写真は見ていたがこれほどとは」

			　男たちは品評会の如く眼を光らせ、新たな生贄を品定めしていく。

			（ああ……見られてる……私のお乳が……こんなに大勢の人に……）

			　視姦の眼を意識すればするほど、ジーンと頭の芯が痺れてきて理性を麻痺させようとする。スリルで緊縮する膣肉がバイブをキュッと締めつけ、被虐の魔味を思い出そうとする。

			『今日も殿方に搾られるのを待ち望んで乳首を精一杯勃起させております。乳輪も直径五センチ近くあり、まさに牝牛、ホルスタインといったところでしょう』

			「ああ……牝牛なんて……」

			　夏美はハアァッと長い息を吐き出す。ぎらつく視線が溢れるほどの母乳を含んだ胸や剥き出しの太腿に集中しているのを感じると、おぞましさと同時に妖しいときめきが心臓を締めつける。これから大勢の前でもっと恥ずかしいことをしなければならないというのに、身体の奥に灯った淫火は鎮まるどころか、ますます赤々と燃え上がろうとしていた。

			『それではまずおしゃぶりから始めてもらいましょう』

			　司会者に促され、一人の男がステージに上がってくる。黒革のパンツ一丁のその男はでっぷり太った中年で、鼻から上にプロレスラーのようなマスクを被っていて顔はよくわからない。だがその容貌は三沢を連想させ、夏美はギクリと身を強張らせる。

			（ま……まさか……この人……）

			　嫌な予感に冷たい汗が背中に流れる。もし三沢だとすれば、これまでの佐藤の言動もすべて嘘だということになる。希望は完全に打ち砕かれ、待っているのは地獄への一本道だ。

			「さあ、奥さん。自慢のオッパイと唇でサービスするんだ」

			　佐藤に肩を押され、夏美は仰向けになったマスク男の腰の上に胸を被せ、膝を立ててお尻を突き上げる屈辱的な格好を取らされた。短いスカートが捲れ上がり、ヒラヒラのフリルに飾られたアンダースコートが見てくださいとばかり公開された。秘園の位置の円筒形の盛り上がりが、そこに何かが埋められていることを示している。

			　そして動揺する人妻の前に、ヌッと巨大な肉棒が突き出される。平均を遙かに超える太さと長さを持ち、亀頭部のカリは毒キノコのように張り出している。極太の幹を這い回る血管もミミズのように太く、夏美の視線を感じたのかますます雄大に反り返っていく。そのペニスの特徴も三沢のモノに酷似しており、ますます不安を増大させた。

			（そんな……そんなはずないわ……）

			　ドクン……ドクン……ドクン……。

			　動悸が早鐘を打つように速くなり、呼吸が浅くなる。これまでの逃避行が罠だったなど信じられない、いや、信じたくない。

			「ほれ、はやく奉仕しろ」

			「あうっ！」

			　いきなりバイブのスイッチを入れられ、夏美はブルブルッとお尻を震わせる。振動はそこまで強くはないが、淫熱に酔い始めた夏美にとっては強烈な刺激だった。淫らなバイブレーションに背中を押された人妻は、不安を打ち消すかのように肉棒に唇を寄せていく。

			「ンっ……くっ……わかりました……ちゅっ……ちゅぱっ……はぁ……んむンっ」

			　濃いルージュから伸び出た舌が、しなやかな蠢きで勃起に絡みつく。舌に触れる熱さと弾力、独特の塩苦い味は数日ぶりのせいか、一層ハッキリと感じられた。ツーンと鼻を突く精臭もどこか懐かしく、臍の裏がジワリと熱くなるのを感じる。そしてやはり三沢のモノではないかという疑念が頭の隅から離れない。

			（違うわ……そんなハズない……偶然似ているだけ……悪夢は今日で終わりよ……）

			　祈るような気持ちで夏美は陰嚢に唇を被せ、睾丸を含んで飴玉のように舌の上で転がす。臭いはさらにきつくなり、鼻や頬に剛毛が擦りつけられるのも屈辱的だ。しかもそれを大勢に観られているのだから、羞恥はかつてないほど大きい。赤い仮面の下で美貌が苦しげに歪むが、それがまた被虐美を引き立てて観客を喜ばせる。

			　と、マスクの男がニップルクリップの鎖をつかんでクイクイと引っ張った。

			「オッパイでサービスしてくれとさ」

			　佐藤に促され、夏美は双乳を捧げるように両側から持ち上げ、男根を挟むように愛撫を始める。張りつめた乳肌はとても敏感で、男根の熱さや逞しさをより深く感じさせられた。その間も中年男は鎖を手綱のように操って、美人妻のパイズリ奉仕を強要するのだ。

			（ああ……引っ張らないで……胸が……感じちゃう）

			　クリップに噛みつかれた乳首が千切れそうなほど伸び、甘美な痛みを鍼のように乳房に撃ち込んでくる。その刺激が乳腺細胞を活性化し、さらに圧力を増す母乳が内側から乳首を突き破らんばかりに圧迫してくる。内と外から挟み撃ちにされ、乳首が爆発してしまいそうだ。

			　そんな圧迫感が乳房をさらに敏感にさせ、勃起の熱さを焼けた鉄を押し当てられているかのように感じてしまう。

			「はあっ……くちゅ……んっ……ちゅぱ……ぢゅるるっ……はあぁん」

			　徐々に乳肉奉仕も熱を帯び、唇から漏れる吸着音も大きくなっている。頭が前後に揺れるたび、ポーニーテールが優雅にたなびくのも淫靡だ。

			　桃色の霧がかかり始めた夏美の脳裏に浮かぶのは、三沢の巨根に責められた調教の日々だった。あの夫のペニスを遙かに上回る凶悪なほどの絶倫肉棒にこれから責められることはないのだと思うと、ホッとする安堵の気持ちとともに、心の片隅に一抹の不安のようなモノを感じてしまう。

			（何なのこの気持ち……まさか……いいえ、違うわ……あの男のなんて……欲しがってなんかないわ……絶対……欲しくなんかない……）

			　心の中で否定しつつ、いつしかアンスコのお尻もモジモジと左右に揺れ、短いスカートがヒラヒラ揺れた。バイブ責めを受け続ける秘肉はしっとりと新たな潤いを帯びて、クロッチ部分は蒸れた牝の臭いをムンムンと振りまき始める。

			「牝の本性が出てきたな。そろそろオッパイを搾って欲しくなったんじゃないか」

			　夏美の反応を見ながら佐藤がリモコンを操作しバイブの振動を一段強めた。

			「あ、あああぁぁっ！」

			　ヴヴヴヴヴヴンッ！　と唸る振動に子宮を突き上げられ、夏美は一瞬身体が浮き上がったような錯覚に襲われる。

			（し、痺れちゃう……っ！）

			　膣肉をこね回す淫らな波が、灼熱の波紋となって子宮から乳房へ拡がっていく。鋭角にくびれた腰が反り、テニスシューズの爪先が快感に耐えるように丸まった。淫らに蠢く媚粘膜は、責め具を最奥まで呑み込んで、最も感じる子宮口に振動源を押し当ててしまう。目め眩くるめく快感に一気に果ててしまいそうになるが、双乳を縛める圧迫が、イクことを許さなかった。

			「フフフ、苦しそうだな。母乳を搾って欲しかったら、その人を射精させるんだ」

			「ンああぁ……ハアッハアッ……あむ……くちゅん……じゅぼっじゅぽぉっ」

			　ふしだらな衝動に押し流され、乳と唇のダブル奉仕が加速する。根本から先端に向けて搾るような乳肉の圧迫を繰り返しながら、美貌を深く傾け先端に湧き出す先走り汁を色っぽい仕草で舐め上げる。小鼻がいやらしく膨らんで、甘えるような吐息が鼻腔からムフン、アフンと抜けていく。

			　豊乳に包まれた男根も唾液でヌラヌラ光りながら、気持ちよさそうに反り返っている。射精が近づいているのか、マスク男が時折腰を震わせた。

			「パイズリだけで感じているようだ。よほど胸が感じるらしい」

			「アソコもよく仕込まれているようじゃ。太いオモチャをくわえて、もうグッショリ濡れているみたいじゃのぉ」

			　人妻の乱れゆく姿を男たちは淫欲漲る視線で見つめる。会場にいる男たちは全員が勃起状態だろう。色事には馴れている彼らにしては珍しいほど、会場は盛り上がっていた。それだけ夏美の魅力が群を抜いているということなのだろう。

			（み、みられてる……私……知らない人のオチンチンをおしゃぶりしているところを……見せ物にされてる）

			　全方位から突き刺さる視線に全身を貫かれ、背徳感がたっぷり混ざった露出の昂奮が背筋をゾクゾク震わせた。唇も乳房も感じさせられ、男根への奉仕を止めることができない。特に母乳がいっぱいに溜まってきた乳房が狂おしいほど切ない。今にも破裂してしまうのではないかと思うほどパンパンに張りつめ、今すぐ母乳を搾られたくて仕方なくなってくる。

			（ああ……胸が苦しいの……はやく……はやく……射精して……お乳出させて……）

			　破廉恥な欲求が暴走気味に若妻を煽り立て、もう人目もはばからず男根にむしゃぶりついていく。乳房がプルンプルンと弾むたび、クリップに乳首が引っ張られて痛むのだが、それすらも心地よかった。

			『このように従順なナツキ嬢ですが、他の女たち同様、最初から自分の欲求に素直だったわけではありません。これをご覧ください』

			　男たちの好奇心をくすぐるアナウンスとともに、ステージの背後にプロジェクターの映像が映し出された。そこには盗撮されたと思われる、テニスコートの夏美の姿が映っていた。目元にモザイクがかかっているが、仮面を着けた奴隷妻と同一人物であることは一目瞭然だった。

			『彼女は日々の肉欲の疼きを消すためテニスに打ち込んでおりました。腕前もご覧の通り素晴らしいものです』

			　華麗にスマッシュを決める夏美。颯爽としたウェア姿には濃厚な色気がありながら、どこか男を寄せつけない高貴なオーラも漂っている。そんな映像を背景に、どこで録音されたのか夏美の声がナレーションされる。

			『私、痴漢とかって絶対に許せないの』

			『女性の弱みにつけ込むなんて、卑劣な性犯罪だわ。もっと思いきり殴ってやればよかったわ』

			　凛々しい台詞が流され、夏美は恥辱に身を灼かれ、場内には嘲笑が溢れた。

			（ああ……やめて……聞かせないで……）

			　己の堕落を自覚させられるほど、なぜか身体は燃え上がり、さらに自虐の深淵を深めていく。ピクピク震える太腿を熱い蜜がスウッと流れ落ちていった。

			「ククク。そんな夏美君が人前で男のチンポをうまそうにしゃぶる淫婦になり果てるとは、驚きだよ」

			　謎の男の声を初めて聞き、夏美は戦慄する。

			（この声……まさか……まさか……）

			　ペニスを深々と頬張ったまま、恐る恐る視線を上に向けていく。そしてマスクの男と眼があった。その異様な光を放つ脂ぎった瞳は忘れようがない。

			「ああ……あ、あなたは……」

			　果たして唇を犯していた男は三沢であった。

			　慌てて逃げ出そうとしたがニップルクリップの鎖を握られていてはそれもできない。逆に頭を押さえつけられ、喉奥深くまで巨根をねじ込まれてしまう。

			「フフフ。しばらく見ない間に随分色っぽくなったじゃないか。狙い通りだったな」

			「うぐ……むぐぅ……」

			　グイグイと人妻の唇にピストンしながらしてやったりと嘲笑う。

			（どうして……どうしてなの……？）

			　まだすべてを理解できず混乱した夏美は、されるがままにイラマチオされている。そして何よりも、乳房の中で暴れ回る切羽詰まった暴圧が、乳肉奉仕の継続を奴隷妻に強要するのだ。

			『このようにプライドの高いナツミ嬢は、女の悦びを知らぬが故に、男に対し潔癖な態度を取っていました。しかしやがて運命の出会いが訪れます』

			　画像が変わり、今度はベッドに大の字に縛られたナツミの姿が映し出される。

			『こんなこと許されないわ。絶対警察に訴えます！』

			『こんな……愛情の欠片もない……セックスで感じるわけないわ！　あなたたちは……動物と一緒よ！』

			『牝牛だなんて……馬鹿にするのもいい加減にして！』

			　涼子の部屋にカメラが仕掛けられていたのだろう。映像の中で人妻は抵抗虚しく上に下に体位を変えさせられながら、犯され続けている。あの一週間の監禁生活だ。生々しい迫力のレイプシーンの連続だが、あくどい観客たちは皆ニヤニヤ嗤って鑑賞を続けている。恥じらい抗う姿と、従順に肉棒奉仕を続ける今の姿とのギャップに昂奮を煽られているのだ。

			「あれだけ偉そうな口を叩いておきながら、今ではその極悪人のチンポに夢中なんだから、女ってやつは面白い生き物だよ」

			　背後から伸びた佐藤の指が、アンスコの上からバイブを押し揉む。グチュグチュと泥濘のような音を響かせながら、少しずつバイブが埋まってきた。

			「ン……ンはぁぁンッ！　お、仰らないで……ああン……くちゅぱ……こ、こんなの惨めすぎます……ああぁぁむ」

			　過去の自分の言葉が、そのまま現在の自分への罵声に聞こえてくる。その悔しさ、惨めさが被虐の情感を加熱させ、子宮をドロドロに蕩かしていく。アンスコにもどんどん染みが大きくなり、佐藤に弄られるクロッチ部分は水を含んだ綿のような状態だ。

			『運命のご主人様と出会い、ナツミ嬢の人生は次第に変わっていくのです』

			　新たな映像が映し出された。深夜のマンションを全裸で歩かされるところ。電車の中でほとんど全裸に剥かれ、夫の近くで痴漢責めされているところまでもが、次々に公開されていく。予想を超えるエロチックなショーに、観客は食い入るようにして、映像の中の人妻と目の前の奴隷妻を交互に見比べている。

			「スゴイ人気だな。やっぱりメインイベントは奥さんを選んで正解だったぜ」

			　ショーの成功を確信した佐藤が満足そうに頷く。

			「これなら第二ステージも盛り上がるぜ。うりゃ」

			　揃えた人差し指と中指がバイブの底を思いきり押し、最奥までズブリと埋まる。長大な人造男根に子宮が押し上げられ、快美の火花が炸裂した。

			「ンあああぁ────────ッ！　だ、だめぇっ！」

			　ビリビリと稲妻のような快感電流が脊椎を駈け上がり脳を焦がす。おぞましい予感を感じつつも、後から後から押し寄せる官能の高波に逆らえない。牝尻がさらに高く持ち上がり、嬲り指をもっとくわえ込もうとする。深々とペニスをくわえた唇の吸引音も、さらに強まってしまう。赤い仮面の下で瞳は蕩け、凛とした輝きを失っていく。

			（どうしてなの……こんな……憎い男たちにオモチャにされているのに……）

			　ズボズボと抽送されるたび、理性を削り取られていく夏美。やはり悪魔のような男たちから逃げられないのだという絶望感が心を暗く染め、諦念がジワジワと精神力を奪っていく。いっそのこと何もかも忘れて、爛れた快楽に身を任せてしまいたい衝動に駆られた夏美は、高く掲げたお尻をこれ見よがしにくねらせ始めた。

			『過酷な調教の結果、ナツミ嬢は女の悦びに目覚め、生まれ変わったのです』

			　夏美の昂奮に合わせるように映像はいよいよクライマックスの搾乳シーン。ガラス製の搾乳器で責められ、母乳が出る身体にされて、最も嫌っていた牝牛という言葉を受け入れさせられてしまったあの日だ。ある意味、あれが夏美の最初の敗北だったと言える。

			『ああ……夏美は……牝牛です……いやらしい……ち、乳牛です……ふぁぁん』

			『牝牛の……お乳を搾って……はあぁ……もっと、もっと……搾ってください……』

			「ああ……いや……見せないで……」

			　耳を塞ぎたい気持ちになるが、苦しさと快感の混ざり合った喘ぎ声は、今の夏美の心境を代弁していた。そして画面の中でうっとりとした表情で母乳を迸らせている自分の姿を見ると、羨ましいという気持ちがふと頭を掠めたりする。

			「ほほう、母乳まで出るのか」

			「それは是非見てみたいですな」

			　新たな興味を掻き立てられ、男たちの視線が夏美の胸に集中する。もう母乳の膨満感は限界を超えており、乳肌は弾力を失って硬く張りつめている。クリップに挟まれた乳首も濃いグミ色に腫れ上がって、解放を求めてヒクヒク痙攣していた。

			「はあはあ、皆さんがああ言っているぞ、夏美君。ふふぅ。リクエストには応えないとな」

			　意地悪く頬を歪めた三沢がクリップの鎖をツンツンと引っ張る。三沢自身も限界が近いらしく、脂ぎった胸板に滝のような汗を流している。勃起もさらに硬くなり、人妻の口の中で無茶苦茶に暴れ回った。

			「今からコイツを外してあげよう。牝牛らしく無様に気をやるところを倉木君に見せてやろうじゃないか」

			「え……あ、あぁぁっ!?」

			　三沢の指す方向を見ると、そこにはなんと夫の誠司がいるではないか。誠司はどこか陶然とした表情で嬲られる妻の姿を見ていた。しかも隣に夏美と同じ赤い仮面を着けた涼子が座って、なにやらヒソヒソ話しかけている。

			（ど、どうして……誠司さんが……）

			　会う約束をしていたのは明日で、今はまだ香港にいるはずではなかったのか。予期せぬ事態に思考が完全に停止する。

			「急に出張を早めにきり上げたいと言うから、その条件として一日私につき合ってもらうことにしたんだよ。フフフ。明日会うはずの妻が目の前で責められているとは夢にも思っていないようだ」

			　ニヤリと勝ち誇った笑みを浮かべる三沢。

			「君みたいなタイプは心が強いからね。力押しだけでは最後の一線を崩すことは難しい。手間と時間と金を相当つぎ込んだよ。それが今日報われる。ククク」

			　おぞましいまでの執念を見せつけられて夏美は仮面の下の美貌を引きつらせる。この男の圧倒的な淫のパワーには、女である自分は絶対に勝てない気がしてくる。

			「ああっ……そんな……んくちゅ……あの人の前で……あぁうぅっ……やめ、て……んふぅっ」

			　延髄を突くほど剛棒を喉に撃ち込まれ混乱した思考がグチャグチャに掻き混ぜられる。伸びきった乳首から乳悦が乳房いっぱいに拡がり、母乳噴射の期待が背骨を内側からくすぐってくる。同時に夫の前で取り返しがつかない恥を晒す恐怖に、心臓が凍りついた。いくら仮面を着けているとは言え、ばれない保証はない。

			「へへへ。立派な牝牛になったところを見てもらえよ」

			　背後から極太バイブを操って、佐藤も迫ってくる。最高レベルの振動とピストンを子宮に立て続けにぶち込まれ、子宮を真っ赤に赤熱させた。

			　ジュブッ！　ジュボボッ！　ズブズブッ！　ジュボジュボォォッ！

			「あ、ああっ！　ひぃぃっ！　こんなのラめぇ……っ！　あむぅ……くちゅるっ！」

			　夫の視線を感じたせいだろうか。捲り返され、研磨される柔襞にかつてない虐悦が燃え上がった。背徳感が強ければ強いほど、それを糧にしてマゾの愉悦が膨れ上がる。

			（私の身体……どうなってしまったの……？）

			　夫を、そして自分自身を裏切り続ける己の肉体が恐ろしかった。このままでは三沢の狙い通り、完全な牝奴隷にされてしまう。

			「あ……あああぁ……もう……いや……いひゃぁ……あむぅんッ」

			　苦悶と快楽の狭間で夏美はテニスウェアの身体をガクガク震わせた。

			　三沢は気持ちよさそうに腰を振り、佐藤もリズムをぴったり合わせて淫具のピストンを刻んでくる。

			　夏美は狂おしげに勃起をくわえた美貌を右へ左へ振りたくる。二つの責めが身体をまっすぐに貫き、一本の杭で串刺しにされてしまったようだ。

			　食道まで届いて喉奥を汚す肉棒の逞しさ、母乳を封じられたパンパンの乳房に擦りつけられる男根の熱さ、子宮に届かんばかりに濡れた秘奥を抉ってくる巨大な責め具の力強さ。幾重にも絡みつく快楽の重奏が、夏美を官能の極みへと追い上げていく。そしてそんな姿を夫に見られているという激烈な羞恥が、拍車をかける。

			（あなた……私……もう……）

			　脳内で幾つも星が生まれては粉々に砕けて散っていく。意識が完全に焼き尽くされて、夏美はもうわけがわからない様子で腰を振り立てる。身も心も蕩かされて、淫らな肉塊になり果てた気がしてきた。

			「んああぁ……あああ……も、もう……アアアァンンッ！」

			　夫の前だというのに、溢れてくる牝の声を抑えきれない。

			「あひぃ……い、いぃっ！　おかしくなる……ああむ……おかヒくなっちゃうぅっ！　ンちゅぱっ、はああ〜〜〜〜〜ンッ！」

			　背徳感も恥辱も快楽へと変換されて、子宮と乳房に流れ込む。桃色に染まった双乳を男の股間に押しつけ、浅ましく腰を振りたくる。これまでの調教で植えつけられた、露出の快感、マゾヒズム、背徳の悦びが、すべて溶け合っていよいよ芽吹こうとしていた。

			「み、見られてるのにぃ……ああぁ……感じちゃう……イイッ！　たまんないぃ！」

			　大勢の男たちの視線も、夫の視線ももう気にならない。いやむしろそれが快感を大きくしてくれることを子宮で覚えさせられる。赤仮面の奥で瞳からこぼれる涙は絶望か、歓喜か。激しくポニーテールを振り乱し、汗の滴を床にまき散らす。色情狂のような乱れっぷりだ。

			「やはり人妻は夫の前で責めるに限るぜ。夫への愛情が深ければ深いほど、極上の不倫マゾに仕上がるからな」

			「もうイキそうな顔だな。まずは一回気をやらせてみるか」

			　三沢の指示を受けた佐藤が、バイブの振動を最強にセットする。同時に子宮口に食い込ませてグリグリと抉り込んだ。

			「あ、ああ────ッ！　そこぉ……イイィ〜〜〜ッ！」

			　人の妻としての慎みも忘れ、恥ずかしいヨガリ声を振りまく。スカートが揺れながら捲れ上がり、アンスコに包まれたお尻が一回り大きくなったようにムッチリと佐藤に向かって突き出された。柔らかく盛り上がった二枚貝の合わせ目から夥しい牝蜜が溢れ出て、ジワアッと染みを広げていく。

			「牝牛らしくヨガリ狂うんだっ！　それっ！」

			　鎖が思いきり引かれ、ついに母乳を封じていたクリップが弾け飛んだ。

			「ヒィィッ！　あ、あっ……ああぁ……で、出る……出ちゃうぅっ！」

			　プッシャアアァァァァァァァッ！

			　白目を剥いて仰け反り、双乳から幾筋もの母乳を迸らせる。まるで噴水のような勢いで、爆発的に拡がる乳悦が、さらなる官能の高みへと夏美を打ち上げた。

			「アヒィィッ！　イクッ……め、牝牛……イクッ、いっちゃうぅぅ〜〜〜〜っ!!」

			　ギクンと手足を突っ張らせ、背筋を反り返らせる。タプタプ弾む乳房からは、後から後からミルクシャワーが噴き出して、三沢の男根を練乳クリームのように白く染めていく。

			「ああ……お乳が……とまらないぃ……お乳……搾られるの、気持ちいいッ！」

			　乳管を熱い母乳がピュルピュルと通過していくのがたまらない。心臓に突き刺さるような射乳快感に心狂わされ、夏美は絶頂から降りられない。さらなる快感を貪ろうと、Ｆカップに体重を乗せ、三沢の勃起と溶け合うほど密着させた。そのたびに淫情が溶け込んだホットミルクを男の陰嚢に浴びせかけていく。

			（ああ……ヒカルちゃん、ごめんなさい……）

			　淫らな男根奉仕の悦びを刻まれた乳を、一体どんな顔をして愛娘に与えればいいのか。勃起の熱さが母親失格の烙印のように感じられた。

			「おおっ、ミルクのお返しだ。受け取れ！」

			　まるで濡れそぼった膣肉に締めつけられているような錯覚を感じつつ、三沢は夏美の顔面に向かってドバァッと大量の精液を噴き上げる。ねっとり絡みつく白濁の粘糸が上品な鼻梁から流麗な柳眉まで穢し尽くす。濃密な精臭が鼻腔を抜けて脳に突き刺さり、夏美の中の『女』の本能を直撃した。

			「あ、ああ……おおぉぉ……見ないで……ヒッ、ヒィッ……狂っちゃうから……見ないでぇっ！　ンはぁぁンッ！　イクッ……牝牛イっちゃうゥッ!!」

			　夫の前で他人の精を浴び、背徳の悦びが朦朧とした意識に麻薬のように擦り込まれる。最後にもう一度、関節が壊れそうなほど全身を悶絶させた後、夏美は三沢の上に崩れ落ちて、背徳のエクスタシーの余韻に身を委ねた。深紅の仮面に白濁がドロリと垂れ下がる退廃的な美しさが、男たちを魅了する。

			「なんてすごい乱れ方だ」

			「母乳を噴きながらイキまくるとは、まさに牝牛だな」

			　壮絶なまでの絶頂姿を見て、観客は唸るような声を上げた。あまりにも美しく淫らな夏美に魅入られて、呼吸をするのも忘れるほど。そしてさらなる凌辱の期待にケダモノじみた眼をぎらつかせる。

			『こうしてナツミ嬢は、淫乱な牝牛に生まれ変わったのです。そして……』

			　息つく間もなくナレーションが流れ、次の映像が映し出される。

			『ハアハアッ！　夏美さん、夏美さん！』

			『ンああっ……い、いけないわ……あ、ああ……そんな……』

			『いつも通りコンドームもつけていますから。呼び出しておいて焦らすなんて、ずるいですよ』

			『あっ……ああぁっ……違う……ヒィンッ……ち、違うの……あはぁ、あぅぅん！』

			　それは飯尾と抱き合う夏美の姿だった。これまでと違って拘束など凌辱の雰囲気はない。仲睦まじい、まるで恋人同士の抱擁だ。うっとり溶けた表情や、重なった唇の中で絡み合う舌の動き、青年の背中に巻きつく指の強張りなど、どれも強要されたモノには思えない。

			『性欲を抑えきれなくなったナツミ嬢は、こっそり夫の目を盗んで青年の若い肉体を貪るようになっていったのです』

			（そ、そんな……あれは……夢じゃなかったの……）

			　飯尾との情交が現実だったと知らされ、夏美は頭を棍棒で殴られたような衝撃を受けていた。

			「彼も涼子を使って我々が呼び寄せたんだ。憧れの夏美君を抱けると言ったら、喜んで協力してくれたよ。なかなか優秀な当て馬だったな」

			「ああ……うそ……」

			「嘘なものか。君みたいな強情なタイプは、力押しだけでは難しい。押したり引いたりは交渉の基本だ。ま、北風と太陽の原理だな」

			　ネタをバラされて夏美は二重のショックに打ちひしがれる。あの真面目そうな青年までもが狼の獣性を隠していたとは。もう一体誰を信じればいいのかわからない。

			「見ろよ、旦那が驚いているぜ。若造に寝取られてさぞかしショックだろうなぁ」

			　客席で誠司は呆然と画面を見つめている。目元にモザイクが入っているとはいえばれても不思議ではない。だが、こんなところに妻がいるわけがないという思い込みのせいだろうか、まだステージの娼婦が自分の妻だとは気づいていないようだ。ただ妻とよく似た、同じナツミという名前の娼婦を見つめる目には鋭い侮蔑が込められているように思える。

			（アア……許して……あなた……あれは……本当の私じゃないの）

			　否定したくても映像は雄弁に物語る。逃れられない証拠を突きつけられて、夏美はすっかり気力を失ってしまう。

			『この淫乱な牝奴隷は、もちろんバイブくらいでは満足しません。どうぞ皆様、不倫好きのマゾ女が乱れ狂う様をご堪能ください』

			　ステージの上に四人の男が上がってきた。皆筋骨隆々のガッチリしたボディビルダーのような体格だった。浅黒く日焼けした肌はワセリンを塗ったように黒光りし、短く刈り上げた頭髪など、精悍なイメージだ。全員が雄々しく勃起させ、男根には不気味なイボ突起が並んでいる。

			『彼らは我が倶楽部でもトップレベルの技と体力を持つ牡たちです。尚、ナツミ嬢は今日が最も妊娠しやすい危険日のど真ん中でございます。妊娠した場合はきっと離婚ということになるでしょう』

			　画像が切り替わり、夏美の月経周期が表示された。その表は確かに人妻が孕み頃であることを示している。

			「ここまで時間をかけたのはそう言う意味もあったわけだ。フフフ、君はこれから夫の前で妊娠させられるんだ」

			「そ、そんな……」

			　三沢の悪魔的な発想に夏美は声を失う。夫の前で犯すだけでなく、種付けまでしようというのである。

			「い、いや……妊娠……なんて……っ……それだけはいやっ!!」

			　恐怖が冷気となって子宮に染み込むのを感じ、夏美は身体を縮み上がらせる。そんなことをされるくらいならもう死んだほうがマシだった。

			「おっと、舌は噛ませないぜ」

			「うぐっ……い、ひゃめ……あぉう……っ」

			　先読みした行動で佐藤が夏美に開口具を噛ませる。黒い革ベルトの中央にはまった円形の金具が唇に押し込まれ、口を閉じることができなくなった。

			　そして絶体絶命の人妻に屈強な男たちが群がってきた。

			「ヒヒヒ。危険日でも欲しがるとは、そんなに不倫セックスがお気に入りなのか」

			「我々がじっくり可愛がってあげよう。この真珠入りでね」

			　あっと言う間に身体を押さえつけられ、ステージの上でＭ字開脚に固定される。

			　ライトに浮かび上がる夏美の美しさに、男たちは改めてゴクリと唾を飲み込んだ。まずテニスウェアを捲られて、暴露された乳房の大きさに圧倒される。ゆったり左右に流れ、肩幅よりも広がった双乳は、まさに食べ頃完熟の果実だ。ついさっき母乳を噴き出した乳首は親指大に勃起したまま、視姦に耐えてピンとそそり立っている。その周囲に、白い滴がビーズ玉のように光っているのが淫靡なアクセサリーになっていた。

			　アンダースコートに包まれた下半身も、間近で見るとムチムチでさらに色っぽい。愛液に濡れて肌に貼りついているせいで、クレヴァスや淫具の様子が手に取るようにわかってしまう。太腿からふくらはぎにかけての脂の乗り具合も素晴らしく、子供を産んだとは思えないほど色っぽい。男なら誰でもむしゃぶりつきたくなるだろう。

			「アソコも拝ませてもらうか」

			　昂奮した男の手が伸び、アンスコの底の部分が、力任せにビリビリと引き裂かれてしまった。

			「う、うぐぅ……っ！」

			「こんな太いオモチャをくわえていたとは」

			　そこに埋まっていた極太バイブをズルリと引き抜いて、男が舌なめずりする。人造の責め具は夥しい花蜜に濡れ光り、湯気が立ちそうなほど。そして夏美自身の媚穴も、ぽっかり口を開けたまま、溜まっていた牝蜜をトロトロと吐き出していた。押し広げられた太腿は筋を浮かせて強張っているが、抵抗と呼ぶにはあまりに弱々しい。

			「へへへ、これはたまらねえ。さすが不倫好きの奥さんだ」

			　覆い被さった男が慌ただしく腰を突き出してくる。真珠入りの異形の勃起が、くちゅんとラヴィアに触れた。

			（ちがうの……私はそんな女じゃないわ！）

			　黒髪を揺すって顔を振るが、あの映像を見た後では誰も信じてくれるわけがない。しかも花園はぐしょ濡れなのだから、説得力はゼロだ。

			「誰にでも股を開くヤリマン女が気取るなよ。いくぜっ！」

			「んはぁ……ひゃめ……うぐぅ────────んっ！」

			　ズブズブと貫かれてしまった瞬間、夏美はギクンと鋭角の顎を裏返らせる。

			　太い。飯尾青年のモノなど較べものにならない大人の牡の逞しさだった。それがイボイボの凶器を纏っているのだから、破壊力は抜群だ。巨大な亀頭に押し広げられた柔襞に、無数の突起が食い込んでくるたび、ヒリつくような拡張感に悶絶させられる。だがそれも初めのうちだけで、すぐに妖しい疼きがお腹いっぱいにジーンと広がってきた。

			「どうだ？　ご主人様ほどじゃなくても、俺のもなかなかデカイだろ」

			「はぅう……うむ……ンン……っ」

			　根本までミッチリ埋め込まれて、女体の中心に甘ったるい痺れが満ちてくる。グリグリと真珠を食い込まされ、絶頂直後の官能の残り火が再び赤く煌めきを強めていく。懊悩するように眉が八の字にねじ曲がり、早くも呼吸が上擦り始めた。組み敷かれて男と密着する肌が、じっとりと匂い立つような牝汗を浮かせていく。

			「フフフ。危険日に夫の前で犯されるのはどんな気分かね、夏美君」

			　黒髪を引きしごいて夏美の顔を客席のほうに向けた。涙に濡れた視界には、夫の顔が真正面から飛び込んできた。誠司は涼子に勧められるままグラスを飲み干し、澱んだ瞳で夏美のほうをジッと見つめていた。しかも仮面の新妻にまさぐられる股間はズボンが大きく盛り上がっている。

			「どうやら妻を寝取られる姿を見ながら勃起しているようだぞ」

			（あ、ああ……そんな……あなた……見ないで……こんな私を見ないで……）

			　最も妊娠しやすい時期に、夫の前で他の男に犯されている。妻にとってこれほどの屈辱があるだろうか。死にたいほどの羞恥に身を灼かれ、体温が急上昇する。反射的に窄まった膣肉に真珠のイボが食い込んできて、強烈な感覚にいやでも女の部分が目覚めさせられていく。そしてそんな自分の姿が夫を勃起させていると思うと、奇妙な昂奮がうなじをゾクゾクさせた。

			「おお、すげえ締めつけだ。こ、これほどの女は初めてだぜ」

			　恥ずかしさが膣肉を狂わせたのか、女の最奥に秘めた括約筋が無意識のうちに三段締めを行っていた。出産経験を持つ媚肉は、どこまでも深く男をくわえ込もうとする。しかも上天井はザラついたカズノコ状なのである。想像を遙かに超える快感に、男は脂汗を流して唸った。少しでも気を抜けば一瞬で搾り取られてしまうだろう。

			「くう、こりゃあ、ジッとしていられないぜ」

			　気をよくした男は猛然と腰を振り始めた。鍛え上げた腹筋や背筋を総動員して、強烈なピストンを若妻の蜜壺に打ち込んでいく。鉄筋でも入っているかのような逞しいイボマラが、最奥の子宮を突き上げたかと思えば、蜜襞を引っ掻きながら抜け出る寸前まで後退する。繰り返される充足感と寂寥感が、夏美の理性の壁を突き崩そうとする。

			「あ、ああっ……おおぅう……ひぃぃ、ん……ンはぁぁンッ！」

			　ズーンズーンと逞しい肉柱に杭打ちされるたび、媚粘膜がドロドロに溶かされ、子宮がはね上げられる。夫に見られているというのに、全身に吹き荒れる快感の嵐は、啼き喚きたくなるほど凄まじい。特にＧスポットをイボの列に擦り上げられるのがたまらなかった。

			（だめよ……あの人の前で……イカされるわけには……）

			　最後の気力を振り絞り男の責めに耐えようとするのだが、力強い律動の衝撃で身体がバラバラになってしまいそう。乳房も上下に激しく揺さぶられ、飛び散る母乳の滴が人妻の肌を妖しく輝かせた。甘美な痙攣が頭の先から爪先まで、ビリビリと駆け抜けていく。

			「ふははぁっ！　気持ちいいか奥さん。そろそろ、イキそうなんだろ。ハアハア……俺ももうすぐだぜ」

			（あ、ああ……いやいやっ……出される……妊娠させられちゃう……っ！）

			　胎内に感じるペニスの拍動や男の息遣いに、いよいよ射精の瞬間が近づいていることを感じ取り、氷のナイフを突き立てられたように子宮が凍りついた。だが一度絶頂を極めさせられた媚肉は敏感で、戸惑う隙も与えられないまま、夏美はエクスタシーへの階段を登らされていく。

			「う、う……っく……むぅ……ン」

			「オオオッ！　出るぞぉっ！」

			　男の腰筋が強張り、ドスンッと肉棒が最奥まで突き入れられた。ひしゃげた子宮の中で快感が爆発し、頭の中が真っ白になる。

			（いやあぁあぁぁぁぁぁっ!!）

			　だが、夏美が登り詰める寸前、いきなり勃起は引き抜かれてしまう。

			（え!?）

			　何が起こったのかわからないうちに、男は素早く移動して夏美の開口具の中に亀頭を突き入れていた。

			　ドピュドピュッ！　もの凄い勢いで白濁精液が噴出し、人妻の喉奥に注ぎ込まれた。驚くほど量が多く、口腔がほとんど埋め尽くされるほど。熱く粘り着く腐液の感触と噎せ返るような異臭に吐き気を催す。

			「んぐぐっ……くぅ……むふぅ……っ！　ごきゅ……こくんっ！」

			　ギャッグのせいで吐き出すことも許されず、夏美は苦しそうに涙を滲ませながら飲み下すしかなかった。汚辱感を実体化したような熱い粘液が、胃の中にズシリと重さすら感じられる。そしてそれを夫に見られているということが、さらに胸を苦しくさせる。

			「ハアハア……よかったぜ、奥さん」

			「う……はあはあ……うう……っ」

			　中出しを回避できてホッとしたものの、同時に下腹に渦巻く淫気に腰がブルブルッと震えた。絶頂直前の寸止めは、熟れきった人妻の身にはことさらきつい。濃厚な牡のホルモンを飲まされてしまったせいか、熱い昂りが聖域の奥深く沸々と煮え立ち始める。

			「口でよかったじゃないか。それともオマ○コに出して欲しかったのかね？」

			　意地悪く三沢に囁かれ、夏美はハッと顔を横に逸らした。

			（欲しいなんて……そんなわけない……絶対に思ってないわ）

			　夫が見ている前で、しかも危険日にそんなふしだらなことを思うわけがない。夏美は夫に対しても否定するように何度も首を左右に振り続けた。しかし子宮の疼きは一向に治まらず、かえって勢いを増して燃え盛っていた。陰唇はヒクヒクと開いたり閉じたりしながら、牡を誘う妖花のように濃厚な牝蜜を滴らせている。

			「次は俺だぜ。たっぷり可愛がってやるからな」

			　夏美が性の迷宮を彷徨い始めたとき、角刈りの男がのしかかってきた。やはり屈強な筋肉の持ち主で、男根にもおぞましい真珠が埋め込まれている。

			（ああ……またあの人の前で……犯されちゃう……！）

			　恐怖に震え出す太腿を押し開き、膣孔に二本目のペニスがあてがわれる。たっぷりの蜜を湧かせたクレヴァスは、たいした抵抗もできないまま巨根を受け入れてしまう。

			「なるほど、こいつはすげえ。吸いついてくるぜ」

			「う、うぅ……ひゃめ……あううんっ」

			　休む間もなく犯され、媚肉の淫ら火がすぐさま赤々と燃え上がった。深く押し込まれるに従って、こじ開けられる蜜襞の隙間から、粘っこく泡立った本気汁がドロドロと溢れてくる。

			「んぐぅぅ〜〜〜〜〜ンッ」

			　そしてキッチリ根本まで結合させられた瞬間、夏美は股間を鞭打たれたような衝撃に襲われた。真珠のイボ突起が根本に集中しており、それは深く繋がったときに女のクリトリスを責めるためのモノだったのだ。グリグリと真珠を押しつけられるたび、痛みにも似た快感が恥骨を貫いて子宮に突き刺さる。夏美は臍が裏返りそうなほど腰を反らせ、ダイレクトな刺激に身悶え続ける。

			「おらおら、俺のもなかなか効くだろう」

			　夏美の両膝を肩に担ぎ、体重をかけながら折り畳む。結合が深まり、亀頭は子宮口を突き上げる。過酷な屈曲位に呼吸もまともにできない。

			「きひぃ……んくぅ……ふかぃ……はぁう……あ、ああぁっ……あひぃぃンっ！」

			　屈強な男にドスッドスッと力強い律動を打ち込まれ、押さえ込まれた手が白くなるほど拳を握り締める。身体全体を揺さぶられるほどの激しさだ。もちろんそこに愛情などあるはずもなく、性欲を貪る野獣のようなセックスだった。

			（でも……どうして……）

			　それなのに肉体は勝手に燃え上がり、被虐のボルテージを上げていく。確かに真珠入り男根の威力はすごいが、それだけではない。もっと心の奥深いところが揺さぶられている。

			　荒々しい呼吸を吐きかけられる首筋、ぶ厚い胸板に押し潰される乳房、逞しい腕力に握り止められている手首、太腿の裏側に感じる男の腰の躍動感……。そうした一つ一つが、なぜか夏美の心を捉えて放さない。見知らぬ男に夫との違い、夫にはないモノを見つけるたび、狂おしいまでの昂奮に襲われた。

			（あ、あ……く、くる……きちゃう……あなたぁ……私……穢されちゃう！）

			　その昂奮の正体もわからぬまま、夏美は仮面の美貌を何度も突き上げ、切ない流し目で夫のほうを見つめた。視界が歪み、意識がとろけ、次第にわけがわからなくなってくる。気がつけば自分から腰を振り、汗まみれのウェアを貼りつかせた身体を妖艶にくねらせていた。膣襞も男根に絡みつき、搾り取るような動きを見せる。

			「はあぁぁ、はあぁぁっ！　もう出るぞぉっ！　おおおおっ！」

			「ひぃっ……ラめぇ……ッ!?」

			　夏美が膣内射精を覚悟した瞬間、またしても勃起ペニスは引き抜かれてしまう。そして今度も開口具に射精されてしまった。

			「おらおら、飲めよ。もっとうまそうに飲め」

			「んぐぅ……むふ……あ、あぅ……んくふっぅ……ごく……ごくん」

			　ドクドクと流し込まれる灼熱の白濁精液を、夏美は鼻を鳴らしながら飲み干していく。さっきよりも量が多いくらいだが、不思議と抵抗感は少なくなっており、舌も滑らかに動く。むしろ自分を犯していた逞しいモノから出ているのだと思うと、ジーンとお腹が熱くなってきた。

			「ハア……ハア……」

			　中出しは免れたものの、絶頂もはぐらかされ、夏美はもどかしげに腰をくねらせる。ジリジリととろ火で焙られているような焦れったさが、肌を湯上がりのように火照らせ、人妻の色気を数倍に膨らませた。

			「見ろ、あの色っぽい顔を。まるで発情した牝犬……いや、牝牛じゃないか」

			「本心では種付けされたくて仕方ないのでしょうな」

			　観客たちの嘲笑う声が聞こえてきても、夏美はハッキリ否定もできず、ゼエゼエと喘ぐばかりだ。そこに三番目の男が迫ってきた。

			　脱力している人妻の身体を側臥位に横たえ、片足をいかつい肩に担いで持ち上げる。

			　百八十度近く開脚させられ、聖域は丸見えになる。ぽってり充血した花びらも、真珠に擦られて赤く膨らみきったクリトリスも夫に見られているはずだ。

			「こいつはツバメ返しっていうんだぜ。奴隷になるんだからいろいろ覚えないとな。ヒヒヒ」

			　軽薄に笑った後、咲き誇る蜜花に剛棒が突き立てられた。グチュッと淫靡な水音を響かせながら、勃起男根が侵入してくる。

			「う、ぅぅ……あっ、あぁぁ〜〜〜〜〜ンッ！」

			　たまらず漏れるのは、鼻にかかった甘い声。これまでとまったく違う角度で真珠に研磨されて、膣襞が歓喜に打ち震える。もはやその快感を否定できない。突かれるたびに腰が反っていき、美しい弓なりのラインとともに豊乳が強調されてくる。

			「もう舌を噛む気力もないだろう」

			　ギャッグを外しながら三沢が顔をのぞき込んできた。思惑通り、夏美に力は残されておらず、アンアンと牝の鳴き声を繰り返すことしかできない。

			「どうだね。夫の前で輪姦される気分は？　夫より逞しい男たちに囲まれて、最高の気分だろう」

			「はあ、はぁ……そ……そんな……ちが……ンくふっぅ……ンッ！」

			　激しく膣洞を掻き回され、爛れきった粘膜に静電気にも似た快美感が甘く噛みついてくる。身体の中心、女の本能とでも呼ぶべきところが背徳の快感を貪ろうと涎を流している。

			「こんなにオマ○コを濡らして、うまそうにチンポをくわえ込んでいるくせに、生意気な牝牛だな。まあ、そこが君のいいところだが」

			　横向きに鏡餅のように重なった乳房を、上から二つまとめて押し潰す。掌が乳肉に呑み込まれるように沈み、母乳がピュルルッと搾り出された。

			「ンあっ、ああぁぁっ！」

			　二つの快感が溶け合い、せめぎ合い、理性を押し流そうとする。淫らで心地よい夢に堕ちるかのように、意識がスウッと遠くなり、肉体だけが本人の意思を離れて、カクカクと腰を振り乱し始めた。持ち上げられた爪先が反り返り、ふくらはぎに断末魔の痙攣が走る。

			「おらっ。顔にぶっかけてやる！」

			　だが絶頂寸前、三度男根は抜き去られ鼻先に突きつけられた。

			　ビュクッ……ドピュッ……ドピュゥッ！　熱濁が網目状に広がって端正な美貌を覆い尽くす。不浄の白濁粘液が長い睫毛や高い鼻筋からドロリと垂れ下がる様は、崇拝すべき女神像を冒涜するようなカタルシスを観客に与えた。

			「はあぁ……はぁ……お……お願い……むふぅ……も、もう……許して……」

			　陰湿に焦らし抜かれ、精神の糸がまとめて数本引き抜かれる。女の奥底が渇望を訴えていた。ねじ切れてしまうのではないかと思うほど、子宮がキュウンッと縮み上がる。今すぐにでもそれを埋めてもらわなければ気が狂ってしまいそうだ。切なく潤んだ二重が、何かを求めるように三沢のほうを仰ぎ見た。もう陥落寸前といった風情で、腰が狂おしげに震え、白いスカートの襞が儚く揺れる。

			「女がより優れた牡を求めるのは当然のことだ。より強い牡と交尾し、子孫を残す。それが牝の本来あるべき姿なのだよ」

			　飯尾との爛れたセックスでも中出しはさせていない。夏美の身体は飢えに飢えているはずで、後一押しで心をへし折ることができるだろう。だが三沢は相変わらずマイペースだった。最後の矜持をへし折る昂奮をじっくりと楽しむつもりなのだろう。

			「休む暇はないと言っただろう」

			　グローブのような手に腰を引き抜かれ、夏美は四つん這いにさせられた。間髪入れず、蕩けきった蜜壺に、剛直が打ち込まれる。

			「ンあぁ……むあぉぉぉ〜〜〜〜〜〜ンっ！」

			　あられもない牝獣の咆哮が唇を戦慄かせ、突き出た舌がピクピク震えた。もはや括約筋は貞淑を忘れ、夫の眼前だというのに他人のペニスにむしゃぶりつく。飢えきった粘膜はどんどん感度を増していき、ゴリゴリと食い込んでくる真珠の数までわかってしまうほどだ。

			「不倫セックスのよさがわかったみたいだな。ほれほれっ、腹の底に響くだろう？」

			「ひぃっ……あひっ……んはぁっ……はひぃんっ！」

			　ドスドスと肉の杭を打ち込まれて、完熟の肉襞が痙攣しながら収斂する。抜き差しされるたびに、ビリビリと快楽電流が背筋を走り抜け、意識がストロボのように明滅する。ペニス自体が帯電しているのではないかと思うほどだ。

			　逞しい突き上げを食らうたび、重そうに垂れた乳房がユサユサと揺れて、汗と母乳の滴が床にパタパタと散った。

			「はあ、はあぁっ……も、もうダメ……これ以上は……おかしくなっちゃうっ」

			　快楽と焦燥に美貌が歪み、瞳は光を失って虚ろに彷徨う。唇の端からは涎すら垂れて、かつての上品な美しさはまったく見られない。

			「何がダメなんだ？　奥さん、どうして欲しいんだ？」

			　子宮口をグリグリ擦りながら背後の男が迫る。夏美はハッとしたように唇を噛み、屈服の言葉を呑み込んだ。下半身を支配する渇望の正体が何なのか。もうわかりすぎるほどわかっていた。最後まで子宮を犯し尽くされ、そこに熱い精を浴びせられたいのだ。しかしそれを認めるわけにはいかない。

			（あの人が見ているのに……危ない日なのに……）

			　妊娠への恐怖と、思いきり射精されたいという牝の本能とが激しくぶつかり合い、脳内で火花を散らす。しかし勝負はもう時間の問題だった。蕩けた表情やセクシーにうねる腰の動きなど、発情した牝そのものではないか。

			「やれやれ、まだ牝になりきれないようだな」

			　驚きとも呆れたとも言えない様子で、背後の男は勃起を後退させていく。

			「ひぃぃっ！　だめぇ！　ぬ、抜いてはだめぇっ！」

			「もう遅いぜ」

			　我を忘れて叫んだが、無情にもペニスは引っこ抜かれ、その直後アンスコに包まれたヒップに向けて、ドピュドピュッと白濁を吐き出した。

			「あ……ああ……そんなぁ……くうぅんっ」

			　あまりの苦しさに夏美は顔をクシャクシャにして涙まで浮かべる。瘧おこりにかかったように全身がガクガク震え、指先がステージの床をギリギリと引っ掻いた。

			「いい顔だ、夏美君。フフフ」

			　入れ替わりで背後にポジションを取った三沢がニンマリと嗤った。夏美が限界なのは誰の目にも明らかで、いよいよ堕ちる瞬間を見逃すまいと、観客も固唾を呑んで見つめている。

			「理性と本能の相克こそが、女を最も美しくする。貞淑であればあるほど、夫を愛すれば愛するほど葛藤は深まり、女をより淫らにする。君もそのことにもう気づいているはずだ」

			「あう……ぅっ」

			　亀頭の先でグチョグチョの牝花をなぞられ、夏美の腰が妖しく揺れる。誘っているのか拒否しているのか、夏美自身にもわからなかった。

			「だから私は人妻に惹かれるんだ。倉木君もそのことがわかったようだぞ」

			「え……ああっ！」

			　客席に眼を向けると、夫の股間に涼子が騎乗位で跨がり腰を振っているではないか。

			（あなたまで……）

			　夏美の中で何かがプツンと切れ、ポロポロ溢れる涙が仮面を濡らした。夫と家族のことだけを考えて必死に耐えてきたのに、完全に裏切られた気持ちだった。

			（私……もうだめ……）

			　支えを失った心はガラスのように脆かった。後は将棋倒しのように崩壊が崩壊を呼ぶマゾの深淵に転落していくだけだ。

			「フフフ。そろそろ、答えを聞かせてもらおうか、夏美」

			　勝利を確信した三沢が、楔のように先端を浅く押し込む。夏美のことを呼び捨てにしたのはこれが初めてだった。

			「あ、ああ……み、三沢……さん……」

			　耳まで赤く染まった美貌が力無く振り向く。ほんの数センチ侵入されただけで、膣洞は三沢の男根をハッキリ思い出していた。拳のように広がった熱く硬い亀頭の感触は、これまでの誰よりも夏美の子宮を熱くさせる。大きさもさることながら、初めて被虐の絶頂を刻み込んだ牡棒を、身体は忘れられないのだろうか。三沢を見る肩越しの視線はおもねるように目尻を下げ、口元には笑みすら浮かんでいるように見える。

			「して……ああ……最後まで……してください……ハアハア……お願いです」

			　息も絶え絶えの様子で夏美はついに口を開く。僅かに心臓がチクリと痛んだが、それもすぐ膣内を埋め尽くす虐悦の予感に溶け消えた。

			「もっとちゃんとおねだりするんだ。こういう風にな」

			　佐藤に吹き込まれ夏美は虚ろな表情のまま小さく頷く。

			「ああぁ……な、夏美のいやらしい……ふ……ふ、不倫……マ○コを……はあぁっ……ご、ご主人様の……太くて逞しい……お、おチンポ……で……はぁうっ……犯してください……っ」

			「フフフ。本当に犯していいのか？　なんならゴムをつけてやろうか」

			　ジワジワと一ミリ刻みで巨根を埋め込みながら三沢はさらなる屈辱を要求する。

			「あっ、ああ、ゴムはダメ……な、生で……生でハメて……ご……ご主人様の……子種を……中に……中に出して……はあぁっ……ふ、不倫好きの……牝牛のマ○コにぃ……ううぅ……た、種付け……してください……ああぁん！」

			　言い終わると同時に夏美はブルブルッと期待の胴震いをする。あれほど嫌っていた男に屈服させられたというのに、倒錯した幸福感がこみ上げてくるのだ。自ら口にした「牝牛」「種付け」という被虐のキーワードが何度も頭の中でリフレインされ、敗北感を魂に刻み込む。堕落の快感に支配された身体は、逞しい牡とさらなる恥辱を求め、まるで尻尾が生えているかのようにお尻をくねらせた。

			「フフフ。夫の前で中出しをおねだりとは、どうやら完全に堕ちたな、倉木夏美」

			　夏美の様子を見た三沢が満足げに嗤った。あれほど気位が高く、何度も痛い目に遭わされた夏美をついに種付けを望むまで調教したのだと思うと、心地よい達成感が胸を熱くする。感動めいた高揚感が海綿体を煮えたぎらせ、蜜肉に包まれたまま勃起はさらに大きく硬くなっていく。

			「望み通り妊娠させてやるぞ、夫の前でな！」

			　三沢が猛然と腰を振り出す。赤みを増して飢えきった柔襞に、逞しいピストンが突き刺さった。

			「ンあぁぁっ！　ひぃっ！　ああぁんっ！　すごい……か、感じるぅっ!!」

			　焦らされすぎて鋭敏になった粘膜に、その快感は染みるように神経を焦がした。たまらず振り立てる腰は、三沢にガッシリ押さえ込まれて、高速の往復運動を叩き込まれた。数日ぶりに味わう巨根の威力を思い知らされ、やはりこの男には勝てないのだと子宮の奥に教え込まれる。

			「イ、イイッ！　オマ○コ……感じますっ！　ああぁ……ご主人様のおチンポで……はあぁン……オマ○コ狂ってしまいます！　あ、ンああぁっ！」

			「狂っていいぞ。ヨガリ狂って私の牝になるんだ」

			　双臀をガッシリ抱え込み、ポニーテールを引き絞る。そのまま胡座の上にがに股に跨がらせ、後背座位に移行した。

			「あひぃぃっ！」

			　体重がかかって結合が限界まで深まり、夏美は鳴き声を迸らせた。子宮を突き上げられる絶頂体位であるばかりでなく、孕むまでのすべてを観衆に見せつける公開種付けでもあった。

			「あ、ああ……みんなに……あひぃ……見られて……誠司さんにも……ああ……見られてる」

			　濡れて肌に貼りついた恥毛、包皮を剥いて勃起した女芯、陰嚢まで濡らす濃厚な牝蜜、巨根に絡みついて媚びる粘膜の蠢き。そんな浅ましくサカった牝そのものの反応が、すべて衆目に晒されていると思うと、カアッと子宮が燃え上がる。特に夫の視線は強烈で、縮み上がった粘膜は食いちぎらんばかりに三沢の男根を食い締め、奥へ奥へと呑み込もうとする。この吸いつくような一体感は夏美でしか味わえないだろう。

			「ううむ、すごい……やはり夏美のオマ○コは最高だ」

			　極上の味わいに三沢は思わず唸る。そしてその名器を自分のモノにしたのだという征服感が、快感を何倍にも増幅してくれる。

			「もう私のモノだ。一生放さないぞ」

			　荒々しい衝動に突き動かされ、汗と母乳にまみれた乳房をガッシリつかみ搾った。五指を食い込ませるたび掌に熱いミルクがビュウッと迸るのが心地よい。

			「ひっ！　あ、ああ……ご主人様……も、もう……イキそう……です……はぁはぁ」

			　焦らし抜かれた肉体はそれだけの刺激でも、激しく昂ってしまう。まるで恋人同士のように切なげに肩をくねらせ、三沢の胸に身体を預けていく。背中に感じる中年の身体がなぜかとても頼もしく感じられ、どうして拒んでいたのかがわからなくなってくる。

			「まだだ。夏美がイクのは私の子を孕んだときだ」

			　嘲笑いながら、いっぱいに男根を頬張った媚穴に指を這わせる。被虐の快楽に爛れたサーモンピンクはこれまでにないほど熱く、大量の愛液を溢れさせていた。

			「フフフ。妊娠しやすくなるように俺たちも可愛がってやるからな」

			　真珠入りの肉棒を口に押し込まれ、両手にも男根が握らされた。

			「さっきまで奥さんの中に入っていたんだ。エロ汁がいっぱいついているだろ」

			「う、うぐ……はい……むふぅん……くちゅ……ちゅぱ」

			　舌や掌に触れる真珠の感触が、狂おしいまでの快感を呼び起こし、身体中の肉という肉がざわめき出す。そんないやらしいことを夫の前でさせられていると思うと、不倫マゾの快感が完全に目覚め、もっと恥ずかしく惨めな目に遭いたいという、倒錯した欲求が頭をもたげてきた。

			　その淫熱に焙られ、夏美は左右の手指を巧みに動かして勃起を磨き、舌や唇も積極的に操って、異形肉棒を愛おしそうに舐め回す。さらには牝腰もうねるようにグラインドさせ、精一杯三沢に媚びるのだ。

			（あなた……見ないで……私はもう……こんなにいやらしい女にされてしまったの）

			　そしてその痴態を夫に見せつけることに密かな悦びを感じていることを自覚すると、もう後戻りはできなかった。淫蜜の飛沫を飛ばしながら身体が激しく上下し、乳房が風船のように跳ね回った。

			「自分の妻が妊娠させられるというに気づかないとは、まったく薄情な男だな」

			　三沢の言葉が、朦朧とした脳内に染み込む。涼子に逆レイプされている夫に向ける目に、嫉妬の色が滲み出す。

			（そうよ、あなた……どうして気づいてくれないの……ああ……私が妊娠させられている前で、涼子さんとエッチするなんて……涼子さんじゃなく……私を……私を……見て……！）

			　様々な感情が混ざり合い、価値観が百八十度転倒し、数秒前とはまったく逆の願望がのぼせた頭を支配する。それがどんなに異常な願望か振り返る余裕はもうなかった。

			「あ、ああ……あなた……あなたぁ……あああ〜〜〜ん」

			　がに股の股間がさらに拡がり、もっと見てくれと言わんばかりにすべてをさらけ出していく。ムンと匂い立つ花園は妖しいまでに開ききり、くわえ込んだ巨根をギュウギュウ締めつけては、夥しい本気汁をドプッと吐き出す。手も唇も、まるで性器のように男根に馴染んで、愛おしげに奉仕を繰り返す。

			　大勢の男たちに奉仕する悦びに酔わされ、仮面の奥のうっとりした眼差しが誇らしげに観客席を舐めていく。

			「な、なんていやらしい顔だ……見つめられるだけで出ちまいそうだ」

			「ううむ、彼女はこの倶楽部で最高の奴隷になるぞ」

			　夏美の放つ妖艶なオーラに観客たちは完全に魅入られ、何人かはもう暴発している。ショーの始まりのときとは、まったく別の女と言えるくらい印象が変わっており、もはや生まれ変わったと言っても過言ではないだろう。

			「もうイキたくて仕方がないかんじだな」

			「はあっ、ああぁん！　ご主人様……イ、イカせて……イカせてくださいぃ」

			　ポニーテールをパタパタと振りながら奴隷妻は頷く。狂おしげに腰をうねらせ、汗まみれの乳房をせわしなく揺さぶる。もう三沢の精を注がれ、絶頂することしか考えられない。

			「そんなに……はぁはぁ……私の子供が欲しいか」

			「は、はいぃ……あくぅ……ほ、欲しいですわ……ご主人様の赤ちゃん、欲しいです……ああン……だ、だから、早く……オマ○コに注ぎ込んでください……ませ！」

			「フフフ。孕ませてやるぞ。娘なら母娘丼だ。息子ならサディストに育てて父子で夏美を責めさせてやる。おら、もっと自分からも動くんだ。はあっ、はあっ。スケベな不倫マ○コで搾り取ってみろ」

			　きつい収斂に耐えながら三沢が命じた。堕落の最後の一歩は夏美自身に進ませるつもりなのだ。

			「あ、ああ……はいぃ……ああっ！　イイ……ご主人様のが、奥にあたって……あはぁっ……たまんない……な、生ハメ気持ちいいっ！」

			　ジュボッ、ジュボッと破廉恥な音を響かせ、汗で貼りついたテニスウェア姿を躍らせる夏美。全身をバネにし、淫の化身となって自分から腰を振りまくった。もはや理性の欠片もなく牝の本能にすべてを支配されていく。

			「もっと気持ちよくしてやろう」

			　残忍な笑みを浮かべた三沢が手をさっと伸ばす。その手には赤いモノが握られていた。

			「ヒィィッ！　そ……そんなぁッ!!」

			　夏美の目元を隠していた赤い仮面が外されてしまったのだ。

			（あなた……誠司さん……）

			　素顔を晒された状態で夫と目があった気がして、一瞬心臓が凍りつく。激烈な羞恥が身体を雷のように縦真っ二つに裂き、思考がショートして停止した。しかしどうしたことか下半身は動き続け、快楽を貪ることをやめないではないか。

			「あ、ああっ！　そんな……どうして……んふくぅ……からだが……止まらないぃ……あっ、ああンっ！　ゆるして、あなた……止まらないのぉ……あひぃん！」

			「夏美の身体は不倫セックスでこそ快感を感じるようになったんだ。もう一生普通のセックスでは満足できないのさ」

			　母乳を揉み搾り、子宮を突き上げながら三沢は高々と宣言した。

			　そして三沢の言葉通り、素顔を晒したことが地獄の底から破滅的な快感を呼び寄せて、夏美をさらなる淫獄へと引きずり込んでいく。女の最奥が燃え盛り、血も肉もドロドロに溶かされていく。もはや自分は淫肉の塊、生きた性器になり果てた気がしてきた。一瞬血の気が引いた美貌もすぐに赤く上気し、男心をとろかす嬌声が溢れ出す。

			「旦那がすぐそばにいるのに、あんなにヨガリまくるとは」

			　地獄の底でも、いや、だからこそ激しい快楽に悶える夏美の姿に、観客は感嘆の声を漏らす。夫の前で素顔を晒して犯され、母乳を搾られながら妊娠させられる……これほどひどく背徳的に責められながら、ますます夏美は美しくなっていくのだ。

			「さあ、素顔になったところで、もう一回おねだりだ。倉木君によく聞かせてやれ」

			「ああおおぉぉっ！　ンはあぁぁンッ！」

			　精を欲して降りてきた子宮をこれでもかと突き上げられ、夏美は狂ったように腰を振り、顔をグンッと仰け反らせる。心のタガが外れてしまい、ブレーキの壊れた肉体と精神はどこまでも暴走していく。

			「あ、あなた……夏美は……今からご主人様の……あなたよりずっと太くて逞しいおチンポで……ンはぁぁンッ！　こ、この不倫マ○コに……いっぱい中出ししてもらって……ああっ……種付けされるのよ……ンふぅあ、あうぁぁん」

			　被虐の炎に包まれながら、恥辱の言葉を口にする。恥ずかしいことを言わされるたび、どんどん官能の絶頂が近づいてくる。

			「ハアハア……もっと言ってやれ！　夏美のすべてが私のモノだと！　おらっ!!」

			　早馬を駆るような勢いで腰をぶつけていく三沢。パンッパンッと肉を打つ音が部屋中に響き、破壊的な振動が夏美の精神の壁を責め砕く。胸に回した手が乳首を磨り潰し、虐悦とともに母乳を搾り取っていく。呼応するように夏美も乱れた。ポニーテールを振り乱し、乳房を千切れんばかりに揺さぶり、汗の滴を霧のように飛ばす。全身を桃色に染めて、頂点目指して駈け上がる。

			「ふぁああっ……あなた見て……夏美はもう……ご、ご主人様の奴隷なの……ああン……夏美の身も心も……全部ご主人様に捧げます。はぅン……く、唇もお乳も、お尻も……オ、オマ○コもすべてご主人様のもの……はあぁ……もう、あなたのものじゃないの……んふぅぅん」

			　肩越しに潤んだ眼差しを三沢に向けて、媚びるようにアンスコ尻をくねらせた。屈服しきった媚態が三沢の征服欲を心地よく刺激する。

			　いやらしい言葉を言うのが気持ちよくてたまらない。これほど多くの男たちに昂奮を与えていることが誇らしくさえ思える。どうして三沢のことを拒んできたのか、過去の自分が馬鹿らしく思えた。

			「ああっ、おおぅううぅ……イイ……気持ちがイイの……ハアハア……もっと突いて……ああ、サカリのついた……め、牝牛マ○コ……奥の奥まで串刺しにしてぇっ！」

			　官能に潤んだ瞳にかつての凛とした輝きはなく、代わってどんな男も虜にする妖しい燐火が煌めいていた。くびれたウェストを軸に三沢とぴったり息を合わせて腰を振り合えば、一体感が爆発的に増し粘膜が燃えるように熱くなる。三沢の呼吸、拍動、体温、汗の匂い……それらすべてが自分を昂奮させるのだと気づかされる。

			「はああン……夏美はもう……ご主人様なしでは、生きていけません……ヒぁああン、太くて逞しいオチンポで……あぅん……夏美を孕ませて……はあぁ……夏美を牝にしてぇ──ッ！」

			　絶叫と同時に、背骨が折れんばかりに身体が反る。手足に走る痙攣が下腹に収束し、凄まじい締めつけとなって三沢を食い締めた。こらえにこらえた後、ついに肉悦に屈服した媚肉の味わいは、サディストにとって最高の甘露だ。根本から先端まで真空パックのように密着する吸着力は、三沢でも驚くほど。

			「おおおっ。いいぞ、夏美。たっぷり注ぎ込んで、孕ませてやるっ！」

			　獣のように吠えた後、トドメの一突きを子宮口の中心にぶち込んだ。反射的に収縮した括約筋がペニスの付け根を圧搾し、痺れるような快感に睾丸まで包まれる！　「ウオオッ」と勝利の雄叫びを上げ、三沢は渾身の精を注ぎ込む。

			「はあぁん！　きて、きてぇ……夏美の中に出して、ご主人様ぁ……ああ───────ッ!!」

			　夫の前で中出しを請いながら、夏美は背徳の快感に白目を剥いて背中を反り返らせた。灼熱の弾丸が膣洞をドクドクと震わせながら魂の暗部に撃ち込まれる。大量の熱濁流が子宮口をくぐり抜けて、孕み頃の胎内へと流れ込んでいく。

			「あ、あ……あついぃっ！　ンはぁぁンッ！　も、っと、もっと精液頂戴ぃ！」

			　貫かれた腰をさらに男に押しつけ神聖な子宮口を男の鈴口とディープキスさせる。ぴったり密着した子宮を蠢かせ、子宮で搾りたての精液を飲んでいく。

			「旦那の前で欲張りな奥さんだな。俺たちもぶっかけてやるぞ」

			　夏美を取り囲んでいた男たちも一斉に射精を開始した。掌の中で、鼻先で、灼熱の火花が弾け飛び、懐妊を祝うシャンパンのように奴隷妻に降り注ぐ。

			　圧倒的な淫気に桃色の頂上に抑留されていた精神が、さらにもう一段高みへと舞い上がった。

			「あひぃッ……イイッ……イク……ふ、不倫マ○コ、イっちゃうぅぅっ！」
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			　プシャアアアッと潮まで噴いて、肉悦に腰を跳ね躍らせる。長い舌をはみ出させ、母乳も愛液もオシッコも、涙も鼻水も涎もすべて垂れ流す。夫には見せたこともない潮吹き姿だ。

			　全身を息ませながら恍惚の激流に身を委ねる夏美。被虐の深淵に押し流されていきながら、心にポッカリ穴が開いていることに気づく。そこはかつて夫の面影が占めていた場所。その空隙に三沢の情念が白濁の粘液とともにドロドロと流れ込んで満たしていく。

			（ああ……）

			　新たな命の予感という女として究極の充足感を感じ取り、夏美はうっとりと笑みを浮かべた。激しい痙攣が収束すると同時にポニーテールのリボンが解け、ばさりと黒髪が流れ落ちた。

			


			　そして数ヶ月後。

			「じゃあいってくるよ。ヒカルやお腹の子をよろしく頼んだよ」

			「ええ。あなた、気をつけていってらっしゃい」

			　夫を出張に送り出した夏美は部屋には戻らず、そのまま階段を上がっていく。視線はどこか夢遊病のように虚ろで、頬が熱でもあるように上気している。呼吸が上擦っているのは階段のせいだけではない。

			　やがて二階上の階に着くと迷わず鈴原涼子の部屋を目指した。気配を感じたのか、呼び鈴を鳴らす前にドアが開き、夏美は誘い込まれるように部屋に入っていく。

			


			「はあぁあ……ン。ご主人様……あぁふうン！」

			　閑静な午前の空気とは無縁な爛れた熱気が、新妻の部屋に溢れている。

			　夏美と涼子が仲良く並んで四つん這いになり、それぞれ三沢と佐藤が背後から犯していた。すぐそばのベッド寝かされたヒカルも背徳感を煽るのに一役買っていた。

			「順調に育っているみたいだな。少し膨らんできたかな」

			　背後から手を伸ばし、夏美のお腹をいやらしく撫で回す。そこには三沢の精を受けた胎児がスクスクと育っていた。誠司と三沢は同じ血液型なので、まずばれることはないだろう。

			　夏美と夫との関係は変わらず、仲睦まじいものだった。あのショーのとき、夫は幻覚薬で朦朧としており、ほとんど何も覚えていなかったのである。

			「妊婦のオマ○コはいい。とろけるようだ」

			　ペニスに妖しく絡みつく完熟襞の感触を堪能しながら、乳房にも手を伸ばす。妊娠して以前にも増して膨張した乳房はＧカップといったところか。ＣＤサイズの乳輪も乳首も色を濃くして、いやらしいミルク臭が漂ってきそうだ。

			　さらに手を伸ばすと柔らかなお腹の丸みが触れてくる。かつてのモデルのようなくびれは消えつつあるが、代わりに妖しい妊婦の魅力が日に日に増していた。そこに我が子がいるのだと思えば、三沢の情念は燃え上がり、さらに夏美が愛おしくなってくる。

			「ああ……ご主人様……」

			　子供の存在を意識させられた夏美が悩ましげに美貌を反らせる。

			　夫を裏切り他人の子を身籠もってしまったこと。お腹にそんな罪の子がいるのにさらに不倫セックスを楽しんでいること。しかも実の娘の前で。そんな背徳感が糧となって、被虐の悦楽を増幅させ夏美を狂わせる。

			「倉木君は気づいていないのかね？　妻のお腹の子が自分の子ではないことに」

			「は、はい……自分の赤ちゃんだと……ああン……信じきってます」

			「フフフ。私と夏美の子を育てるために仕事に精を出すとは、ご苦労なことだ」

			　貞淑だった夏美を破廉恥で不道徳な不倫妻に堕落させ、その肉体のみならず人生のすべてを冒瀆し尽くすことが嬉しくてならない。妊娠中の蜜壺を貫く勃起は歓喜の先走りを吐き散らし、さらに凶暴に硬度を増していく。

			「ちゃんと育ててくれよ。そのためには夫にばれないようにしないとな」

			　夏美をさらに追い込むべく、ズンズンと子宮を小突いてやる。赤ん坊がいるのであくまでもじっくりだ。

			「あ、あぁうぅ……はい、夏美は……夫を……一生だまし……裏切り続けます……ご主人様の赤ちゃん……立派に育ててみせますわ……ああぁぁん」

			　従順に答え、背筋を妖艶にくねらせる。夏美が今でも夫を愛しているのは間違いない。葛藤も背徳感も、想像を絶するはずだ。しかし今の夏美はそれを快感へ転化させる術を身につけていた。背徳感を感じれば感じるほど、快感が大きくなる不倫奴隷へと完全に馴じゅん致ちされてしまったのだ。

			「それは頼もしい。ところで夜のほうはどうかね。倉木君も喜んでいるだろう」

			　挿入を浅くし、カリで膣孔付近を引っ掻くようにすると、夏美は電気を浴びたように激しく反応した。

			「あっ、ああ〜〜っ！　あの人はすぐに……果ててしまって……おお、あああぉぉ……そ、そこ……たまんないぃっ！」

			　夏美は生々しい牝声を迸らせ、膨らみかけたお腹を戦慄かせる。

			　今から一ヶ月前、夏美は手術で膣口に入ってすぐのところに、ぐるりと円周状に六個の真珠を埋め込まれてしまったのだ。それは男を歓喜させるのみならず、夏美自身にも凄まじい快美感をもたらす。しかもその真珠は夫にもらったネックレスから外したモノなのだ。

			　夫もまさか自分の妻が知らない間に名器改造されたなど夢にも思わない。そんな心理の陥穽が、不貞の発覚を防いでいた。

			「あ、ああぁっ！　イイッ！　し、真珠を……グリグリされるの……気持ちいい！」

			　浅ましいヨガリ声を振りまいて、乱れた黒髪をオーロラのように光らせる。ギュッと締まりを増した膣肉に搾られ、肉棒の根元に射精欲求の津波が押し寄せてきた。

			「くう、たまらん。なるほどこれなら、倉木君には宝の持ち腐れだな」

			　もともと千人に一人の媚穴だったのをさらに名器改造を施したのだから、その快感は凄まじい。並の男なら一瞬で果ててしまうに違いない。そしてそれは夏美の淫欲をさらに高め、三沢への依存度を深める役にも立つだろう。

			「フフフ、こんないやらしいオマ○コにされて嬉しいだろう？」

			「は、はい……夏美は……いやらしい、真珠入りのオマ○コにして頂いて……んふぅっ……とっても幸せです……ああぁうん……で、でも……ご主人様……」

			「どうしたんだ？」

			「ああ……産婦人科で……お医者様やナースの方に見られるのが……恥ずかしいです」

			　耳まで赤くし、困ったような嬉しいような微妙な表情を浮かべる。

			「恥ずかしいのが気持ちいいんだろう。この淫乱牝牛め」

			　せせら笑いながら、律動を強めていく。一見貞淑な人妻の破廉恥な秘密をのぞいた医師がどんな顔をしたのか、想像しただけで笑いがこみ上げてくる。

			「その恥ずかしいオマ○コから……私の子をヒリ出すわけだ。ハァッハァッ……一体どれだけ罪を犯せば気が済むのかね」

			「あああっ……お許しくださいご主人様ぁ！　ハアハア……夏美は……いやらしい真珠入りのオマ○コからぁ……ああう……罪の子を……ヒリ出す……変態なんです……ああ、だから、お仕置きしてください……はあぁん……ご主人様のオチンポで……お、お仕置きしてくださいぃっ！　あっ、ああっ、ああぁぁん」

			　転落の快楽を知ってしまった人妻は自らの意志で堕落していく。極上の牝穴だけでなく、迸る喘ぎ声も、腋を濡らす汗の匂いも、雪白の肌の温もりも、ありとあらゆる部位が男の五感のすべてを魅了して止まない。

			「ぬおおっ、出してやるぞ、夏美！　くらえ、おおぅっ！」　

			　全身を媚肉に包み込まれたような錯覚を感じつつ、三沢はありったけの精を人妻の最奥にドプドプと注ぎ込んでいく。

			「あああぁ……も、もう……イクッ！　イキますぅっ！」

			　後を追うように夏美も絶頂に達し、キリキリと全身を揉み絞った。柔襞は男根に密着ししばらく放してくれそうにない。

			　甘美な調教生活もタイトロープな状況は変わらない。一歩間違えればすべてを失う危険性とはいつも隣り合わせだ。そのためには夏美をずっと支配し続ける必要がある。

			（一生放すものか。もっともっと淫らに堕としてやるぞ）

			　ふと虜にされたのは自分かもしれないと思いつつ、三沢は恍惚の射精感に身を委ねていった。
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